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1日目  

 

Ⅰ ふらっとステーション・ドリーム見学会 

１ 地域でコミュニティカフェが果たす役割―「共に暮らし，支え合うまち」 

 

 

 いまご紹介いただきました島津禮子と申します。よろしくお願いいたします。ご遠方か

らいらしていただいて大変光栄でございます。あんまり人数多いもんですから二班に分け

させていただいて，1班の方はふらっとステーションの方でお食事をとっていただいて，2

班の方はここでお話を聞いていただいた後交代いたしますので，少々お腹がお空きになる

かもしれません。よろしくお願いいたします。 

 

 このドリームハイツのエリアは，40年前に作られた集合住宅です。40年前ですから，私

まだ 30代後半の頃かなぁって。そんな頃です。 

「わたしたちのまち」このリーフレットご覧ください。ここに書いてあります通り，1970

年から 2年～3年かけて大規模開発で集合住宅ができました。元はドリームランドという遊

園地だったんですね。ディズニーランドができるまでは割と大きな遊園地だったのですが，

だんだんお客さんが来なくなって経営が成り立たなくなり，ドリームランドの半分を県の

住宅供給公社と市の住宅供給公社に売ったんです。 

 それがいまから 40 年前。1970 年ごろから 2～3年かけて 2270世帯の大規模な集合住宅

ができました。低い所で 8階建て，高い所で 14階建てです。 

 その頃そのここに入居された方の年齢から言いますと，20代 30代，それから 40代とい

う若いご夫婦が多く入居されました。ですから一番最初に困ったのは幼稚園なんです。幼

稚園はいまここの学校の前に「たまや」っていうスーパーがあるんですが，あそこに幼稚

園がありました。そこの 1園しかなかったものですから，皆さん入園の申込書をいただく

のにご夫婦で徹夜して並びました。そういう時代ってあったんですよ。ここだけじゃなく

って，多分皆様の中には，幼稚園の申込書をもらうために徹夜したよっておっしゃる方も

いらっしゃるかなと思うんですね。(数名の方うなづく) 

 若い方はそんなこと全然御存知無い。20 年，30 年前の前の前のお話ですから・・・・。 
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 そういうことがあったので，ここにお住みになってらっしゃるお母様方が，それだった

ら自分で幼稚園を作っちゃえということで，（資料を）一枚開けてください。リーフレッ

ト 1 番の｢すぎのこ会｣これが 1970年にできました。このドリームハイツの中の共有地の中

の一部を借りて，横浜の市バスの古いダメになったバスをもらってきて，そこで幼稚園が

はじまりました。もちろん，そのお母様方が自主保育するわけですから，設備っていうの

は昔ながらのどろんこ遊びとか，要するに体で色んなことを覚えるすぎの子幼稚園ができ

たのが，ドリームハイツの福祉のはじまりです。 

 それから一つひとつ住民の有志の方たちが，「これが必要だよね」っていうものを作り

始めたんです。この（資料の）中開けていただくと，1番から 5番までが，子育て支援の団

体がございます。4 番の「つぼみの広場は」1996年にできたんですが，障害児の養護学校

から帰ってきた子供たちを預かるところです。何らかの障害を持っていらっしゃる（子供

の）お母様お父様は共働きをしないと障害児のお子さんたちを育てていけないということ

で，始まったのがつぼみの広場です。この隣の 5 番「おやこの広場ぽっぽの家」というの

は，子育て支援の一段落したあと，新しくこの中に子供連れで入居された方々の親子の広

場です。ここは全世帯が分譲住宅なんですが，最寄りの駅からすごく遠いので，東京にお

勤めの方なんかが，どんどん引っ越していかなきゃならない，30 代はいいけれども 40 代

半ばを超えるとあの満員電車に乗って東京まで通えないという方がすごく多くなって，そ

して引っ越してしまわれた。で，その後入居されたのがその方たちです。 

 

 次開けます。高齢者障害者支援というものがあります。これは，子育てが一段落したあ

と，ここのドリームハイツの住宅の間取りとしたら，真ん中に水回りがあって，こっち側

とこっち側に部屋があるんですね。だから，はじめから 2世帯が住めるような感じになっ

ています。ですから，はじめから高齢者をお連れになった方なんかがお入りになったとこ

ろが，たくさんあります。そのうちに 20代 30代の若いご夫婦の方は，転勤っていうのが

はじまりまして，転勤で他にお出になる。そうすると，高齢者夫婦だけが残っちゃう。と

いうところで，その方たちのために，私たちはまだ若いから…その頃はまだ若かったんで

すね，若いから，お弁当を作ってお届けをして，安否確認もしましょうと思って創られた

のが 6番の「ドリーム地域給食の会」これです。その次にできたのが，7番の「ふれあいド

リーム」という訪問介護の団体です。この頃ですね，有償サービス，有償ボランティアと

いうのが流行りまして，あちこちで有償ボランティアの組織がたくさんできました。 

 その頃，ボランティアっていうのは無償が基本じゃないのっていうので，有償と無償の

議論が偉い先生方の間で意見を戦わせた時代ですね。1994 年に出来たのが「ふれあいドリ

ーム」という支えあいの活動の団体です。 
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 その頃福祉っていうのは，措置です。措置の時代です。要するに，行政が「あなたにヘ

ルパーを派遣できるのは一週間に 2度ですよ。有料老人ホームや特養に入りたかったら何々

県のあっちの方に入りなさいよ」というようなことを行政が頭ごなしに言う措置の時代で

した。私たち「ふれあいドリーム」というのは行政の措置の谷間を縫うようにサポートし

てきました。 

 高齢者で一人暮らし，寝たきりの人にヘルパーは一週間に 2回っていうことがあります？

それでは，生きていかれないんですよ。そういう人たちのために，まぁ～ためにというこ

とじゃないんですけど，そのような一人の方を助けたいって思ってやむにやまれず立ち上

げたのがふれあい活動という，利用者も協力者もお互いに会員として支えあうサポート体

制なのです。 

 

 その次にできたのが，「いこいの家夢みん」です。これは一年後にできましたが，ふれ

あいドリームっていう所は，協力者が相手のお家に行って，色々な生活支援や買い物支援，

または，移動困難者のために移動サービスを，やって差し上げるんですけど，それだけじ

ゃダメでしょ。要するに元気な高齢者には家にこもっていないで，出てきていただきたい

と思ってできたのが，8番の「いこいの家夢みん」です。そんな形で，1つひとつ主婦の力

は小さいものですが，自分たちの誰かが「こういうものが欲しいな」「ドリームハイツの

中にこういう事業があったらいいだろうな」と思った人が起ちあげて，この指とまれで賛
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同者を集めて立ち上げたのがリーフレット全部を見渡してみると，20年の間に色々なこと

がありましたけれども，その 15番の「地域運営協議会」「見守りネットセンター」「地域

交流室」まで出来てしまった。これが，ドリームハイツの福祉の団体の日常です。 

 

 普通は，ひとつの団体が例えば訪問介護の団体があったとします，その団体がデイサー

ビスもしましょう，小規模多機能サービスもしましょう。あれもこれもしましょうとひと

つの団体がどんどん大きくなって NPO で起ちあげた団体でも，はじめはすごく細々とやっ

ていた団体でも，いま 1億 3億 5億稼いでいるっていうのがすごくあります。 

 ドリームハイツの特徴としては，一つひとつは小さいけれども，その小さい団体が，こ

の中でネットワークを組みながら，困っている方をサポートしていくっていうのが，この

ドリームハイツの福祉団体の特徴なんですね。それで，より長い時間をかけて創ってまい

りました。 

 その 1つ「ふれあいドリーム」っていうのを立ち上げたのは私です。で，起ちあげて，

はじめは有償ボランティアですから，利用者さん，利用したいっていう方も，行政の措置

の谷間ですからね，本当に寝たきりの方のおむつの交換をいたしましたし，身体の調子を

考えて食事のサービスもいたしましたし，怪我の手当…寝たきりになると褥瘡になるんで

すよ。血流が悪くなると指先が壊死するのです。そういうところの手当も全く素人のおば

さんたちの集団なんだけれども，その時のよかったのが，お医者さんもナースも，その一

人の人のサポートを一緒になってやってくださった。だから，素人のおばさんでもお医者

さんの指示で，このガーゼをこうしなさいよとか，おむつはこうやって取り替えなさいよ

とか褥瘡になるといけないから，こういう体位交換をしなさいよとか，お医者さんとナー

スが全部教えてくださった。私たちの「ふれあいドリーム」は，そうやって知識，スキル

をだんたん身につけてきた団体です。ですから，介護保険がはじまったときも，「お願い，

介護保険が始まっても来てほしいわ」っていう依頼が多くあってそれで，介護保険に参入

いたしました。で，ケアマネージャーの事業所も作りました。 

 私ごとですが，4 年くらいまえに，肺がんになったんです。肺がんになって，肺がんの手

術をして，ふれあいドリームも事業からは手を引きました。手を引いて，いま一人暮らし

なんですが，退院して帰ってきた時に，皆声をかけてくれるんです。「お弁当届けましょ

うか」「ふらっとステーションのお昼だったら届けるよ」とか，行きたい所があったら連

れて行ってあげるよとか，もう色んな人が声をかけてくださって，そして一人暮らしで，

肺がんの手術をし，余命 2年と言われた私が，これだけ元気になった。ということは，い

まは今年 79歳ですが，これだけ元気になれたということは，ドリームハイツにある団体の

方たちの声ではないかというふうに思っているんです。 
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 また，ドリームハイツで創ってきたコミュニティ・カフェというものがありましてリー

フレット 10番で名前を「ふらっとステーション・ドリーム」と言います。このコミュニテ

ィ・カフェを創ってきて 8年になります。そのコミュニティ・カフェが，この地域どのよ

うに役に立っているか・・・…今どんなふうになっているか，パワーポイントを使って，

地域でコミュニティ・カフェが果たす役割―「共に暮らして支えあう」ということを，ち

ょっとお話させていただきます。 

 「ふらっとステーション・ドリーム」ができた経緯をお話しすると，平成 17 年ごろに全

国で福祉計画を立てることが決められました。地域の福祉計画を自分たちの手で考えなさ

いよという福祉計画ですけれども，ここで言いますと戸塚区ですね，横浜市は市全体の福

祉計画を立てなきゃいけない，それぞれの区はそれぞれの中で福祉計画を作っていきまし

た。私はその時の策定委員の一人でした。戸塚区は，27〜28万の人口です。横浜市は 370

何万の人口ですね。その中で区は 18区あります。18区の一つが戸塚区でありまして，戸

塚区の福祉活動計画を立てる 3年間かかわりました。横浜市ではケアプラザが人口に比例

して出来ています。ケアプラザ…他の地域では違う呼び方をしていると思うんですが，そ

のケアプラザが戸塚区の中には 10か所あります。その 10か所のケアプラザで，皆さん住

人の方をお呼びして，この街をどうしていったらいいですかとか，何が必要ですかという

ようなことを懇話会を 1か所で 3回くらい開きましたから全部で 30回くらい開いたんです

ね。その中で一番欲しいものってなにか・・・とお聞きした時皆さん居場所って仰ったん

です。居場所が欲しいと。それと次に欲しいのが情報が区役所まで行かなくても近くで手

に入れたい。それともう一つは心配事や困りごとがあったときの相談室が近くに欲しいと

いうのが 3つの大きな希望でした。 

 そういうことで，区役所の担当者と相談しながら，「じゃあ戸塚区の中にいっぱい居場

所を創っていこうね」って。「名前はなにがいいでしょうか」って言ったら区役所の人…

若い担当者方と話をして，「ふらっとステーションっていうのはどう？」って言われたん

ですね。”ふらっと”というのは，ふらっと入れる。それから床がフラット。バリアフリーで

ある。それからもうひとつは，いらした方とそこにいるスタッフがフラットな関係，上下

関係じゃなくて。その 3つのフラットをつけて，ステーションにしようと。その次に，ド

リームという地域名を付けたんです。いま，ここだけしかないけれども，これからふらっ

とステーション・何とかというのができるように試行錯誤しているところです。そこで，

「ふらっとステーション・ドリーム」ができあがりました。 
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 次に，ここに地域の課題のことを，ちょっと描写させていただきました。住むことから

始まって，介護と医療，買い物や交通の便，教育や就労も含めて地域の課題っていうのは，

たくさんあるんですね。その地域によって課題は全部違います。医療が全然整っていない

地域もあるでしょうし，それから買い物難民っていう言葉から分かるように，買い物に行

けない，地域もありますよね。そういう地域の課題を考えてみると，総合的に考える…ひ

とつだけじゃない。買い物難民ってなんでなるのっていうと，思うかもしれませんが，要

するに高齢者ばっかり住んでいて，移動手段がないから買い物に行けない，そういうふう

に総合的に地域課題を捉える。それをどうしていったらいいでしょうね，ということなん

です。 

 この下の四角に数字がございますね，ここ…これは，1975年の人口です。ドリームハイ

ツの人口です。総人口が 8000人くらいですね。さっきも申し上げましたように 2270 世帯

を割り算すると，一つの世帯は 3人～4人。そして，その次に真中，介護保険がはじまった

年です。その右側，（平成）22年に国勢調査のときにわかった人口構成です。2012 年です

ね。そうするといま 5149人となっていますが，5149 人っていうのは 8000 人から 5000 人

に減っています。だから，4人家族が 1人家族になったね。というところが多いわけです。 
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 次のページは，独居の数字です。一人暮らしの独居の方はどうなもんかというと，国勢

調査の数字から出しています。独居の人が 489 人います。いまは独居の方は元気でいい顔

をしています。私も独居ですから。でも何処でどうなるかまでは分からないっていうとこ

ろで，人口の構成を出してみました。60歳以上が 375人。だから，この独居の高齢者を今

後，今のドリームハイツの中にある事業所だけで在宅で看取れるかっていう話が，これか

ら出てくると思うんですね。ドリームハイツの独居世帯の年齢構成ですけれども，よくご

覧くださいませ。赤いのが女性です。そしてブルーが男性です。75歳から 79歳の一人暮

らしの方。女性は男性の 6倍おられます。女性は夫を亡くしても図太く生きておられます。

ところが，男性は妻を亡くすと，すぐ後追いをしちゃうというのが，グラフから分かるん

ですね。70歳でもそうでしょう。まぁだいたい 60 歳代は，夫婦ともども同じくらい独居

になっても，女性も男性も同じくらいの人が生きています。こういうとこがグラフにする

とよく分かってきます。 

 次に，これが年齢分布の男女別人口構成です。一番人数が多いのが，60歳から 69歳ま

で 1353 人います。だから，団塊の世代の人が，まだまだ地域の中で活躍できる人が大勢い

るということを，これは表していますね。 

 ただ，女性は仕事が終わってもお友達もすぐできますが，男性はなかなか地域デビュー

ができないっていうところに難点があります。 
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 次は先ほどお話したとおり，「地域給食の会」がお弁当を作っている絵です。 

 

 

 次は「ふれあいドリーム」ふれあい活動の開始が 1993 年で，訪問介護事業で NPO 法人

化したあと，介護事業と居宅介護の支援事業，障害福祉…などをやっていますよという絵

です。ふれあいドリームの活動の中の写真で，見学者がお勉強をしておられます。この写

っている方は，当時 106。107歳でお亡くなりになったんですが，呼び寄せ老人ってわかり

ます？北海道にいらしたお母様を息子さんがここに呼び寄せて，ご一緒に暮らす高齢者の

ことです。呼び寄せられて何年間もうちから一歩も外へ出てない…結局だからこっちに呼

び寄せたけれども，友達はいないし自分一人で何したらいいかわからないし，年齢は 100
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歳を超えているし…というような，色んなその人のマイナス部分があって，外に出なかっ

た。で，ふれあいドリームのヘルパーが，お花見に行きましょうね～～，ようやく連れ出

した絵なんです。とっても喜んでくださって，その後一年もしないで亡くなってしまった

んですが，亡くなるまで，あのお花見が楽しかったって言ってらっしゃいましたね。 

 だから，要するにその地域でも色々な方がいらして，こういう時最後まで看取って差し

上げるというのが，これからの地域の作り方かなと思います。病院には行かずに，ご自宅

で眠るように最後を迎えると。 

 

 

 これはさっき申し上げたのと同じなんですが，外に出てきて欲しいということで「いこ

いの家夢みん」これはムーミンと呼びます。可愛いでしょ。夢みんと書いてムーミンと呼

ぶ。 

 その割と出ていらっしゃられる方たちが談笑したりコーヒー飲んだり，お遊びをしてら

っしゃる。 
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 で，こういうことで高齢化に対する不安というのがたくさんございまして，このいま写

真でお見せした 3団体が福祉連絡会というものを作りました。何故作ったかというと，そ

れ以外の事業所は，自分たちの所で精一杯。ネットワークができていない。結局，ネット

ワークのまず 1つとして福祉連絡会というものを作って，そしてお互いに情報を共有化し

たいというところです。 

 地域課題としては，先程申し上げましたように，色んな土地土地の地域課題は違います

から，ここの地域課題はなんだろうなっていうクエッションのところなんですね。 

 住まいもある食事もある，色んな課題を持っている所があります。 

 で，そこで 1つできたのが，ふらっとステーション・ドリームのランチなんです。ラン

チを皆さんこれから召し上がっていただくんですけれども，今日は大人数なので一皿一皿

出すと時間がかかるので，お弁当になっています。 

 で，そのスタッフがいま一生懸命朝から作っていますから，どうぞ召し上がっていただ

きたいと思うんですが。 

 まぁ～～最初は戸塚区の地域福祉計画 1つとしてスタートしました。このスタートする

のも大変でした。地域福祉連絡会の 3団体が一つになってのスタートでしたが，物も人も

お金もないわけですよ。それぞれ自分たちの事業がありますから・・・それで 3団体の有

志が集まって，事業所ごとにお金を出しあって創っていきましょう。ということになりま

した。 
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 私，先に申し上げましたように，ふれあいドリームの理事長をしていましたから，理事

会にかけたんです。こういう所を地域に創りたい。3団体で計画している。3団体でお金を

出しあって立ち上げたい。どうか協力してほしい。そう言いましたら，男の理事さんたち

に大反対されて，「島津さん，新しい事業を作るにはね，メリット・デメリットをきちん

と考えて，そして皆さんの意見を纏めるために稟議書を回して，そして，その上で 1年く

らいかけて，新しい事業っていのは作り出すもの」って大反対されたのです。 

 男性の人のサラリーマンと企業の考え方なのです。全部。ところが，女の人はそうじゃ

ない。やらなきゃならない時はすぐにでも走りだす。本当。走りながら，駆けながら考え

ていくわけですよ。このようなことがあり事業所ごとにお金を出すのはダメだなぁ・・・

と。 

 ここは空き店舗だったんですよ，薬局だったんです，この店舗は。薬局だったのが，閉

店にした途端に，色んな所が借りに来ていたんです。で，私たちもその一つ。だから 2〜3

日中に返事をしなきゃいけない。切羽詰まったところで有志の人たちに，今，使わないお

金を持っていたら貸してくださいませんかって頼んだの。もちろん，理解してもらえなか

ったら，自分で出さなきゃいけないかなっていう，そういう覚悟はしましたけれども。 

 でも貸していただけませんかってお願いしたら，「いいわよ」って 650万円集まったの。 

 そんな 650万なんていつ返せるかわからないお金ですよ，と。強制じゃありません。貸

していただけるものがあったらで良いのです。ホントに貸していただけるの？どうしてっ

て言ったら「それは心の問題でしょ。外国旅行でもしたらこのくらいのお金はかかるわ」

そんなやり取りがあって，もう，私，ビックリしてしまいました。 

 それでここで契約をするとなったら，なかなか大家さんが「うん」と言ってくれなかっ

たのですよ。なぜか…どこ馬の骨とも分からないボランティア団体に貸して家賃は払って

もらえるのかって。普通だったらそう思いますよね。私が大家だったらそう思いますよ。

だから，そういったボランティア団体には貸せないわ・・・っていうのがあったんです。 

 でも，そこは一生懸命粘って，笑ってニコっとしたり，…女の人のニコっていうのは怖

いんですよ（笑），で，出来上がったんです。で，その時 650万円の借金を背負ってスタ

ートしました。 

 それから，ここにも書いてありますように横浜市の協働事業を 2年間続けたというのも

あります。横浜市は NPO 法ができた後，協働事業の基本方針を頑張って策定してくれてい

ます。とりあえず横浜市の協働の歴史というのをおさらいさせていただきたいなと。 
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 高度成長時代，横浜市っていうのはダダダッと人口が増えました。で，行政はその人口

に比例した施設を…設備とかを創ることに懸命で，とても私たちの区民がやっている福祉

事業についての関心はまるきりなかったんです。そして，その 1990年くらいまでにここに

書いてありますように，1975年のさっき申し上げた「すぎのこ」からはじまって，1999

年子育てネットワーク夢まで，1990年代に 8団体創りあげてきました。そして，その次の

98 年に特定非営利活動促進法という NPO 法ができて，つまり非営利法人になったわけで

すよ。横浜市は始めて市民との協働事業の指針横浜コードっていうのを策定しました。 

 横浜コードっていうのは，行動するための基本の指針です。横浜市における市民活動と

行政が協働して行うための基本指針ができたんです。で，その基本指針の中には，対等の

原則。自主性の原則。自立化の原則。相互理解の原則。目的共有の原則。そして公開の原

則があります。その 6つを横浜コードとして制定された。その後色々な条例ができあがっ

てきたんですけれども，2004年に協働推進の基本指針ができて，「協働事業提案制度モデ

ル事業」に，ふらっとステーションが応募して，採択されました。横浜市との協働事業を

2006 年まで続けました。 
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 そのふらっとステーションでは，色んなことをしています。地域の交流サロン，ギャラ

リー，ショップ，情報収集・発信，相談事業，イベント，ライブ，各種講座，等々。毎月

1200 名以上の方々が「ふらっと」に集まってくださいます。 
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 「居場所で知り合った仲間たち」っていうこれはね，慶応大学の徳村くんが作ってくれ

たものです。要するに，ふらっとステーションがあったために，友だちが増えてよかった，

顔見知りの関係が増えたよっていう，そこでお友達を作って自分の悩みを打ち明けたりす

るようなことができたよっていうことを彼がヒアリングやアンケートで聞き出してくださ

ったのです。ふらっとステーションにあるものはこんなにたくさんあるのよ。と慶應の大

学院生が，ここに住んで，そして研究してくださったんです，大江先生の下で。 
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 次は，「ふらっとステーション・ドリーム」に，中田市長が現れたときの絵です。横浜

市長として中田市長。これエプロンしておられます。ふらっとのエプロンをしてコーヒー

の注文に歩いているところです。こういうことを・・・ちょっとパフォーマンスをする方

なんです。なぜか…，テレビが入ってきたから（笑） 

 

 

 

 で，これまでの協働の取り組みとは，色々市民と行政とともに取り組んで，市民は個別

具体的なケースが把握できる，隣のおばあちゃんがこうなのよとか，向かいのおじいちゃ

んがこうなのよとか分かりますよね。そして，地域社会の小さな課題に目を置き換えるこ

とができる。行政はどうかと云うと，大きな情報網を持っている。信頼性などを利用して

広く地域の協力を得られる。で，そういうことで情報をお互いに共有しあうことによって，

色々なことに取り組めるんじゃなかろうかというのがありますね。そういうことで協働事

業提案制度モデル事業に，私たちも「ふらっとステーション」も応募いたしまして，最初

に 461 万のお金を横浜市からいただくことができたということなんですね。 
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 それで，ちょっと飛ばしましたけれども，上の画面は協働ということで，あなたとわた

しと対等の立場で付き合いますよ…行政と市民が同じ立場で付き合いますよということで，

ずっと進んできたんですが，横浜市でエリアマネージメントということが，色々話題にな

ってきました。エリアマネージメントって何？…エリアっていうのは地域でしょ，マネー

ジメントは運営していくことだから，市民主体の地域運営をこれからはじめていくほうが

良かろうじゃないか。市民は地域の課題を見つけ横浜市はそれを応援し，後ろから支えて

いくことが良いのではないか。と横浜市は提案をして来ました。私たちも地域運営協議会

というのを改めて創りました。 

 行政と市民が同じ立場で，同じ目線で，同じ地域課題を見つけていこうというのが，協

働事業ですが，一歩進んで地域運営協議会は，地域の課題は市民が見つけ，行政は後押し

をしていこうという取り組みです。 
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 次は時代の変化です。時代が変化していって，いままでのように行政が縦割りで地域住

民にサービスすることは不可能になってきています。行政だけが公共的課題を担えばよい

時代は崩壊してきています。これからも縦割りの行政サービスでは満足できない人がどん

どん多くなってくるでしょう。それには，地域では何が必要か，地域の課題は何かってい

うことを，一つひとつ考えて，新しいサービスを作り出していかないといけないだろうと

いうことです。 

 

 



22 

 

 よくお聞きになると思いますが，地域包括ケアがこれから始まりますけれども，地域包

括ケアっていうのは，全部地域をまるごと支えて，その中で色々なことをやっていきまし

ょう，ということです。で，この絵の中の青丸の中にあるのが介護保険等の制度上のサー

ビスです。制度上のサービスは，いま介護保険は要支援 1～2，それから要介護 1～5まで

あります。いま厚労省が考えているのは，その軽い方をカットしちゃうということを考え

ています。介護保険は介護度の重い人，要するに身体介護だけを介護保険にしようという，

これから何年か後にはそうなると思います。で，そうなってくると，ポイされちゃう人た

ち。元気のようで日常生活の自立ができていない人のサービスを地域でやっていかなけれ

ばならない。そう思いますね。そういうことで，地域ごとの課題を発見しましょうよと。

そして，足りないサービスを創出していくことです。それには多くの人達が自分の時間を

割いて参加することが必要。ここにある独居高齢者に対する見守り，配食サービス，移動

サービス，等々こういうサービスがこれから必要ですよということです。 



23 

 

 で，次は地域交流のお話です。ここで何をしているかというと，地域運営協議会の事務

スペース，地域の会議室，学校と地域の交流拠点，見守りネットいうところを作り上げて，

活動しています。初めに安心カードを作って全戸に配布しました。 
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 次に，見守りネットセンター環境の整備その 2 というのがありますが，これは消費電力

による見守り制度です。消費電力…電気を使わない家庭はありませんから，電気を使う量

をグラフにするとこういう山ができあがります。その山を高齢者の福祉に役立つのではな

いかと思っていた東京電力中央研究所，色んな電力会社の人が集まっている研究所という

のがあって，そこでこのシステムを作りま

した。研究している方々は，皆頭の良い人

が集まっているから，すぐそういうものを

作りますけど，どこでそれを使えばいいか

わからない。それを私たちは乗っかったわ

けです。ここは，日頃電力を使っていると

ころのグラフ。 

 で，朝起きたのが何時…これが朝起きた

時間ですよね。そして，旅行に出かけちゃ

ったら山は動かない。うちにいないと電気

はこんなに動いてない。帰ってくるとまた

動きましたよ，と。こういうシステムです。

それをここでやっています。 

 お話の中で，これだったらば導入しようと考えたのは，孤立死。亡くなってから 6ヶ月

も見つからなかったとか，骸骨になってたとか，臭いがして大変だとか，あちらこちらで

聞こえまして，ハイツの中でも孤立死というものはありました。その孤立死になった方っ

ていうのは，50代の男性なんです。自分は元気，だから地域とは付き合わない。どことも

付き合っていなかった。自治会にも入っていないし，隣近所とも付き合ってないし，そう

いう人って，心臓が止まっていたって誰も気にしてくれないんです。…あ，そうだ，その

方新聞もとっていない。で，亡くなってから何ヶ月か経って見つかった。そういう人をこ

こでは見たくない。 
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 その次に，その研究所の人達との話し合いの中

で，これだったら，亡くなってから何ヶ月か経っ

て見つかるのが短くなるだけじゃないの，と。一

日二日とか，そのくらい。そうじゃなくって，具

合が悪かった時には，誰かを呼びたいといった時

には，緊急通報ボタンをあったらもっとよいでし

ょう。緊急通報ボタンも作っていただきました。

その緊急通報ボタンが，ここに見本がありますが，

押してみてください。（…音が鳴る…）いま緊急

だよって，誰か来て・・・って。このボタンは自

宅にあるんですね。これは見本だからここにあり

ますけど。それぞれの手を挙げた方たちの自宅に

それをつけています。この機器の中には PHSが入っています。サーバーのところに飛んで

いって，ここに飛んできて，そして，私の携帯に飛んできます。もう少し経って鳴ると思

います。（…音が鳴る…）いまなったのがこういうのです。「緊急事態の通報がありまし

た。大至急対応をお願いします。モニターの誰々さん。電話番号はこれこれです」で，電

話をかけます。電話をかけて，間違って押すときもあるんです，（電話で確認して）間違

いなら行きませんし，一人暮らしの方だなと思った時に出なかったら，留守にしているか

倒れているか・・・です。で，これをつけるときに，きちっとその方に情報をいただいて

います。鍵はどこに預けてある。緊急連絡先はここだとか，そういう情報を細かくいただ

いています。鍵を私たちが預っていることもあるんですが，鍵を預っているところに行っ

て鍵を開けてもらって対応します。いままでに三回ありましたね。一回はね，つり戸棚の

角に頭をぶつけて血が止まらないっていう通報です。結局動脈が切れていた。それで，私

は移動サービスの車を頼み医療センターに同行し，手術していただきました。そのままに

していたら出血多量でしょ。危ない所でした。 

 救急車を呼んだこともありました。でもこれはまだテストです。実証実験をしています。

もっと詳しくお話したいのですが，ランチの 20分前には終わるようにということなので，

次に行きます。 
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 住宅や施設は看とりの場になるか，もちろんグループリビングは看とりの場になると思

っています。特養，老健，療養型の待機者の多いこと。在宅での生活は心配なのですね。 

 これから在宅の見取りも 24時間 365日のサービスがあれば，またこういった研究があれ

ば大丈夫かなと思っていますが，制度上のサービス

と，インフォーマルなサービスを組み合わせればね。 

 子育ての環境や悩みも色々あります。障害者のこ

ともある。地域支援事業のこれからのこともお話し

たい。色々お話したいことは山ほどありますが，地

域福祉っていうのは，係れば係るほど深みにはまり，

すこぶる妙味かな・・・ということですね。 

 まぁやっている本人一寸辛いことですけど，やっ

ぱり地域全体が幸せで，ここで生活できて，そして

自宅で皆さん穏やかなお顔で天国に行く。人生の最

後がこのようだと，それが一番幸せかなというふう

に思います。20分で終わります。ありがとうござ

いました。 
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Ⅱ COCO湘南台見学会 

１ 自立と共生の暮らし 

 

 

皆さんこんにちは。顔なじみの方が多いですけれども。私は喋りだすと長くなるので，

時間を見ながら話したいと思います。皆様は午前中から大変お疲れだろうと思っています。 

私は今まではグループリビングをどういうふうに作ったかということをずっと話してき

ていたわけです。いま全国で作ろうという兆しは出てきています。一方現実を見ると自殺

する方が 3万 2千人とか孤独死とか色々問題がどんどん出てきてしまって，グループリビ

ングの作り方なんて呑気な話をしている時代じゃない感じがしております。 

私はご存知のように 1990年 4月にここをオープンして，私と犬と猫と一緒に入って来て

14 年目。その時は 70歳ですから，地域の交流に大変駆けずり回ったという経験がありま

す。ちょっと歳を言っちゃったけれども（笑）いま地域の方が大変高齢化をして家族関係

も良くないとか，一人で住んでいて苦しいというお電話が夜ありまして，この頃声が出な

くなるくらいあります。それくらい深刻なんだと思います。私はそういうときに，こうい

う協議会ができて大勢の皆さんが，そして若い皆さんが，「地域力でやっていこう」とい

う気運を見ることができるっていうことは大変嬉しいし，励みになって，もう少し私も見

守りながら生きるかなって思っております。 

そして，COCO と同じにできなくても，空いたアパートを借りて，あるいは買って改造

してもいいし，農家を買ってそれらしい風土にあった住まいを作ってもいいし，色々と工

夫して出来ると思います。COCO をご覧になった後，えーちょっと私たちには…っていう

ふうになっちゃうでしょうが，運が良くてできたのです。 

最近の話ですが神奈川県では高級住宅街に高級ホームがたくさんできて，そこに男性群

は年金が高いから結構入っていって，そこの男性が「ここに入っていたら死ぬのが早いん

じゃないか。コンクリートの中で，そこが街ではたまらない」ということで五人の男性が

知恵を集めて飛び出す計画をしたそうです。で，どうしたのかって私も訪ねましたらアパ

ートは 6軒空いている…五人で共同出資してアパートを借りて，一部屋をコミュニティル

ームにして，そして五人で組合みたいなのを作って住み始めて，5 年元気でやっていらして，

「こんなにいいことなかった，あんな高いお金出して素晴らしいところに入ったけれども，

死ぬところだった！！」なんて喜んでいます。 
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質素でも，どこであっても，心通った本当に元気が出る暮らし，それを私たちは狙って

いるわけです。そんなこともありましたけれども，とにかくこの機会に，こうやって縁が

あって集まって，熱意があって集まって，その皆が輪をつないで，そして助けあって知恵

を出しあって，そしてどんどんと地域力で作っていく以外には国を当てにしてはいけない。

そういうことで，今日は元気が出る会にしていっていただきたい。今後ともよろしくお願

いいたします。 
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ＮＰＯ法人ＣＯＣＯ湘南  

理事長 西條節子 

 

私たちも暮らし始めて 14 年目、年齢の差を乗り越えた学び合い、支えあいを

実践しながら、この暮らし方を検証していこうとしています。 

 ご家族がいる、いないにかかわらず、地域の方々の中で住民の位置を得て生

活者が生き活きと暮らしていくことが介護予防に大きくつながる事を発見しま

した。また息子さん娘さんがおられる場合にも、ご自身の自立がお子さん方の

自立を促すことにつながり、お互いの安心と喜びをわかちあう友好関係を築い

ていくことが出来ていることも発見しています。 

 

１） 現状分析 

社会状況は見渡す限り 

・孤独死＝孤立死が増加 現在孤独死年間 3 万 2 千人 

  ・自殺 3 万人を超えている状況であり、年齢を問わず、不幸せ時代に入り 

こんでしまった。（高齢者に限らず） 

  ・子供の貧困率 ユニセフの報告によれば、先進 35 ヶ国中、日本は悪い方 

から 9 番目と言われている。 

 

つまり現状は子供も高齢者に対しても人権、つまり 1 人ひとりのいのち 

に対して政策がゼロに近いこの日本なのであることは既にご承知の通り。 

 

２） ＮＰＯ，各市民は現況の認識をはじめて来て、地域とグループリビング 

を市民力、地域力で開こうとしています。 

 

３） ＣＯＣＯ湘南で 1996 年 16 人の男女の研究者の中に私も一員としてい

ま 

した。友人と犬と猫とでＣＯＣＯ湘南台に移動し、皆さんと暮らして 14

年になりました。そこでみえてきたことは 10 人 10 色の出生、地域性、

学歴、異なる生活者同士が教師のように第三の人生を後押ししてくれてい

ます。 

 

４） 家族の各々の自立 

 

５） 自助共助 抜けている公助や市民生活の実態を把握してない政府各省 

の細かい規制好きに驚きながらも、私たちは次に進まなくてはならない。 
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２ 地域へ開くグループリビング 

  ―ＮＰＯ法人ＣＯＣＯ湘南のグループリビングの取り組み― 

 

 

 

 

 まずグループリビングについてご説明します。高齢期の自立支援や生活支援などを目的

として比較的元気な高齢者が自発的，自主的に助け合って暮らす住まいです。規模は 10 人

程度です。グループリビングは現在市町村の実施する「地域支援事業」の任意事業として

位置付けられていますが特に運営主体，サービス提供，ルール，建築計画など制度上で決

まりがないのでグループリビングによって様々な運営の形態があります。 
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 次に NPO 法人 COCO 湘南の経緯をお話しします。COCO 湘南の原点となったのは 1996

年から始まった高齢者バリアフリー研究会でした。高齢者バリアフリー研究会は神奈川県

藤沢市で市会議員を 6 期 24 年務められた西條節子さんとその仲間によって作られました。

メンバーは医療，介護関係者，大学の先生，建築家，市民活動家など様々な専門家を集め

て行われました。当時は「金なし，土地なし，あるのは知恵だけ」という状況でした。毎

月 1 回研究会を行いました。最初は高齢社会の問題について話し合いました。問題意識と

しては「高齢者に対する国や自治体のサポートはあまり期待できない」「核家族の時代に家

族の支援は当てにできない」「特養は待機者が増えて，入居できたとしても生活の中に自己

選択の余地がない」「ケアハウスや病院等を転々としながら老いたくない。タライまわしの

うちに挫折を負い，自己完結したくない。」「女性の厚生年金や遺族年金で入れる価格の住

まいが必要」等でした。最終的に行き着いたのは「私たちの高齢期は私たちで作っていく

以外ない。地域力，市民力で何かできないか」と「お互いの尊厳を守り合いながら地域の

中で生きていける生涯型の住まいを開発していくことになりました。 
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 高齢者バリアフリー研究会を始めて 1 年目がたったころから地主を探し始めました。後

程ご説明する運営のビジョンを持って土地を探し，そのビジョンに賛同してくれた人から

土地を借り，建物を建ててもらうことになりました。「金なし，土地なし」でしたが土地建

物を一括借り上げ型で構想を実現することができました。3年間の高齢者バリアフリー研究

会の結果，1999年 COCO 湘南台，2003年に COCO ありま，2006 年に COCO たかくらと

3 つのグループリビングをつくりました。2008 年には COCO みちしるべという地域交流施

設を COCO 湘南の隣地に開設しています。 
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 次に COCO 湘南の運営のビジョンです。高齢者バリアフリー研究会でまとめられた運営

のビジョンは 5つの柱で構成されました。 

 これらをどのように実現しようとしているかについてこれからお話しいたします。 
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 5つのビジョンの 1つめは「自立と共生」の高齢者住宅です。「自立と共生」は COCO 湘

南の理念となっています。「自立と共生」といってもいろいろな捉え方がありますが COCO

湘南の考える「自立」とは「1人の人間として自己選択，自己決定し，人の自己決定も尊重

すること。」です。ここでの自立は一般的に使われる食物摂取の行為や歩行，着脱などが出

来ることではありません。逆にいえば身体的な自立はできなくても最期まで自己決定でき

れば「自立」として考えています。また「共生」とは地域住民として地域の中で協働して

いくこと。住まいに運営参加することや生活者同士が助け合うことです。 

  



36 

 

 

 

 次に 2つ目のビジョンは共同運営と分担です。これは大きく 2つのことを示しています。

1 つは参加型の運営，2つ目は共同出資の運営です。参加型の運営は生活者が運営の話し合

いに参加し意見できること。また生活者がみんなでルールを作り，作ったルールにそって

役割を果たすことです。共同出資は住まいの対価や家事サービスなどの対価を払っていく

ことです。 
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 3 番目のビジョンは地域とともに生きる，です。スライドは COCO 湘南と地域とのネッ

トワークについて示しました。COCO 湘南は医療，福祉や生活支援などさまざまな機能を

地域から選択できる多機能な住まいです。支援をどこから調達するかは生活者それぞれ，

あるいは生活者が全体で選択し決定します。また地域交流，研究，ボランティアに関して

は双方向で行っています。地域資源と提携し協働することにより幅広い地域の人との交流

が広がります。また支援事業者に対し，意見し選択していくことで地域資源の体質が強く

なり，よい支援の競争力も高まります。そうすると支援を受ける側のメリットが大きくな

り，さらに選択の自由度が増して来ます。例えば開設時食事づくりは他の事業者から半調

理品が運ばれ，生活者が分担して食事作りをしていましたが当番制だと生活者から自由な

時間がなくなると言う声が出て生活者の話し合いの結果，当時掃除だけに入っていたワー

カーズコープおり～ぶに食事作りをお願いしたという事例があります。これは生活者が暮

らし方に対し意見を言い選択したという実例です。また当時 8 人だったおり～ぶは現在 30

人を抱えるグループになり地域の中で活躍しています。昨年 COCO 湘南でターミナルケア

を行いましたがそれを機におり～ぶは流動食，介護食を始めるなど仕事の範囲を増やしま

した。これらは地域にとっても役に立つことです。 
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 次に COCO 湘南の生活支援をご説明します。生活支援はまず夕食はワーカーズコープお

り～ぶに所属する地域の主婦が毎日 1人で COCO 湘南のキッチンで夕食をつくります。毎

日同じ人ではなく 6 人交代で行っています。買い物から食事作り，配膳，下膳まで担当し

ます。昼食は NPO 法人暮らし・環境・再生がお弁当を配食しています。朝食は生活者が自

分で用意をすることになっています。掃除は夕食づくりと一緒のワーカーズコープおり～

ぶがしています。週 3日 9：30～11：30まで 2人で行っています。また生活者の生活を側

面から支えるライフサポーターというスタッフがグループリビングの中にいます。平日

11：00～18：00まで住まいの中で生活の細々とした支援，例えば電球の付け替えや宅急便

の取り次ぎ，医療・保健・福祉ネットワークの取り次ぎなどを行っています。 
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 4つ目のビジョンは「健康に生きる」です。高齢期にはとりわけ大切なことですが，地域

の保健・医療・福祉機関と蓮携しています。この連携は研究会立ち上げ当初からネットワ

ークを広げてきました。また住まいの中では法人事務局やライフサポーターが健康関連情

報を提供しています。例えばインフルエンザや熱中症などの予防のための情報を伝えたり，

対策をとることなどです。またバランスのとれた食生活を送ることや共同生活での刺激も

健康に生きることに繋がります。 
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 5 番目のビジョンは元気印の発信基地です。COCO 湘南では 3 つの活動をしています。

湘南台みんなの輪では介護予防型デイサービスを行っています。次にコミュニティリビン

グ研究会も最初に立ち上げた高齢者バリアフリー研究会の流れをくみ「自立と共生」の理

念を実現するための生活者主体の住まい方を研究しています。次にグループリビング運営

協議会はグループリビングの普及と運営に対する支援活動を慶應大学 SFC研究所地域協働

ラボと協働で行っています。HP の運営やワークショップを行っています。これらの 3 つの

活動は地域の人と生活者が一緒に行っています。以上 5つのビジョンを説明しました。 
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 次に COCO 湘南とはどういうところかについて，お話ししたいと思います。COCO 湘南

台は自由気ままに暮らせる高齢者住宅がなく困っていた人達が自分たちの暮らしたいよう

に作った住まいです。自分たちで作ったので自分達のしたい暮らしを作り，利用しやすい

価格で設定しています。自分たちの生活の変化に伴ってサービスを柔軟に変更することも

可能なように作っています。自由気ままに暮らせる住まいに共感したスタッフやボランテ

ィア，さらに外部組織が協力して運営されています。生活者も共感しているので生活者が

ボランティアとして協力することもあります。このような場には双方向性があります。

COCO 湘南の特徴は住まいと暮らしを生活者を含む法人がマネジメントし，地主や生活支

援サービスの事業者が協力しサービスを提供しています。ニーズに応じたサービスを提供

し共感する人達を地域に増やしていくことでコミュニティを形成しています。COCO 湘南

のグループリビングは，暮らしのニーズを実現化させることで，コミュニティビジネスを

生んでおり，コミュニティビジネスの起爆剤のような存在になっています。 
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 次に建物概要についてご説明します。高齢者バリアフリー研究会ではまず箱モノから考

えるのではなくではなく，どういう暮らし方をしたいか，その暮らしをするためにはどの

ような建物がいいかを詳細に話し合いながら時間をかけて建物の設計をしました。個室は

最低でも 25㎡欲しいね，とか，お風呂が個室の中にあるとこもってしまうので共用部分に

出したほうがいいね，とか，1日のうちに 1 階の人は必ず 2階に食事に行き，2 階の人は必

ず 1 階にお風呂に入りに行けば少しでも運動になるね，などでした。こうして出来たのが

COCO 湘南の建物です。共用部分は建物の半分のスペースになっており余裕のある空間に

なっています。床段差なし，エレベーターは車椅子と介助者 1 人が乗れる大きさになって

おり完全バリアフリーの建物になっています。居間食堂，大浴室，脱衣室は床暖対応にな

っています。また敷地の約半分は家庭菜園や花壇になっています。そこでできた野菜を近

所に分ければ地域交流ができるということで土地の大きさを決めました。 
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 次にグループリビングの意義について 4つあげます。1つは家庭的な雰囲気です。住宅の

たたずまいを持ち，主婦の作る家庭料理がいただけます。2つ目は安心です。ルールはある

が自己選択にも基づく自由な暮らしができること。また少人数なのでお互いに顔や性格，

心身状態が把握できることです。3つ目は合理的なコストです。必要なサービスだけを買う

ために無駄がなく，営利事業ではないので民間に比べコストが安くできます。4 つ目は地域

共生です。地域の中のサービスを向上させることができます。また生活者と地域との交流

を支援し促進します。 
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 COCO湘南台のようなグループリビングは意義があると財団法人 JKAが 2006 年からグ

ループリビングに建設補助を始めました。この事業は 2011 年で終了いたしましたが 2006

年から 2011年までに沖縄から北海道まで全国に 16件できています。 

最後にグループリビングにご興味のある方は HP に活動レポートなどを掲載しています

のでご覧ください。それではこれで発表を終わります。ご清聴ありがとうございました。 

 

NPO 法人 COCO 湘南    http://www.coco-shonan.jp/  

グループリビング運営協議会  GLnet  http://glnet.sfc.keio.ac.jp/  

 

http://www.coco-shonan.jp/
http://glnet.sfc.keio.ac.jp/
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３ ワーカーズコープ・おり～ぶの取り組み 

 

 

 それではサポート隊として，14 年間の流れを，きっかけから現在までのお話をさせてい

ただきます。まず，年表からなんですけれども，先程西條さんのお話にもありましたけれ

ども，1999 年から 4 月にここが立ち上がりました。 
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 その時に私たちコープかながわで組合員活動をしておりまして，その中の一環で野菜作

りをして販売する…無農薬の野菜を作って販売するというグループをやっていたんですね。

そのところに，こちらの元 NPO 法人の常務理事でらっしゃる井之川平等さんが，一緒に野

菜を作ってたんです。その方は，コープかながわの役員さんでもいらしたので，そういう

関係もあって，最初からグループができているところにお声がけがあったんですね。その

ときに，お掃除を COCO 湘南台ができるから，共用部分のお掃除をやってくれないかとお

誘いがあったんですが，その当時私たちは掃除をする予定は全くなかったんですね。 
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 普通の主婦ですので，掃除はそれなりに，食事作りもそれなりに，やっておりましたけ

れど，お仕事として，掃除してくださいと言われた時に，青天の霹靂のような感じだった

んですが，その当時，コープかながわのワーカーズコープを作る運動が盛んだったんです。

それで，説明会の中で，おもしろそうねって感想が一番にあって，やってみないとわから

ないので，やってみましょうかっていうような，集まった野菜作りをしていたメンバーた

ちの…すみません，パワーポイントが不慣れなので，元に戻ったりしちゃいますけれど，

それで，ワーカーズっていう働き方に関心があった人もいるし，グループリビングに暮ら

しに，私も初めてグループリビングっていう言葉をそのときに聞いたと思いますけれど，

その暮らし方にも興味がありましたし，中には地域貢献をしたいという方だったり，55 歳

から主婦経験を活かした仕事を探している者もいましたし，結局掃除くらいだったらでき

そうかなというような皆さんの合意ではじまりました。 
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 私たちはワーカーズ・コレクティブではなく，ワーカーズコープと呼んでいるんですけ

れども，働く人同士が共同で出資して，そしてそれぞれが事業主として働くという，労働

者協同組合のことなんですね。ですので，皆さん出資して，仕事を分配…一ヶ月に一度定

例会というものを行なって，そこで仕事を分配しております。最初はお掃除だけだったの

で，分配する手当てが少なく，美容院に一回行ったらもう無くなっちゃうっていうような

事が言われてました。それで，お掃除をしている間に西條さんの方から食事作りをやって

くれないかという，またびっくりするようなお話があったんですね。私たちは働く気がな

いものですから，びっくりしちゃうっていう反応なんですよ（笑）それで，とんでもない，

10 人の食事なんか作れないわよっていうような，大きな声でそういうことを言う方が，代

表の方を先頭に，皆さんとんでもないと。家の食事だけでね，精一杯なのに，10 人の食事

って言ったら，どれだけ作ったらいいのというところからはじまったんですけれども，そ

れでも私たち美容院に一回の手当てでしたので，できれば仕事を増やしたいというふうに

常々思っておりましたので，無理無理引き受けました。それで，やらない人はいい，やら

ないで。その代わり，出来る人を集めましょうと。そういうことで，湘南台地区にいる私

たちのコープの組合員活動の仲間に声をかけて人を集めました。 
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 それで，皆さん食事作りに自信があるので，一週間に一度がせいぜいなんですね。一週

間に一度でしたら，準備もできるし，練習もできるわけですね。献立の練習をしたりとか。

そんなことと，一人だけでは味が決まってしまうということもあって，十人十色とよく言

いますけど，好みがあるので，7 人体制で一週間に一回ずつだったらなんとかなるんじゃな

いかっていうことで，はじめさせていただきました。これは夜のお仕事っていうこともあ

るんですね。16時から 19時半までなんです，夕食。で，皆さん一番主婦だったらわかる

と思うんですが，一番大事な忙しい時間なんですよ。それを空けるということも，一週間

に一度だったら家族の協力も得られるんじゃないかということで，そのような体制を採ら

させていただきました。それで結果的には皆さんに喜んでいただいているということなん

ですけれども，私たち最初からお話してますように，びっくりしてはじめた食事作りです

ので，失敗することも多かったんですね。10 人の食事ってお作りになった方もいらっしゃ

ると思うんですけれど，結局 4 人くらいの食事に作ってたので 10 人となるとちょっと違う

んですね。倍にすればいいと，2.5 倍すればいいというもんでもないんですね。失敗したり

しますと，10 人の方が慰めてくださったり，美味しい時には褒めてくださったりして，と

ても協力していただいて，なんとか続けて参りました。 
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 いまワーカーズコープ・おり～ぶの 3 つのグループに分けております。掃除部門と，そ

れから食事部門と，それから COCO 湘南での仕事でノウハウを培うことができたので，地

域向けのホームヘルプサービスをはじめさせていただきました。それで，ホームヘルプサ

ービスで皆さんのこの COCO の共有部分ではなく個人の個室の方のお掃除とお手伝いをさ

せていただいております。 
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 それでは，次に COCO 湘南での主な仕事と内容と範囲をご説明します。食事はキッチン

というグループで担当していますが，先程からお話が出ているように，夕食一人で 16 時か

ら 19 時 30 分まで。年始又はおり～ぶの定例会が毎月一回ありますので，それを除いて毎

日入っております。昼食は 11 時から 12 時 30 分まで，それで土曜日祭日その他ヒノハラさ

んっていうお弁当取っているところが休むんですよ，長く，そういうときに私たちが駆り

出されてお昼を作っております。掃除はメンテというグループで担当します。二人体制で

先程お話がありましたが，9 時半から 11 時半まで，年始を除いて週 2 回行なっております。 
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 それでですね，新しく地域に向けてのホームヘルプグループ事業を立ち上げているんで

すけれども，ヘルパー事業として家事援助，通院介助，その他お買い物とかしております。

これは介護保険外の仕事でやっております。ホームティーチャー事業というのは，いまメ

ンバーにピアノの先生だったり，それはそれは特技を持っていらっしゃるので，あまりに

ももったいないので，ホームティーチャーとして外に派遣しましょうということを事業を

立ち上げているんですが，パソコンが一番多くて，他がぼちぼちともいかないですね，い

まはもう派遣していない状態です。それで 3 つ目に 2002 年の 10 月に生きがい対応型デイ

サービス事業というものをはじめさせていただきました。 
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 藤沢市から委託をされて，COCO みちしるべの場所に，開かせていただいております。

これは湘南台皆の輪というんですけれども，これは西條さんがどうしてもこれにしろと仰

るので，私もいい案だなぁと思って 3 つ程持っていったんですけれども，どれも却下され

て，湘南台皆の輪がいいと仰られたので，そういうネーミングになりました。生きがい対

応型デイサービスなんですが，これは 65 歳以上の高齢者…ヤング高齢者ですね。ヤング高

齢者の方々を高齢者の介護保険を使わない生活を，やりがいとか，色々張りのある生活を

していただきたいということで，藤沢市の地域で 13 地区に順番に作られております。私ど

もは 9 番目で，一応競争があったんですけど，このパワーポイントのおかげで，めでたく

委託されることになりまして，2012 年 10 月に開始しました。いま色々結構地域のたくさ

んの方が，利用されていて，また私どもおり～ぶ自体も最初 1999 年 4 月の時は私も 50 歳

だったんですけれど，15 年経っていますので，そのとき 60 歳だった方がもう 75 歳になっ

ているんですね。ちょうど，この生きがい対応型デイサービスにぴったりというメンバー

ばっかりなんですよ。ですから，メンバーにはこちらを利用して…又，COCO 湘南台のお

元気な方々が利用していただいて，紹介から紹介ということで，いま 46 名利用いただいて

おります。申請していただいております。 
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 それで，この週 2 回水曜日と金曜日に 10 時から 15 時までいましておりますので，利用

料金は 100 円，昼食をお召し上がりにならなければ 100 円で一日過ごすことができます。

いま，こちらがお住まいの武井さんと仰る方がいらっしゃるんですが，その方がパッチワ

ークを教えてくださって，それから COCO たかくらというところにお住まいの熊澤さんと

いう画家の方が絵を教えて…。お絵かきとは絶対に言ってはいけない（笑）絵画教室をい

たしております。あとで見ていただくと分かるんですけど，とてもユニークで楽しいお教

室です。洋裁，編み物，それから俳句…この俳句がまたすごい楽しいんですよね，それを

話すと長くなりますので，洋裁，俳句，それからコーラス，頭の体操なんかもやっていま

すし，それもお得意さんがいらっしゃいまして，ここの建物の向かい側に住んでいるお一

人暮らしの方が毎回来てくださって，俳句から…俳句もね，80 過ぎて初めてはじめたんで

すよ。そういう方も，最初はとてもイヤダイヤダと仰っていたんですけど，お誘いして，

今は本を読んで勉強してる。それぐらいパワーアップしてお元気になってるっていう嬉し

い事例があります。 
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 私ども地域との連携をさせていただいておりますが，このような連携ですね。藤沢市だ

ったり包括…今日は包括の方もお見えいただいているそうで，包括支援センターさんとか，

近隣の自治会，それから藤沢市に在宅福祉サービス連絡会というところがあるんですが，

そういうところとか，生協のワーカーズ，慶応大学の大江先生，土井原さんには助言とか

色々お世話になっております。で，COCO 湘南の西條さんには大変お世話になっておりま

す。 
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 一応おり～ぶの基本方針についてお話させていただきます。高齢になっても住み慣れた

地域の中で人々が助け合い支えあう地域社会づくりに貢献する，すごいでしょ？貢献する

んですから。それから 2 つ目，地域の社会的資源として役立つ。3，地域の交流の場づくり。

4 番目はなかったことにしてください，アンチエイジングを目指す取り組みなんて，そんな

すごい大それたことを書いてしまってちょっと後悔しているんですけれども（笑），いつ

までも若々しくいましょうねというような取り組みです。 
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 今後の課題なんですけれども，先程もお話しているように，50 代の方はもう 60 代…メン

バーの高齢化っていうことなんですね。なかなかね，食事をね，いまウチのメンバーで食

事作りに入っておりますけれど，先程土井原さんの説明にもありましたけれど，買い物か

ら後片付けまで全部なので，それでうちのメニューといったら簡単なんですよ，煮魚に野

菜の煮物，二行しか書いていないんです。それをふくらませるんですね。全部細かく書い

ていないんですよ。家庭料理ということなので，その方のセンスで全部作り上げるんです

ね。一品は自分で考えてお作りくださいというような，本当に大雑把な献立になっている

ので，とっても皆さん毎回宿題みたいな感じで作られていますね。ある方は，70 代の方で

すけれども，一週間かけて買い出ししてから自分で作って食べてみて，これは良くないな

と思ったらまた違うやり方で，そんな風にして作ってらっしゃる方もいらっしゃいます。

皆が皆そういう人ばかりではないですけれども，そのようにして皆さん切磋琢磨して毎日

作られているので，喜んでいただけているのかなぁというふうに思っております。 
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 それでは最後になりますが，私たちを 14 年間支えてきたものということで，「住民の」

と書いてありますけれど，COCO にお住まいの住民の皆さんということです。あと西條節

子さん，井之川平等さん，おり～ぶの仲間，地域の皆さん，コープかながわのワーカーズ

の仲間，COOP かながわにお世話になったり，それとこれが一番大事なんですけれど，定年

退職した夫，これが一番大事なところなんです。（一同笑）本当にね，とにかく夜のお仕

事なので，送り迎えとか買い物に付き合ってもらったりとか，それはそれは尽くしていた

だいております。あとは家族の理解というところですね。それで，私たちが長く続けてこ

れたのは，住民の皆様が私たちを育てようというお気持ち…。「サポートしてくれてあり

がとう」という気使いを私たちにいつも見せてくださるんですね。私たちも 55 歳以上にな

って，お仕事をさせていただいている。「お仕事をさせていただいてありがとうございま

す」っていう感謝の気持ちが，私たちを支えてきた

のかなと。これは私たちの場合です。サポート隊っ

ていうのは，そこの場所に合ったサポート隊がやっ

ぱり一番だと思うんですね。湘南台は，COCO 湘南

台はこういうサポート隊を西條さんや皆さんと作

ってきたということだと思っています。どうもご清

聴ありがとうございました。 
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４ 住人座談会 

COCO 湘南台生活者 

高橋 郁子氏 

高坂 嘉代子氏 

武井 キミ氏 

 

司会 大江守之氏 

 

 

［大江氏］ 

本日は居住者の方に参加していただいております。居住者の方に自己紹介をお願いしたい

と思います。 

 

［高橋氏］ 

研究会の時からいままで，16年間半くらい COCO 湘南に参加しています。高橋と申します。 

 

［高坂氏］ 

私はこちらに参りまして，今年の夏でちょうど 8年になります。元気に生活しております。

高坂と申します。 

 

［武井氏］ 

私はここで 3回お正月を迎えました。3年目になります。石の上にも 3年といいます。楽し

んでいきます。武井と申します。よろしくお願いいたします。 
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［大江氏］ 

それでは 3 班に分かれて見学していただきましたが，ここでの暮らしについて色々と伺い

たいことがあると思いますので，限られた時間ですけれども，有効に使いたいと思います。

ぜひとも積極的に質問をしていただきたいと思います。 

 

［参加者 A 氏］ 

すみません，A と申します。住んでいる方にちょっとお尋ねしたいのですが，365 日顔を突

き合わせるようにすると，どっかでぶつかるようなことがありますよね。ありませんか？

あったときはどういう形で…自然に時間経過で収まるんですか？その点なにかありました

らちょっと教えていただきたい。 

 

［高橋氏］ 

そうですね，ここが始まってから 2 年半くらいはもうすごかったです。シッチャカメッチ

ャカ。ぶつかりにぶつかりましたね。それで，3年目くらいになったら落ち着いて。だけど，

いまはぶつかるってことがまずないですね。 

 

［大江氏］ 

逆につまんないとか。 

 

［高橋氏］ 

（一同笑）つまんないなんて，逆に自分のことで忙しくて人なんか構っていられない感じ

になっています。 

 

［高坂氏］ 

私ここで 365日同じ人と住んでいますけれど，実際に顔は合わせるというのは夕食のとき

しかないかと言ってもいいくらい，あまり皆さんにお会いしないんです。だから，そうい

う意味で寂しいこともありますし，またなにかで皆でわ～っと集まったり，犬と遊んだり，

そういうこともありますけど，ほとんど皆さんご自分の部屋とかご自分の行動をしてらっ

しゃるので，むしろ夕食のときに顔を合わせるのが楽しみになっています。 

 

［参加者 B 氏］ 

後ろからで申し訳ございません。こちらへ最初から研究会で入ってらっしゃった場合には，

本当に初めから計画的に望んで入ってらっしゃったんでしょうけど，途中から入られた場

合は，たとえば身内の方との話し合いとか，それからここへ入る前の暮らし方っていうの

があったかと思いますけど，どのように最後に決断してここへ入られたのか，いかがでし

ょうか。 
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［大江氏」 

高坂さんについては昔ビデオでお話になったのがあるんですけど，ご存じない方が多いと

思うので，おねがいできますでしょうか。 

 

［高坂氏］ 

私は夫に 40 代くらいで先立たれてしまったので，ずっと 2 人の子供を育てておりまして，

60 歳になったときに，自分は子供から離れて独立しようと思って，日本全国の老人ホーム

のパンフレットを取り寄せたんです。でも，あまり思わしいのがないし，それでもずっと

ボランティアをしながら過ぎてしまいまして，たまたま西條さんの講演会があって，それ

から西條さんの本を求めまして，そして「私の行くところはここだ」っていう思いで，そ

したらちょうどそのとき海老名のありまを作り始めるところだったので，そちらならすぐ

入れるということで，何回かそちらにも見に行ったりしたんですけれども，やはりどうし

ても私はここの湘南台がいいと思い，4年間か 5年間くらい待ちました，入りたいっていう

希望をして。そしてここへ入ったので，息子も娘も全く異議がなく，そして現在は嫁など

は本当に私に感謝をしております。（一同笑） 

二世帯住宅で何もなく生活をしていたんですけれども，いまはもう自分の娘以上に私と仲

の良い状態にいますから，もうこれからの方も，ぜひとも息子や娘に頼らないで元気なう

ちにこういうところにお入りになると，幸せな一生が送れるんじゃないかなと。そんなわ

けです。 

 

［武井氏］ 

私は 55で主人を亡くしまして，その後姑を送って，その後 10年くらい一人で犬と暮らし

ていたんです。でも犬も死んじゃって。上野千鶴子さんの「おひとりさまの老後」でここ

を知ったんです。子供が 2人いるんですが，「行ってみたいんだけど」って話したら，「い

ずれ」っていうことだったんです。すぐに探し始めて，ここにも伺って，「なんで今なの」

って子供 2人から言われました。すぐに申し込んだら，見学会は 7月っていうので，その

間はあちこちあちこち探して，7月に来ましたがその時にはもう家が売れちゃったんです。

だから，待つからこの辺に住みますって言って，申し込みをして。運が良かったというか

わからないですけど，ちょうどいま私がいる部屋の方が他界されて，4ヶ月だったんですね，

すぐにお声がかかって「まだ早いですか」って言われたんですけど，「いや，それが目的

ですから」って言って入りました。 

やっぱり最初は慣れませんでしたけれど，いまは 3 年経ったらば，良いですね。もう他へ

は行きたくないです。先輩方の自立っていうのをよく知らないで，洋服を自分で着れると

か，お手洗い自分で一人で行けるとか，そういうのが自立だと思っていたんですが，そう

じゃないってことも知りましたし，西條さんの人柄がとてもよくてねぇ，夕食の時なんか

笑ってばっかりなんですよ。本当にお風呂が温泉みたいで，毎日毎日楽しいですし，いま
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は満足しています。 

 

［参加者 C 氏］ 

山形県から来ました C です。ここに住んでいる生活者の中で決めていった決め事などはご

ざいますか？ 

 

［大江氏］ 

あるいは変わっていったことはありますか？ 

 

［高橋氏］ 

はじめ夕食は外注だったんですよ。それでここに来てから温めたりご飯を炊いたり，お味

噌汁を作ったり，そういうので当番が，80 歳以上の方を抜くとやる人が 4人くらいしかい

なくて。それは大変でしたね。おり～ぶさんが夕食づくりになってから，楽になったんで

すけど。それから後はゴミの当番とかお風呂を入れる当番とか，そういう当番はやっぱり

決めましたね。それから，一番あれだったのは，他のことはあんまり決めなくて，自発的

にお台所が気になる方はお拭きになるとか，お庭を気になる方はお庭をなさるし。そうい

うことで，あんまり決めたことはないんです。毎月いっぺん第一の火曜日にミーティング

ってやるんです。その時に何か問題などあったら必ずミーティングに出すんですね，そう

いう決め方をしていますので，ミーティングが主ですね。毎月課題がなくても月に 1回は

します。 

 

［大江氏］ 

お風呂を 2人で入る，バスメイトとか言われてますね。 

 

［高橋氏］ 

3 人一組，2人一組で入っています。 

 

［高坂氏］ 

弱った方と元気な方とはセットになって入っています。万が一の時のために。 

 

［大江氏］ 

ベルで連絡しあうペアの「ベル友」があると聞いていますが，で実際にベルを押された方

はいらっしゃいますか？ 

 

［高橋氏］ 

実際にはね，ベルを押すにも押したい時に押されない（笑） 
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［高坂氏］ 

だいたい，何かあった時，ベルの側に行かれない状態で。私なんか杖で隣の部屋に壁を叩

いたこともあります。 

 

［全体］ 

実際にはあんまり利用されてないかな。 

そうですねぇ。 

 

［高橋氏］ 

トイレに倒れた方も，トイレにベルがあるんですけど，押せなかった。 

あとは間違って押して，練習みたいになっちゃったこともあります。 

 

［参加者 D］ 

バスメイトとかベル友はどなたが組み合わせを決めるんですか？ 

 

［高橋氏］ 

ベルはね，1階と 2階なんです。2階の人が押したら 2階の人がその部屋に集まる。全部の

部屋が鳴るんです。1階は 1階の人が誰か押したら 1階全部鳴るんです。 

バスメイトっていうのは，組み合わせで入るっていうこと。決め方自然と決まる。（一同

笑）早くさっさと入りたいわっていう人と，2番に入りたいっていう人と，中程がいいって

いう人と，自然にね。 

 

［参加者 E 氏］ 

川崎から来ました E と申します。いまここに何人か一緒に，グループリビング COCO せせ

らぎという形で計画をしているところです。その中で，ちょっとどうしようかなぁという

ところがありまして，1つはここで採用しているリビングアクセスっていうのがありますよ

ね。要するにベランダが非常に開放されていて，そこが廊下みたいに，そこから行き来が

できるという状態で。1つはここに良いっていうこともありますし，プライバシーの問題も

ある。それをどのようにされているのかなっていうのが一点です。 

それから，先程からお風呂ということがありますが，お風呂のあり方どうするんだってい

うのはやっぱり議論していまして，その中で，たとえば大きいお風呂だけでいいんじゃな

いか，あとは…要するに溺れちゃうといけないから，シャワーだけでいいんじゃないか，

あるいは男性が 1人入りそうなので，それも含めて事故っていうか故障の場合もあるので，

小さいお風呂も必要だとか，その辺がどうしたらいいんだっていうのが，まだ煮詰まって

いないところであります。その辺を実際に使われていて，どうかという問題と。 

それから庭ですね，今回敷地が狭くてあまり庭が取れないんですけれど，この菜園との関
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係。以前よりかはだいぶ菜園が小さくなったかなという思われますけども，その辺のこと

が三点目。 

それから，先程からちょっとお話が出てたんですけども，ここが非常に魅力的なのは何な

んだろうかというのをお聞きしたいなと思っております。 

 

［大江氏］ 

1 つ目は，リビングアクセスということですが。特には 2階のベランダまで行き来できるよ

うに消防法上なっていると思いますが，普段はどのように使ってらっしゃいますか。 

 

［高橋氏］ 

洗濯物を干します。 

 

［参加者 E 氏］ 

そこで話とかされますか 

 

［高坂氏］ 

それはないですね。たまたま下へ降りる階段が近い方は，そこをよく利用して。私はその

隣なので，外へ出る時下へ曲がるのが大変なので，私はこちらの部屋の前をしょっちゅう

通って，まぁ，見ないようにしていますが（一同笑） 

その他の方は前を通られる方は殆ど無いかと思います。 

 

［大江氏］ 

2 つ目が，お風呂の大小ですね。 

要するに小さいものは使っているか。 

 

［高橋氏］ 

使っています，いま。介護がいる方。 

介護のヘルパーさんと一緒に使っています。 

そういう方が 2人いらっしゃいます。 

 

［大江氏］ 

同じように宮内も大小があります。今日は F 夫妻がきていただいていますが，お風呂の使

い方はどうですか？ 

 

［参加者 F 氏］ 

うちは大きいお風呂にだいたい 5 名くらい。小さいお風呂に 5 名くらい。小さいお風呂の
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中にはやはり介護をつけられるようになった方と，若めの方でパッと入りたいなって人が，

分かれて使っています。ただ，ここへ集まる会がありますね，たかくらだったかありまだ

ったか，いま大きいお風呂は使っていない話を聞いているので，まぁ 10人集まって共益費

がたっぷりあって，お風呂のガス代水道代があるうちはいいかなと思うんですが，私たち

は元気な方が多いので一人ずつ入っているんです。順番を自分たちで決めて札でこうやっ

てあって，ある程度。終わったら次の人を呼びに行くんですけど，呼びに来ないと見に行

くっていう感じで，バスメイトみたいなのはなくて，そういう中で，満タンには自分たち

はいれていないんです。お風呂代がやっぱりもったいないと。だから一人で入る分にはい

まのサイズはすごく大きいなと。ただ，ユニットになっているようで，大きさを選べなか

ったというのもあるようです。だから，皆さんが何を選ぶかはたっぷりお湯を入れて温泉

気分を味わいたいのを選ぶか，経済的なものを選びたいとか，選ぶ目的によって決めると

いいかと思います。 

 

［参加者 E 氏］ 

やっぱりセキュリティとか，危険性というか，個浴をなくしたいときにここで言われてい

るバスメイトをどこまでやるか。 

 

［参加者 F 氏］ 

それはね，最初はやっていたんですけれど，やはり転びそうな人と一緒に入ると，ゆっく

りお風呂に入れないっていうのがあるので，転びそうになった人は，まぁ話し合いの中で，

小さいお風呂に入っていただきます。小さいお風呂には手すりがいっぱいついていますね

そして，中にはスライドして入るような，そして一人でも入れるようにライフサポーター

が板を置いたりっていうような形をとったりしています。 

 

［参加者 E 氏］ 

そういう身体的なものはいいんですが，たとえば倒れちゃったっていうところも心配して

いて，そういうときにずっとついてくれるわけにはいかないし，そういうときにどうした

らいいのか… 

 

［参加者 F 氏］ 

私たちの考えとしては，たとえば知り合いの中でも，夫婦の隣同士に寝てても朝起きたら

奥さんが亡くなってたとかそういうのがあるので，それとか長野に行った時おばあちゃん

がなかなか降りてこないねって言ったら亡くなっていたというのがあるので，あまりずっ

と見張ることは不可能なので，あとは自然に任せればいいんじゃないかっていうのが，大

方の意見です。 
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［高坂氏］ 

私はその危険とか何かとかじゃなくて，大きいお風呂というのは，考えられないくらい効

用があります。2人か 3人で入ると裸で付き合うっていうのは，女同士でもとても気分のい

いものですし，温まり方が違うんです。そういう感想をいだいて，3人くらいで入れるお風

呂だと，本当に温まるんです。というのは本当に健康の素だと思います。そして，少々も

ったいないような気がしますけど，私たちは 365日大きいお風呂を使っていますので，何

がってそれが一番一日の終わりの締めになっています。 

 

［参加者 F 氏］ 

そうですね，健康っていう面では，COCO 宮内も，お風呂は遠慮なく毎日入るっていうこ

となんですが，血の循環はよくなるし，気分もよくなるし，それがなによりもの薬じゃな

いかっていうのは同じです。 

 

［大江氏］ 

3 番目が畑の話ですね。菜園は，これは入居者の方の趣味とか健康状態とか，色んな形で変

わっていく。少し停滞してもまた他の方が入ってはまた，というサイクルがあると思いま

すが。 

 

［参加者 E 氏］ 

大きさなんかも…少し小さく，半分近くになったんですよね。 

 

［高橋氏］ 

四分の一になりました。 

 

［高坂氏］ 

それから，実際に草取りだのなんだのがだんだんできなくなって，いまブルーベリーの畑

を一部作りました。 

 

［高橋氏］ 

はじめはスイカ作ってたんです（一同笑） 

 

［大江氏］ 

有馬や高倉の方は，近くに畑があるからそこで作ってらっしゃる方もいらっしゃいました

けどね。 
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［参加者 E 氏］ 

今くらいあれば十分でしょうか？ 

 

［高坂氏］ 

あれでも，十分楽しめます。そして，結構収穫もできます。 

 

［大江氏］ 

4 番目の質問は難しい質問で，ここはどうしてこんないい雰囲気なんでしょうかという…。 

 

［高橋氏］ 

私が考えるのは，お互い距離じゃないかなと思います。というのはやっぱり元は自立って

いうかあんまり人のことに関わらないっていうことかしら，そういうことと，それから自

分が自分の生活を楽しんでいくっていうことかしら。それからお互いの距離感やお互いに

尊重するっていうのかしらね，そういうのも自然に生まれています。 

 

［参加者 E 氏］ 

それは，それぞれの方がそう思われているっていうことですが，ここの魅力というのは，

やっぱり西條先生の考えですかね。 

 

［高橋氏］ 

それはね，十分にあると思いますね。 

 

［高坂氏］ 

中身がもちろんいいのもあれですけど，地の利というのもとっても必要だと思います。こ

こは駅に平面で行かれます。そして，あまり遠くないし，いままではすぐ側にスーパーが

ありました。今はスーパーは閉店しましたがまた新しいのになるようです。それから，図

書館が近くにあります。本当に自分のうちに持っているくらい近くて，そこで週に 1度と

か 2 度，映画会があったり，それから CD も DVD も借りられますので，ここへ来てから一

切買わなくても毎日のように図書館に通えるというのは，とてもいいと思います。 

 

［武井氏］ 

私もね，ここには自然がいっぱいあるんですよね。川崎から来たんですけれど，夜の星が

キレイです。暖かいです。それから私バードウォッチングが趣味なんですけど，側に境川

があって，そこにはこの間も一緒に行って 46種類も鳥がいて，だから自然がいっぱいでね，

とってもいいところだなっていう感じがします。 
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［参加者 G 氏］ 

大変素晴らしい，皆さんそれぞれに独自な生活を持って過ごされているかと思うんですが，

町内の方とのお付き合いっていうのは，なにかあるんでしょうか。 

 

［武井氏］ 

地域の公園に，色んな情報があって，そこで集めてくるとか，ここは隣で湘南台みんなの

輪（介護予防対応型デイサービス）などの地域交流をやっています。 

 

［高橋氏］ 

前に，ここをお出になった方ですけど，すぐそこの公民館でギターのサークルの仲間に入

って，ギターをやっていたんですよ。それで，ここでサロンコンサートが 2回あるんです

けど，そういうときにそういう人たちがここに来て，演奏してくださるんですよね。それ

から，来た頃はね，どんどん焼きとかにも参加していたんですけども，それから，盆踊り

とかもありましたけど，あんまりねぇ…（一同笑） 

 

［大江氏］ 

ここは駅の近くですけれども，地元の農家の方もいらっしゃるところなので，それなりに

伝統的な地域社会が残っているところだと思います。COCO 湘南台として町内会に入って

いるんですか？  

 

［高橋氏］ 

老人会があったんですよ。年に 1回くらい。はじめは参加していたんですけど，畳で座れ

なくて…で，だんだん参加しなくなりました。 

 

［参加者 H 氏］ 

広島から来た H と言います。12月に入居されている方や利用されている方が他界したんで

す，末期ガンが急に悪くなられて，夜間がたいへんになる可能性があったものですから，

元々夜勤はありますが，その方だけ特別にちょっと時間を短くして見回りっていう形で，

回っていただいていたんですが，こちらは，もしそういう方が，もし今後万一出てからの

場合，どのように考えられているんでしょうか。 

 

［大江氏］ 

西條さんが 2 冊めの本に書いている，実際にここで亡くなった方がいらっしゃいます。末

期ガンの方で，最期のところは訪問看護とかホームヘルプを用意してあったお金の中から，

出してしたということだったと思います。ここは要するに，10 人の一人暮らしプラスアル

ファみたいなところだと思うんですよ。さっきのお風呂の話もそうなんですけど，一人暮
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らしだったらそこで倒れていても誰にも気づかれませんが，10 人が一緒にいるからそのま

ま発見されないで長く放置されるってことはない。でも施設介護だったら施設介護者の責

任っていうふうに問われるから，問われないように防衛策をとらなきゃいけないっていう

発想になります。もともとここはそういうのではない形で成立しているので，そういうふ

うに考えないっていうことなんだろうと思います。だから最期の看取りっていうのは，自

宅で亡くなったっていうことなので，自宅で亡くなるときに自分としては自宅で逝きたい

からっていうことで，そういう形でお金を使って，でも周りも協力して…。そういうこと

だと思いますけど。 

 

［高橋氏］ 

夜に，そこの勝手口を開けておいて，ヘルパーが通ったりしました。鍵の置き場所を決め

ておいて，入っていらしたというようなこともありましたね。 

 

［大江氏］ 

最後の 1問くらいいかがでしょうか。 

 

［参加者 I 氏］ 

すぐそばの平塚から参りました。平塚の YMCA は平塚の JR の駅から，歩いて 2〜3分の

地の利のいいところではあるんです。会員自体が高齢化していますのでこれからグループ

リビングを立ち上げていこうと考えています。建物は 80年でしょうか，木造ですか，この

間なんとか 1階の耐震工事をしました。それ以上のお金はないので，それをどう集めてい

こうか，また地域の方々の必要に応じて，なおかつ会員さんの必要に応じたものを作って

いくか検討しています。グループリビングの最低人数は何人ぐらいで成立するのでしょう

か。 

 

［高橋氏］ 

6 人とかでもいいっていいますけれど，一人欠けても 5人でしょう。採算取れるのはやっぱ

り人数が多くないといけないと思います。（一同笑）それからおり～ぶの方たちも，やっ

ぱり 2人いなくなって 8人とかになったら，居住者の負担が増えるのと，おり～ぶさんが 1

人で作るのに，10人より多かったら，やっぱり荷が重すぎのではないでしょうか。 

 

［大江氏］ 

残念ながら時間となってしまいました。今のお話は明日色々と議論されるかとお思います。

それから 10人が最適じゃないかって西條さんが書かれている本もあります。その辺もまた

参考にしていただきたいと思います。それでは，高橋さん，高坂さん，武井さん，ありが

とうございました。 
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2日目 神奈川県民ホール大会議室 

 

Ⅲ 開会の挨拶 

星川 光子 

 

 

 おはようございます。 

 本日は横浜ワークショップにご参加いただきまして，ありがとうございます。 

 いぶりたすけ愛が主催となっているのですが，本当に名前だけで，グループリビング運

営協議会の皆さんのご協力のおかげで今日のワークショップを開くことができました。 

 私は，人前で喋るのはすごく苦手なのですが，うちのグループリビングたすけ愛の家の

代表を務めていてくれている 90 歳のおじいちゃんが，こう言っています。「私は，このグ

ループリビングに住んで，とても幸せです。この幸せを自分たちだけではなくて，もっと

多くのお年寄りが，幸せに暮らせるように，もっと全国にグループリビングを広めて欲し

い」と。その言葉に押され，私も何かお役に立ちたいと思い，今日は主催ということにさ

せていただきました。 

 どうぞ，今日の横浜ワークショップが，成功しますように，皆様のご協力をどうぞよろ

しくお願いいたします。これで，挨拶に代えさせていただきます。 
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Ⅳ 挨拶 

西條 節子 

 皆様，おはようございます。 

 横浜ワークショップの，二日目。このワークショップの根源は，一人ひとりの生涯の尊

厳をどう守るのかという，テーマになっていますけれど，やはり，昨日も話しをしました

が，この嵐吹くような世界の中で，私達が，一人ひとりの生涯の尊厳をどう守っていこう

か，私は守られている方ですけども，そういう途を開く，この大勢の皆さんが，かなり増

えてくださいまして，そして，ずっと心強く私は思っております。本日は特に，宮本みち

子先生のご指導をいただくことになっております。大江先生もご助言いただけます。いろ

いろと，吸収できるものは遠慮なく，吸収して，そして地域で，北海道から九州までの方

がいらしていますが，はばたいて皆さんに伝えて欲しいと思っております。 

 私も今，歳を言いますが，84歳です。皆さんと，一緒にいて，お話を聞いていると，100

歳まで生きてみようかな・・・と，だんだん欲が出てきて，元気をいただくことができま

す。そんなところです。 

 実は，皆さんが，イタリアに行く機会がありましたら，ミラノに「ヴェルディの憩の家」

があります。今年は作曲家のヴェルディが誕生して 200 年。椿姫，アイーダ等などの作曲

をされていますが，全遺産と著作権を全部寄付して，音楽家のための素晴らしいホームを

作って，いい運営をしています。機会があったら行ってみてください。諸外国では，結構

そういう色々な篤志家がいらっしゃって，素晴らしいなぁと思います。 

 私達も，お金はないけれど，こつこつと知恵と頭を働かせて，そして，いい社会を市民

力で作っていこうと誓い合う，今日はそんな会合にしていきたいと思っています。ありが

とうございました。 

  



72 

 

Ⅴ 基調講演 

家族を超えるホーム作り～単身化時代の中で～ 

 

 

はじめに 

昨日は，グループリビングの一日目の見学会に参加させて頂きました。ずっと前から，グ

ループリビングのこと，それから横浜市内の活発な活動については耳にしていましたので，

一度直に見せていただきたいと思っていたのですが，今回大江先生からワークショップの

お話をいただきまして，とても有り難く思っております。昨日，集まっている皆さんの深

い見識と経験に圧倒されまして，今日皆さんの前で，私が大それた講演をする立場ではな

いということを強く感じているところです。 

私は日頃から家族の問題と仕事の問題を中心に，この 10年くらいは若者の問題をやってま

いりました。実は，横浜市の子ども青少年局との付き合いはかなり長くて，委員会の名称

は何度も変わりましたけれど座長をさせていただきながら，横浜市内で生きにくさを抱え，

仕事に就けない若者の支援の仕組みを横浜市内に作ってきました。そういう中で，横浜に

は若者だけでなく，乳幼児期から高齢期までを対象に，非常に多様な民間の活動があると

いうことを感じておりました。 

私自身の年齢を省みると，自分自身の問題を含めて高齢期をどうするかを考える年齢にあ

ることを感じながら，この若者の問題から手が抜けない状況にありましたが，実は青少年

や若者の問題と高齢者問題とは，ほとんどドッキングするのです。結局，最後は，21 世紀

型の社会をどういう風に作るかということだと思っております。若者の問題も労働市場が

厳しいということが大きな問題ですが，労働市場の問題だけではないことが非常によくわ

かってきました。その人たちが社会に出て生きられるために，地域社会はどう変わらねば

ならないか，を考える段階に来ております。そういう意味で，今日お話することも，違う

世代が融合する形で，新しい地域づくりをどうするかというようなところまで，もってい

けたらいいなと考えております。 
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１．進む単身化 

ということで，本題に入らせていただきます。お手元のグラフはとても見えにくく，昨日

もこういう話題がたくさん出ていましたので，まあ証拠みたいなものですけれども，事実

だけ確認します。世帯構成の変化で，一番右が 2030 年ですので，一番近い将来推計です。

2030 年に 3世帯に 1世帯が単身者になります。それから，高齢者の単身世帯が 7世帯に 1

世帯，それから，一人親と子ども世帯が 10 世帯に 1世帯。何が重要かというと，日本の家

族は，いわゆる多数派がなくなると考えればいいかと思います。単身者が多い，それから

両親が揃っていない家庭が多くなるという方向です。 

一人親と子どもの中には，中年の子どもと高齢の親という組み合わせも入っていて，いま

徐々に増えています。次は，いまの単身化，高齢化にもっとも重要な関係を持っているの

が未婚率の上昇です。日本の状況は晩婚化ではなく非婚化です。晩婚化は結婚年齢が遅く

なるだけですけれども，非婚化というのは結婚しないという話で，日本だけでなく，アジ

アの工業化された国々はかなり非婚化国になっていて，このあたりはヨーロッパやアメリ

カと違います。ヨーロッパでいうと南ヨーロッパがこのタイプに近い状態にあります。 
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それから，もうひとつは，生涯未婚という話です。50歳になった時点で一度も結婚してい

ない場合に生涯未婚といっているわけですが，このグラフでいうと，下のグラフの一番下

の黒い太いのが女性の生涯未婚率で，2030 年の時点で女性の 23%が一度も結婚しない状態

で 50 歳に達し，それから男性はそれを上回って 30%と推計がなされております。女性が男

性を追う形になっていますけれど，男性が結婚しないという状態になれば，遅かれ早かれ

女性は相手がいないわけですから，当然結婚しないという人が増えていくという形で，そ

うですね，5年くらいの差をもって，男性が先を行き，後を女性が追っています。 
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 つぎの説明の方がわかりやすいと思いますが，国立社会保障・人口問題研究所の将来推

計で，1990年生まれの女性，だからいま 20 歳とちょっとで，大学を卒業したくらいの女

性たちの将来とイメージしていただければいいかと思います。50 歳になった時に，学校の

同窓会をやったとして集まった女性たちがどういうような構成になるかという話です。一

度も結婚しない人が 24％，だから 4人に 1人の女性は一度も結婚しない状態で同窓会に参

加するということです。それから，結婚はしているのだけれども，子どものない人が 13.8％。

それから結婚して子どもは 1人だけの人が 18％。それから，結婚して子どもが 2人という

人が 32％。3人に 1 人弱くらいですね。それから，子どもが 3人以上という珍しい人が，

約一割という状態になるということです。 

2030 年のこの数字をじっくり考えてみますと，日本の社会は本当に大きな異変が起こって

いるということです。世界的に見ても，日本が高齢化のトップをいっており，いままでの

ようにどこかの国をモデルにして日本のこれからを考えることはできないとよく言われま

すけれども，高齢化だけが問題ではなく，現役の人たちにも既にモデルがない。そういう

時代を生きていこうとしているということです。 

ついでに，ちょっと色が薄くて申し訳ないのですが，一人暮らしがとても増えていく日本

の社会についてです。異変は現役の世代にも起こっているという話で，これは高齢社会白

書に出ていたグラフですが，とてもわかりやすいという感じが致します。右側の方の折れ

線はたとえば昭和元年から五年生まれの方が，50代からどのくらい一人暮らしでいたかと
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いうことを表しておりますので，年齢とともにだんだんと増えていったということがわか

ります。一番若い人は昭和 46年から 50年生まれの人で一番左側の一番上の赤い折れ線で

すけれども，まだこの方たちは 30代にあるので，この後どうなっていくかというのはわか

らないのですが，重要なことは若い世代ほど，若いうちに一人暮らしが始まり，そのまま

一人暮らしの率が大きく落ちないまま，中年期に入っているということで，中年期が終わ

ると再び一人暮らしが増加していきます。つまり，すべての世代で一人暮らしというライ

フスタイルがとても広く行き渡り始めている社会ということになります。若い世代ではパ

ラサイトシングルという言葉があって，親元をなかなか離れない，あるいは親元を離れら

れないで親と一緒に暮らしながら中年期を迎えるという現象が起こっていますが，それは

このグラフの左端とその後の世代なのです。

 

こういう超高齢化社会，それから超長寿化社会，そして晩婚化よりも非婚化する社会，こ

ういった日本の状態の中で，何がどう変化しているのかということです。今日のテーマに

関わって整理してみました。90年代くらいから，本格的に結婚行動に大きな異変が起こっ

てきている。その 90 年代くらいから本格的に高齢化が始まるわけです。同時に 90年代く

らいから労働市場の大きな変化が起こり，90 年代の終わりくらいから若者のフリーター急

増時代に入り，2000 年代になると若者のフリーター化は，意識の変化が原因ではなく労働

市場の構造変化だと国が正式に認める段階に入ります。 
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２．変容する日本社会 

 

そういう異変が起こる前の日本の社会をざっと大括りに見ますと，こういうことがいえる

かと思います。人々は安定した場に属することが重要。安定した場とは何かというと一つ

は家庭，その家庭は単身家庭ではなく，家族がいて離婚率が低く，多くの人は結婚して子

供を持つ，そういうタイプの家庭です。そこに帰属することが重要なことだったのです。

そらからもう一つは学校です。先進諸国の中では，日本はかなり最後まで，学校段階を順

番に通過し，最終学校を卒業してようやく社会に出ていくという状況が続きました。した

がって，高学歴化が進めば進むほど，学校教育期がずっと合間なく続く状態になります。

22－23歳までは皆学校にいる。で，その後労働市場が厳しければさらに学校にいるという

ことになりますので，下手をすると 24－25 歳まで，間断なく学校にとどまるという状態に

なるわけです。他の欧米の国々を見ると，この弊害を是正するために，たとえば高校を卒

業したら一旦社会に出すようになりました。北欧などではかなりそうですし，イギリスな

どもある時期からギャップイヤーというものを設けて一度社会に出すことを奨励するしく

みを作って来ました。しかし，日本はそういうことになっていないものですから，うまく

学校に適用できない不登校の子供たちの悩みは，非常に深刻なものになるわけです。 

それから，あとは職場です。終身雇用制の職場。ここへの帰属というのはアイデンティテ

ィの源になり，経済的な成功の素になる。また，心理的にも充足する源になる，そういう

社会が戦後の経済発展の中で作られたのです。そして，いま大幅に崩れようとしているの
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ですが，結論から言うと完全に崩れているのではなく，人々の拠り所として依然として重

要，しかし，その場を得られない人が増えているという状況だと思います。 

家族，会社以外の場が不足しています。変化する前の社会の特徴というのは，安定してい

るけれども，一方では画一主義，集団主義，それから会社人間化，という状態でありまし

た。会社人間となり，集団主義の中にいれば，経済的には安定し，社会から除け者にはさ

れず，心の安定は得られるという社会を作ったのです。昨日の訪問先，それから夜の交流

会の中で，私色々なお話をうかがったのですが，そこで問題とされていることの多くは，

先の時代に作られたものが，いまも亡霊のごとく残っていて，それを払拭できないまま，

時代は変わっていくなかで生じた現象ではなかいあと思います。 

場との結びつきは幻想になっている。これは高齢期の人々に限った事ではありません。私

がずっと触れてきた若者の問題でいうと若者たちの悩みは「帰属できていると実感できる

場がないこと」です。たとえば私が 2年前に立命館大学に仕事で行った時に，立命館大学

のトイレに『この中で食べ物を食べるな』という張り紙がしてあるのです。これは色々な

大学で結構共通の現象らしいのですが，張り紙したときには，『食べるな』の理由は，ゴミ

の問題だったのですが，どうもそういう問題ではないと指摘されてきたのです。お昼を一

緒に食べられる友人がいないという悩みを持っている学生が少なくない。「そんなの平気じ

ゃないか」，「別に一人で食べて何の問題があるのか」，というのは強い人の論理で，人間関

係で孤立しているという深い悩みを持っている学生にとっては，その姿を人に見られるこ

とがとてもつらい。だからトイレの中で食べている。これは一つの解釈なのですけれども。

若者たちだけでなく子供たちのなかに生じている現象を見ていると，トイレの中で食べる

心理がよくわかる気がしましてですね，会社に入ったけれども，長く続かなくてやめてし

まう若者の中に，やめさせられるよりも自分でやめるケースが多いといわれているのです

が，その中にこんな悩みをもつ若者がいます。お昼のときに，皆の輪の中に入れない，何

か気の利いたことを言わないと，そこにいたたまれない。そのうちに，誘ってもらえなく

なって昼を一人で寂しく食べなければならない，そういう感覚なのです。これは場との結

びつきを実感できない環境で育った若者たちの深刻な悩みなのですが，その現象は全ての

世代に見られるように思います。 

グループリビングの重要なポイントは，従来型の日本の家族を，どういう形で超えていく

かということではないかと思います。この辺りはもう活動されてきた皆さんの中で理論化

されていることで，私のほうが学ばせていただかなければならないことです。 
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３．家族からの解放 

 「家族からの解放」というテーマは，戦後日本の非常に重要な目標となってきたもので

した。家族研究の分野では封建的家族から脱皮して家族の民主化を図ることが常に念頭に

ありました。その際，家族モデルは西洋にあったのです。戦後，アメリカの占領下で，日

本の家族を規制してきた憲法をはじめ関係法が改正され， 

西洋型の夫婦家族制の理念へと転換しましたが，現実の家族はそんな簡単には変わったわ

けではありません。半世紀以上かかって現在の段階に来ています。そして，誰もここまで

は予想しなかったような単身化に直面しています。 

家族からの解放というのは，家族が担ってきた機能を誰が代わるかという問題と結びつい

ていました。考えられる方向は，市場化と公共化です。高度経済成長期に入って，家事の

市場化が進みましたが，人々の福祉に関しては国の機能が重要になります。つまり，福祉

国家の道を歩むことです。公的年金制度，医療保険制度そして，ずっと遅れて始まった介

護保険制度，その他の社会福祉サービによって，人々のくらしを国家が守ることです。介

護保険制度の導入は，非常に重要な転換点だったと思います。よくそれを実現したと思い

ますね。介護は女性の役割であり，美徳であるという規範が極めて強い中で，介護保険制

度が導入されたのは金字塔であったと思います。 

ところが，1973年が福祉元年と宣言された直後にオイルショックが起こり，福祉国家は「日

本型福祉国家」へと引きしめられていきました。財源的に西洋型の福祉国家を維持するこ
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とはできない。その代わりに，日本は家族という美徳を持っている。家族という含み資産

を有効に使い，国家による公共保障は，家族に依拠できない人々に選別的に提供するのだ

という方向へと変わります。 

そして，90年代に入ると，深刻な財政危機の進行と反比例して高齢化が進行します。財政

危機は日本だけでなく，他の福祉国家が共通に抱える深刻な課題となりました。そんな中

で，家族からの解放という課題と，財政危機との折り合いをどうやってつけるか，という

問題になります。状況は 2000年代になるとより深刻になりますが，ヨーロッパなどと違い

ますのは，深刻な少子高齢化の進行です。しかも，ヨーロッパが経験していないのは，日

本の婚姻率が低下して子供が生まれないという問題です。 

そういう意味で，家族からの解放というテーマと，今日直面している財政危機という問題

と，超高齢化と非婚化，これをどうやって調整するのかという課題に直面していると思い

ます。 

そこで，問題にしたいのは家族に関する日本人の心の状況です。日本人の心は矛盾した状

態にあるというのがポイントなのですが，その辺りを整理してみたいと思います。今お話

したとおり，西洋諸国の多くは 20世紀初頭にはもう夫婦制家族になっていました。そうい

う意味では，日本では家族の古い息苦しい関係から解放されて自由を謳歌したいという気

持ちが根強くあるのは当然ともいえるでしょう。さきほど大江先生とお話して，大江先生

が山形で高齢者に聞き取り調査をされて感じられたことと，私がこの間，岩手県や山形県

で，不安定な就労状態にある若者のインタビューをしたときに感じたこととが非常によく

一致していると思いました。たとえば 20〜30 代の未婚の女性たちにインタビューをして，

「結婚をするとか家族を作るとかいうことについて，今どう感じていますか」とたずねた

ところ，多くの女性が口にするのが「母親が嫁に入って，家の舅姑に仕えてどんなに苦労

したかということをずっと見てきた。私はそんな人生を歩みたくない」，という言葉です。

もう 21世紀に入っているのに，そういう言い方をするのです。日本は北から南まで多様で，

実は首都圏で議論していることは違うかもしれないと思いつつ仕事をしているのですが，

家族の古いしがらみの息苦しさから解放されたいという思いは現在も根強く続いているよ

うに思います。 
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 ところが一方では，孤独は寂しい，暖かい関係に包まれたいという気持ちも強いわけ

でありまして，サザエさんの漫画がいまだにものすごい人気を得ているのもそこと関係

していると思います。家族に関係する議論をしていると必ず誰かが言うのが，サザエさ

んのようなああいった時代に帰るべきだというのです。「帰るべきだ」と言うというこ

とは，本気で帰れると思っているということなのですよね。私は帰れないし，サザエさ

んの家族は幻想だとも思っているのですが。帰るべきだと思っている人は，中高年者に

多いですし，保守的な人には非常に多くいるように感じます。若い世代には，純粋なあ

こがれがあるようにも感じられます。 

 その議論はととどまるところがなくて，たとえば何故そういった時代が終わってしま

ったかといえば，女性の意識が大きく変わってしまったからだ，女性がそもそも働くよ

うになったことがこういう時代を生んでしまったのだ，子どものいる女性は働かない方

がいいと議論は進んでいきます。これだけ，男性が妻子を養えない時代に入っているの

に，女性が働かなければサザエさんの時代に戻れると思っている人が，企業の経営者層

や政治家にはとても多いという感じがします。 

全般的には，一方で家族からの解放を享受しつつ，その一方で孤立化を恐れるという相矛

盾する心性をもっているのが日本人ではないでしょうか。たとえばだいぶ前から言われて

きたことですが，若い人が一人暮らし用のアパートやマンションを探す際，重視される条

件はなにかというと，なによりもコンビニが近いことだそうです。コンビニさえあればな
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んとか暮らせるという感覚があるのです。 

ところがその一方で，2年前，NHK の無縁社会シリーズがヒットし，無縁社会は流行語に

なりました。私は，シリーズで放映することが決まるきっかけとなった NHK スペシャル『無

縁社会とどう向き合うか』の制作段階からチームと関係をもち，番組に出演させていただ

きました。それ以来，誰にも看取られずに亡くなっていく“行旅死亡人”が増加している

現象に，現代日本の無縁化が如実に表れていると深く関心を寄せてきました。あの番組の

制作リーダーは，板垣淑子さんという[当時]ディレクターです。この方はバリバリの社会派

で，ずっと社会問題を追い続けてきた人です。板垣さんが行旅死亡人に関心を寄せるよう

になったのは，リーマンショックの後，日比谷公園に職と家を失った非正規雇用の人たち

が集まるようになり，その方たちの何人かと接触を続けていたところ，その中の一人の方

の姿が見えなくなりました。しかし，周囲の人たちから「追わない方がいい」と言われた

そうです。つまり，そのようにしてどこかで亡くなっていることがめずらしくないという

こと。そこで，板垣さんはこのテーマを追いかけたのです。これが高い視聴率を獲得しま

して，その年は無縁社会をテーマにたくさんの番組が作られました。 

その過程で大変印象深かったことは，若い人たちの反応でした。最初の番組を放送した時

に，これは中高年者は関心持つだろうけれど若い人は人ごとだと考えるのではないかと危

惧したのです。ところが，一番反応したのは若い人たちだったのです。20代とか 30代。

若い人たちは番組を見ながらツイッターでどんどん情報を発信するので，それでわかるの

です。若い人たちは，誰にも看取られず死んでいく姿は自分の将来の姿だと感じたのです。

つまり，寄る辺のない人，帰属する場のない人，家族はいるかもしれないけれども心のな

かでは帰属する場と感じられないという感覚を持っている人が非常に多いということなの

です。仕事が不安定で結婚なんてできない自分も，最後は行旅死亡人になるのじゃないか

という恐怖を感じたのです。 

 それ以来，無縁社会への世間の関心が高まり，それに加えて，震災があって，「結婚し

たい」，「家族を持ちたい」と考える若者が増加したようで，結婚相談所などでいままで

何度紹介をしても成婚しなかったものが，一気に成婚率があがったという話も聞くように

なりました。家族というものに対してある種の回帰があったのだと思います。 
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４．“家族”への複雑な想い 

 では，実際に回帰できるのかというと，現実はそう単純ではないと思います。いくつか

の図をご紹介します。まず，「あなたにとって一番大事なもの」を継続して聞いている調

査の推移ですが，多数を占め，しかも増加を続けているのは何かというと，「家族」とい

う回答なのです。つまり，日本人が一番大事と思っているものは「家族」だということな

のです。その次の図は，「親子の会話とか信頼関係は重要かどうか」という調査で，70 年

代からずっと継続して調査しているのですが，親子の「信頼」とか「会話」がずっと高い

評価を得ているのです。親子関係はどうでもいいとは誰も思っていないということです。

ところがその一方で，親子関係に関して「充足しているかどうか」といえば，ずっと点数

が下がっているのです。
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 それから，次の図は「どのような親戚付き合いが良いか」ですが，「部分的な付き合い

がいい」が一番多く，しかも増加しています。叔父叔母甥姪などの斜め関係が一番衰退し

たとよく言われますが，それらの親戚とは部分的な付き合いがいいということです。「形

式的な付き合いでいい」というのもずっと増えています。つまり，煩わしさからの解放と

いうのはこういうところに顕著で，現在も一貫して続いている傾向です。このような状況

と，さきほどの「家族は大事」という傾向はどういう関係にあるのかということですが，

家族と親族は違うのですね。親族に関しては形式的で結構です，一番煩わしいという感覚

を持っている人が多くなり，でも夫婦と親子は大事だということでしょうか。しかし，夫

婦関係というのも，いまの離婚率の状況を見ると，どこかで解体する可能性がある。そう

すると一番大事なのは親子でしょうか。中年期の親子の同居が増えているといったような

現象と通じているかと思います。中年期の親子というのは，いわゆる核家族の長期化です。

結婚しない子どもと親の関係が中年期まで長期化し，やがて親が亡くなって単身化する動

きです。 
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 それから，もう一つは「会社との関係についての意識」ですが，90年代のフリーター急

増の時代には，若い人たちの意識が変わってきたことがフリーター急増の原因だとする解

釈が専らでした。たしかに会社人間として働くことに対する人々の”NO”という意識が背景

にあったと思います。それから 90年代，2000 年代と雇用が不安定化していく中で増えて

きているのは，やはり「終身雇用制がいい」，それから，「組織との一体感が望ましい」

という考え方が，徐々に出てきているわけです。しかし，実際のところは，若い人たちは

会社に入ってもやめます。ただし色々な理由でやめていて簡単ではないのでその辺のこと

は省略します。それから 40代でいま肩たたきに遭うという状態ですから，とにかく安定し

た仕事がないと生活が成り立たないという事情が背景にはあります。しかし，いままで日

本型雇用の働き方に対する否定的心情があったにもかかわらず，人々の意識としてはやは

り安定した帰属の場としての会社を求めるというある種の矛盾があるということです。 

昨日の訪問先や夜の交流会で，会社でずっと働いてきた男性たちが地域デビューすること

に如何に大きなハードルがあるかというお話がありましたが，日本的な現役時代を変える

ということなしにはハードルは低くならないわけです。しかし，意識の推移を見ると，必

ずしも大きな変動が起こっているといえないような状況もあると思われます。その上，65

歳まではほぼ雇用が義務化され，やがては 70 歳までになりますね。そうした時，70歳ま

で会社が帰属する場という状態になっていくとしたらどうなるか，というようなこともあ

るかと思います。 

 昨年，同じく『エンディングノート』というテーマを NHK のクローズアップ現代が取り

上げたのです。人々のライフスタイルが，死を迎えるというイベントに向けて大きく変わ

っていることを示す動きを取材をして放送したものなのですが，とても視聴率が高くて，

多くの人が共感したのです。どういうことをやっていたかというと，先祖代々の墓には入

りたくない，死後に子どもに負担を負わせたくない，墓守をする子どもがいない，あるい

は墓がないという人たちが増えて，ほとんど女性ですけれども，その人たちが共同墓を用

意する中で友達になっていくという動きです。その墓を用意したある女性が，自分の死を

準備し，積極的に自分の人生の終盤を迎えようとしている…こういう放送だったのですが，

これに対する投書もとても多くて，明るい人生が開かれた気がするというような投書が多

かったのです。このテーマには，表と裏があるように思います。地縁・血縁から解放され

た自由な人生と裏腹に，寂しさや不安を抱えている人たちが非常に多いということ，そし

てそれを乗り越えようとする女性たちの縁が無縁化に歯止めをかけようとしている…とい

うことなのです。 
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 しかし，日本全体を見れば，そういう動きはまだまだ本当に僅かです。しかも，先ほど

申しましたように，その後景には，現役世代が身内の少ない状態で，結婚せずに人生の後

半に入っていくという状態なので，終活に見られるような新しい縁作りの動きがマジョリ

ティになっていかなければ日本の社会は救われないというような状態かと思います。 

 

５．再生産とケアの変容

 その次に，再生産とケアの変容という話をさせて頂きます。再生産…つまり子土どもを

産み育てる，それから人々の日々の再生産という機能をこれまで家族が担ってきたとされ

ております。この再生産とケアが変化しつつあるのです。2030年になったときに 4割の人

は結婚していない・子供を持っていないと申しました。ということは再生産とケアという

機能が正に変容するのです。そういう意味で，昨日見せていただいた動きは，正に変容す

るケアを人々が新たに地域社会に作ろうとしているという感じが致しますが，ケアは希少

価値になりつつあると思います。 

NPO 法人の介護者サポートネットワークセンター・アラジンという団体が，去年ケアラー

に関する調査をやっています。高齢者ケアだけでなく，疾病や障害を持っている子どもの

ケア，精神疾患その他さまざまな原因でケアを必要とする身内を世話している人，これを

ケアラーとよんでいます。そのケアラーがどのくらいいるかを調査した，とてもユニーク

な調査だと思います。その調査でこういうことがわかりました。2割の世帯にケアラーがい
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る，それから 7.6％の世帯にケアではないけれども気遣いをしているケアラー，たとえば離

れたところにいる高齢の親のことを常に気遣っているケアラーもいる。合計で 5世帯に 1

世帯にはケアラーがいるということがまずわかりました。それからケアラーの 2人に 1 人

強が介護をしている。それから 4人に 1人は看病をしている。8 人に 1人は子供の療育を

しているということです。ケアという機能が，生きる上でどんなに重要な営みであるかと

いうことを改めて明らかにしたといえると思います。それと同時にケアラーは健康状態や

経済状態，心の不調，負担，孤立感などの問題を抱えているというのです。この団体がい

ま目指しているのは，欧米に例があるようにケアラーに対する社会的支援を権利として確

立しようというのです。

 ケアそのものが希少化している，つまりケアを必要とする人たちの数は減っていないと

いうよりもむしろ高齢化の中で増えているのに，ケアそのものが希少化しているという深

刻な問題があります。得難くなってきているケアというものを新しく供給するために，日

本の社会がどういう問題を解決しなければならないでしょうか。それは，戦後の日本の社

会が家族と会社で構成されてきた社会であるということと密接に繋がっています。首都圏

を考えてみても，「都市の中の村社会」と，ある人が表現をしております。つまり，東京

というのは，村社会を背後に抱えて大都市に移動してきた人々の集合でした。団塊の世代

が典型的にそういったライフスタイルを確立してきたわけです。サラリーマン社会を作っ

たわけですね。サラリーマン社会は何で成り立ったか，会社と家族です。昨日見せていた
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だいたドリームハイツと同じような団地群が都市部で同じような状況で高齢化しているの

ですが，団地というのは会社と家族という時代の器だと思います。社縁と血縁で成り立っ

た時代の器ですね。今，社縁と血縁から解放された新しい縁を作らなければならないので

すが，なかなか難しいことだと感じます。 
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これは OECD の資料ですが，「知人や仕事を超えた友人たちとどれだけ会うか」というこ

とを聞いたもので，「そういう人がいない」という比率がダントツに高いのが日本で，15％

くらいの人が知人や仕事を超えた友人たちと誰とも会わないといっています。他の国々は

それよりもぐっと低く，半分くらいです。これは男女別にしておりませんので，男性だけ

で見ればもっとダントツに高くなるはずです。ある意味で異常な社会だと思います。 
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それから「いくつの社会団体に属しているか」を聞いたものですが，日本はぐっと下の方

にありまして，男性の場合には所属するのは会社だけ，そこから地域にデビューしなけれ

ばいけないわけですから，それこそ大きなハードルを飛び越えなければいけない状態にあ

るのです。アメリカ，スウェーデン，オランダが一番左のところにあり，圧倒的に多く人

が会社以外の団体に属している状態です。 
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それから「少なくともひとつの団体で無償の活動をしている人がどのくらいいるか」を表

した図ですが，ボコンとへこんでいるのが日本で，一つ以上の団体で無償の活動をしてい

る人が非常に少ないことがわかります。男性は会社で生き，妻子を養う。つまり男性は妻

子のために生きている…まぁ綺麗に言うとですけれども（笑）。ですから，妻子のために

生きている男性が，経済的に厳しくなり，妻子を養えなくなった時にどうなるか・・家族

から追い出されます。（一同笑）いま，団地の孤独死，それから現役の一人暮らしの男性

の中に正に妻子に捨てられた男性が増えているという感じがするのですが，これも社会の

ために生きないで妻子のために生きてきた男性が，稼げなくなったら終わりという厳しい

現実を示すものだと思います。 
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６．グループリビングの可能性 

さて，これだけ家族というものが希少な価値になり，若い人たちの中で恵まれた人は結婚

でき家庭が持てる，恵まれない人は家庭が持てないという非常にわかりやすい構図が，若

い人たちの中に如実に現れています。若い人だけでなく，中年期から初老期で家族を失っ

た人々（特に男性）を見ると，経済的・社会的に恵まれていない人に特有の現象になって

おります。上野千鶴子さんの『おひとりさまの老後』がベストセラーになりましたが，ア

マゾンのサイトを見ますと，読者がコメントを書く欄がありますね。ちょっとお暇の時に

覗いていただくとわかりますが，上野さんの著書に対して猛烈な反発がたくさん書いてあ

ります。その反発の多くが上野さんの描くおひとりさま高齢者の明るい未来というのは，

上野さんのような恵まれた人たちの話だ，自分たちにはそんな老後はないという批判です。

いまの日本の状況がある意味でよくわかるような気がします。つまり，ポスト家族の時代

は新しい格差の時代だということです。そういう意味で，地域における取り組みは，新し

い格差に歯止めをかける活動になっていかなければいけない，ということになるのではな

いでしょうか。 
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そこで，最後ですが，グループリビングの可能性を私なりに考えてみました。グループリ

ビングはたいへん多様な意味合いを持った活動だという感じが致します。一つは家族の超

え方です。日本的な家族の超え方を示していると思います。それから，家族というものを

社会に開く方法を提案する活動だろうと思います。それからすでに理論化されていること

ですが，コミュニティの仕事を作るきっかけになる活動だと思います。昨日見せていただ

いた“ふらっとステーション”，その他の多くのドリームハイツの活動もそうですが，地

域の中に仕事を生み出す可能性を秘めていると思います。実は若者の就労問題にかかわっ

てきてつくづく思うことは，いまの労働市場は極めて選別的で，ハンディを持っている人

が仕事を得て自活をすることがとても難しいということです。生きていかれる仕事をどう

やって作るか，たくさんのお金がなくても暮らせる社会をどうやって作るかということが

とても大きな課題です。そのような仕事は，地域社会の中で衰退してしまったのです。ま

た，新しいニーズが，新しい仕事を求めていることも事実です。そういうものを作ってい

く活動と繋がるものだという感じが致します。若者に関していうと，躓いている息子さん

娘さんを持っている親たちが，早く立ち直って早く正社員として来月から就職してほしい

とか言うわけですが，現実はそんなに単純ではない。まずはリアルな仕事の中で体験をさ

せてもらうこと，訓練してもらうこと，そこでうまくいったら，何かできる仕事に就かせ

てもらうこと，というプロセスがとても重要だという感じがしています。昨日拝見した横

浜市内の取り組みは，正にそういう場を作る可能性をたくさん秘めているという感じが致

しました。 

それから，高齢社会と単身社会は，これまで家族の中に埋もれていた家事労働，ケアワー

クも含む家事労働を社会の中に可視化することが現実性を帯びた社会だと思います。これ

は日本の家族を変える非常に重要なものだと思います。家族の中に埋もれていて，女性た

ちが当然の義務としてやってきた仕事，外には全然見えない仕事，これを可視化すること

は何十年にもわたって大きな課題でした。正にいま現実のものとなっています。可視化さ

れた家事労働，ケア労働を社会が担っていくという課題を議論するのに，いまとても重要

な時期に差し掛かっているのではないかと思います。時間になりましたので，ここまでに

させていただきたいと思います。どうもありがとうございました。 
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Ⅵ パネルディスカッション 

１ パネリスト講演 

１．地域へ開くグループリビング―「たすけ愛の家」 

 

 

それでは地域へ開くグループリビングというテーマで，たすけ愛の家の活動を紹介させ

ていただきます。 

たすけ愛の家は JKA の補助を受け，2006 年にオープンしまして，いま 7年目を過ぎよ

うとしています。 

登別市は，登別温泉がよく知られていると思いますけれども，昨年の 11月末の大停電で

知名度があがってしまったのではないでしょうか？ 

人口は年々減る一方で，高齢化率は反対に上がる一方です。今年度中に，30%になると予

測されております。高い方だとおもいますが，昨日のドリームハイツさんが 40%と聞き，

本当にびっくりしてしまいました。高齢者がどのように生きるのかということが，これか

らの町に大きな影響を与えるのではないかと思っております。 
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NPO 法人いぶりたすけ愛は，1995 年に発会し，在宅サービスと移送・送迎サービスを

始めました。きっかけは，ボランティア活動を経験しまして，自分もこれから介護をする

とき，介護を受ける時，こんな少ないサービスでは困る，と思ったのがきっかけです。主

婦仲間に声をかけて，できることをしよう，という思いで，たすけ愛を作りました。 

1999 年には NPO 法人の認証をとり，2000 年から介護保険事業を開始しました。そして

2001 年に事務所を少し広いところに移ったものですから，サロンを開始しました。2002

年には配食を始めました。そして 2006 年から，グループリビング「たすけ愛の家」を開設

しました。2011年からは「社会起業家集団『ともかな』」というのをオープンしておりま

す。いぶりたすけ愛が 18年間こうして続けられたのは，次々と新しい事業に取り組んでき

たからではないかと思っております。グループリビングも活動の中で，最後まで地域で安

心して暮らすことが難しいという現実を知りまして，自分たちが暮らしたい所を目指して

作りました。 
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 たすけ愛の事業を紹介したいと思います。会の理念は「あなたの『たすけ』は私の『た

すけ』」です。会員制で，お金と知恵と労力を皆で出し合って会を作っています。会員は

双方向性の会員となっており，お手伝いをすることも受けることもできます。現在 850 人

くらいの会員がおり，毎年，50人ほどの入会があります。在宅サービス，サロン，配食，

高齢者生き活きグループリビングが，たすけ愛事業に属しております。 

 

 

 優サービスというのが，プロの専門職の部分です。介護保険の訪問介護，ケアマネ，福

祉有償運送をやっております。 

たすけ愛事業と優サービスは事務所を全く別にしてやっております。一階がたすけ愛事

業，二階が介護保険事業という形になっております。 
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 そして，二年目になります「社会起業家集団『ともかな』」があります。～ともに夢を

叶えよう，「社会起業家集団『ともかな』」が地域を変える～ということで，ともに夢を

叶えようから，「ともかな」と名付けました。 

社会貢献をしたいという高齢者や障害を持った方たちが，皆で助けあってともに夢を叶

えようというところです。一階がカフェと喫茶になっております。これはワンディシェフ

方式になっておりまして，その日によってシェフが替わります。 

この写真に載っておりますのは，地元の社会福祉法人の就労継続支援 B 型事業ピアチェ

ーレの方たちです。パン作りをされていて，パン，丼，麺類などのランチを提供してくれ

ています。 

物づくりでは，はじめは 4人くらいだったのですけれども，いまは 19人が作品を出して

います。この場所で，売ったり作ったりということをしております。 

子育てスペースでは，「子育て広場 『ともとも』」がサロンを行なっております。 

そしてこの建物の二階は 2DK のアパートが 2間あります。片親家庭のための住居となっ

ており，二組の母子が住んでおります。安定した収入がない「ともかな」は運営が難しい

ということでアパートを作りました。 

この企画書を見て「これは妄想だ」と言った方がいるのですが，あきらめないでやって

いけば夢も叶うのではないかなぁと思っています。 
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 これは「いぶりたすけ愛」と「ともかな」の写真です。手前のほうが「いぶりたすけ愛」

で JKA の補助で建てることができました。奥のほうが「ともかな」で，国の共生型基盤整

備事業でお金をいただいて建てております。「いぶりたすけ愛」は主婦が集まって始めま

したので，お金は全然ありませんので，どちらも補助事業のおかげです。 

向かいがコープさっぽろというスーパーです。隣が内科のクリニックです。内科クリニ

ックの隣には幌別川がありまして，白鳥が来たり，鮭が上ってきたりしています。またこ

ちら側にはコンビニ，郵便局があり，利便性のいいところだと思っております。 
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 高齢生き活きグループリビング「たすけ愛の家」のことを，お話したいと思います。こ

の写真は去年 1月の誕生会の様子です。「たすけ愛の家」では自治会費を集めて，誕生会

をしたり，お花見，紅葉狩りにいったりとか，慶弔費などにも使っています。 

 この日はお寿司屋さんにきていただいて握り寿司を好きなだけ食べました。出かけるの

も大好きで室蘭って工場の夜景がすごく綺麗なのです。白鳥大橋とかも。昨日マリンタワ

ーに登りまして，それもすごく良かったですが，室蘭も負けていないな，と思いました。

是非いらしてください。夜景を見ながら夕食を食べたりだとか，隣の白老町では白老牛が

有名なのですが，そこで牛を見ながらすき焼きを食べたりだとか，そういうこともやって

おります。 

こちらは打ち合わせの様子です。はじめはミーティングと言っていたのですが，一人の

おじいさんが「なんで英語を使うのだ！」と言われて打ち合わせと言うようになりました。

週に一回，集まって暮らしのこととか皆で話し合いをしております。 
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 「たすけ愛の家」の一日は大変賑やかです。まず食事作りの方が 365 日昼と夕食だけな

んですけれども，10人のメンバーが交代で一日 2人から 5人は入るようになっております。

朝は各自の台所で作ったりするようになっております。また，共用部分の掃除に関しまし

ても，これも 365 日いまは 6 人のメンバーが交代で一日 1 人か 2 人かが入るようになって

おります。 

この籠の写真は当会の配食です。配食はお弁当箱ではなく，カゴに入れて，食卓を届け

ますということでやっておりまして，好評です。 
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それとサロンは，会員さんに場所を提供しておりまして，会員さんが自由に使ってくだ

さいということで，皆さんにやっていただいています。自分がやりたいこと，教えたいこ

とで，内容が増えていきまして，カラオケ，薬膳料理，パソコン，絵手紙，体操教室，囲

碁，麻雀，俳句，短歌，歌声喫茶，などがあります。この左の一番下は体操教室の写真で

すが，9７歳のおじいちゃんが，元鍼灸の先生だったんですけれども，体操を皆さんに教え

たいと，体操教室を開いてくれております。座ってやれる体操なので，大変好評です。 

 

 

 

俳句教室も人気があります。これはグループリビングの生活者が，その頃は 90歳くらい

だったのですけれども，もっと俳句を勉強したいということで，俳句教室が生まれました。

その方は本当に一生懸命に勉強されて，俳句の大会で賞をもらったりとか，お〜い お茶

新俳句大賞でも佳作特別賞をもらったりとか，まだ届いてはいないのですが，お茶のパッ

ケージにも載る予定なのです。その方が亡くなられて，今は，俳句の先生が「たすけ愛の

家」に暮らしております。 

カラオケの皆さんは，忘年会を自分たちで計画して行ったりしています。監獄というカ

ラオケ店に行って皆で歌って来ましたとか言って，90歳の方達が，面白かったよーとか言

うんですけれども，私なんかは行ったこともないので，間違って棺桶とか言ってしまい，

笑ってはいけないような言葉になってしまったんですけれども（一同笑） 
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 「たすけ愛の家」がオーナーの「ともかな」の駄菓子屋のことを紹介したいと思います。

「ともかな」では，会話のある駄菓子屋というのを目指しておりまして，駄菓子屋を出し

ています。先程言ったようにグループリビングの皆さんは，自治会費を月に 3,000 円集めて

いるんですが，多すぎてどんどん溜まっています。もっと安くしたらどうですか？と何回

も言うのですけど，皆さんは，いや何かあったら困るから集めたいと言います。二年前に

「ともかなが」出来る時に駄菓子屋を出しませんかと提案しましたら，了解していただき

駄菓子屋のオーナーになってくださっています。そこでは資金の提供と新聞のチラシで袋

作りを生活者がやってくれております。 

駄菓子屋では，小学生が学校であったことを店番の方に報告してくれたりして，主に店

番をしてくれているのは車椅子の方ですが，やりがいがあるようです。バリアフリーです

ので，特別支援学級のお子さんが買い物の体験に来てくれたりとかしております。ミーテ

ィングのときには，売上がいくらぐらいでしたよ，こういうことがありましたよというこ

とを報告するようにしております。一生懸命チラシで袋を作ってくれている人がいるので

すが，店番の人によりますと，ある時，小学生の子が「可愛い袋にしてね」と言ったそう

です。やっぱりチラシじゃだめなのかしらって思って，よくよく聞いてみましたら，チラ

シの中でも洋服のついたチラシが好いということだったようです。いまパチンコ屋のチラ

シが多いですからね。あぁそういうことだったのかと分かって安心したことがあったそう

です。高齢者の“もったいない”の精神も伝わっているのではないかと思っております。 
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 最後の写真になりましたが，これは去年の 12月に餅つきアンド演芸大会アンドそば打ち

を会員に呼びかけまして，行いました。50 人ぐらいが参加して，杵と臼を借りて，餅をつ

きました。演芸大会では仮装で安来節を踊ってくれた方もいました。また，郷土資料館の

ボランティアの方たちがそばを打ってくださって，皆で楽しんだという写真です。 

現在たすけ愛の家には男性 4人女性 5人の 9 人が暮らしております。たすけ愛の家に暮

らすきっかけは，もともと会員だった方が 3 名います。そのうちの 1人はずっとたすけ愛

のお手伝いをしてくださっていた方です。そして会員からの紹介で入った方が 2人います。

あと病院の相談室から紹介された方も 2人います。あと生活者の友人で，良いところだと

すすめられて，という方もいらっしゃいます。あと俳句教室の先生です。 

現在入居を待っている方は，サロンに参加している方が多いです。生活者の様子を実際

に見て感じて入居を希望していただけるのは大変嬉しいことだと思っております。生活者 9

人がそれぞれの生き方を大切にしながら助けあい，励まし合ってグループリビングという

新しい暮らし方を地域に発信しております。私たちはその応援ができることはとても幸せ

なことだと思っております。 

時間になりましたので，これで終わらせていただきます。ありがとうございました。 
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２．地域とつながる取り組み―「モーニング」 

 

 

 私どもの法人では，グループリビングは 2 つあるんですが，1つ目が福島県の補助事業で

作ったモデル事業で，平成 15年なんですが，それが平成 21年に JKA さんの補助事業とい

うことで，2つ目を開設しました。 

 お手元の資料の 23 ページになります。ご覧いただければと思います。私ども社会福祉法

人福島福祉会では，一番にございますが，21 世紀の老人医療，福祉，介護を考えるシンク

21 グループということで，その傘下の 1つになっております。一番ですが，医療法人がま

ず 1 つございます。あと 2つ目に社会福祉法人同じですけれども，こちらの方のライフタ

イム福島というところが 1つ，(3)ですが，私ども社会福祉法人福島福祉会ということで，

同じグループの中に 1つの医療法人，そして 2つの社会福祉法人がございます。私どもは

この(3)ということで，福祉会の方をやっておりますけれども，その中には社会福祉法人の

中でも第一種の社会福祉事業ということで視覚障害者ということで視力に障害がある方，

こちらの方を収容している施設もございます。第二種社会福祉事業としましては，デイサ

ービスセンター，そしてショートステイ，ホームヘルパーステーションを併設で行なって

おります。そして，三番目ですけれども，公益事業として福島県の高齢者対策モデル事業，

高齢者グループリビングということで 1つ目を作らせていただきました。その後，財団法

人 JKA さんの方で助成をいただきまして，高齢者の生活共同運営住宅高齢者生き活きグル

ープリビング。そして，福島市の飯坂温泉がございますけれども，温泉を利用した介護予

防事業として湯ったりデイサービス。そして居宅介護支援センター，そして福島市飯坂東

地域包括支援センター。そして 12月から定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業。そして

訪問介護ステーションを運営しております。二番ですけれども地域の高齢者取り巻く背景

ということで，ただいまご案内したとおり，私ども法人は福島市の北東部飯坂温泉に隣接

しているところに位置しております。高齢者を取り巻く背景ということで，二番目に書い

てございますが，福島県立のリハビリテーション，こちらの方も温泉を利用していた病院

が廃止となりました。そして二番ですが，地域の看護，温泉，飯坂温泉の衰退，そして三

番，衰弱，介護，認知症高齢者，そして独居の高齢者の増加ということで，福島市の高齢

者の調査の結果から明らかになっております。そして四番目は，一昨年の東日本大震災で

の仮設での高齢者の増加ということが，いま高齢者の背景を取り巻いております。で，24

ページですけれども，先程ご案内したとおり，グループリビングのモデル事業としてどう
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して始まったのかということが書いてございます。最初は平成 14 年のモデル事業というこ

とで，高齢福祉課の方から，高齢者グループリビングモデル事業の実施についての募集が

ございました。内容はその下に書いてあるとおりです。高齢者自身が加齢による身体機能

の低下を補うために，お互いの生活を共同化・合理化して共同で住まう一定の居宅形態を

高齢者の居住形態の 1つとして位置づけるとともに…ということで書いてございます。で，

福島県では当法人しか手をあげなかったので，県内では 1つだけだったんですね。そのと

きにうちのほうで居宅の飯坂の地域の高齢化の内容を調査いたしました。そのときに，や

はり高齢化率…真ん中の方に書いてあるんですけれども，当在宅支援センターにおいて地

域福祉サービス等のご利用者様の把握を行った結果，地域における単身世帯独居老人の世

帯が多く分布しており，老人家族及び独居老人が増え，自立促進残存機能維持し，介護予

防を行い安全を確保しながら，ご利用者様が共同で生活を行う必要性が高いということが

判明いたしました。現在グループリビングは敷地内にあります介護保険対応施設であるデ

イサービスセンター，そしてホームヘルパーステーション，地域包括支援センター，訪問

介護，定期巡回・随時対応型の訪問介護，介護事業等のご利用により充実した生活を作る

ことができております。また，ご利用者様のご希望によりまして内科嘱託医による診療，

そして心療内科の嘱託医によるカウンセリングの往診，そして訪問歯科受診等のご利用者

様の健康管理でのサポート面の体制が確立されております。以上のようなことから，福祉

会も医療面での安心に繋がっております。25 ページになりますけれども，地域につながる

グループリビングということで，地域との関係…，食事作りですけれども，地域の人材，

そしてシルバー世代のマンパワーを活用しております。生活支援サービスの方もライフサ

ポーターとして，やはりシルバー人材センターのこういった資源を利用しています。食材

においても地域の商店の方から地元の食材を購入していただいております。そしてアトリ

エの活用ですが，介護，調理実習，学生のボランティアなど活用しております。そして地

域資源の利用においても，地域ボランティア，地域の祭礼，趣味の仲間との交流などが挙

げられております。二番ですが，地域へ開くことの意味ということで，多分こちらの映像

でも後で出てくると思うんですけれども，やはりいまの季節，冬の雪の心配であるとか転

倒，そして自宅での身体的な状況の低下，病院や介護保険施設から退院後自宅での生活，

そして不安…困難な状況があるということで，やはり独居生活の困難さまたは住まい状況

は身体，環境，状況の変化によりまして当たり前だと思っていた生活がなかなか継続でき

なくなってくるということがございます。やはりその時に選択のひとつとして，このグル

ープリビングがあってよかったと思っていただければということで，いま民生委員会の定

例会とか介護教室等で広報活動を広げているところでございます。そして 3番ですが，課

題ということなんですが，去年ですね，10 月に開催されましたグループリビングワークシ

ョップ北海道の自立と共生の暮らしを広げる研修会の日に昨日代表で出ておりましたが

COCO 湘南の高坂さんのご意見がありました。やはり自分も居場所があるということ，そ

して人として尊厳を持って生きられるということが，とても大切だというお話がございま
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した。また，高坂さんは一昨年もやはり北海道の方においでになられて，とても住み心地

がいいということで，とても幸せですということをお話されておりました。このように，

全国にグループリビングの輪が広がるということは，もちろん入居者様も同様に繋がって

いくということになると思います。歳を重ねていくこと，そしてその素晴らしさを実感出

来ました，本当に素晴らしいなと私も感動いたしました。現在，グループリビングモーニ

ングでは，いまゲストルームはご家族様のご利用はもちろんですが，東日本大震災から全

国災害ボランティアが駆けつけてくれたり，ご協力をいただきました。また現在でも神奈

川の女性の方たちが，ボランティアでの方ですけれども，夜行バスをご利用されて定期的

に震災援助活動のためにいまグループリビングのゲストルームの方を活用されております。

今日もお誘いをしたんですが，たぶん来ていないところを見ると，おいでになれなかった

のかなぁと思いますけれども。いまお話ありましたように，本当に高坂さんのお話もそう

ですが，高齢者の入居される状況は人さまざまだろうと思います。また実際にご入居され

ている方からのお話をお聞きいただいて，本当はこれ今日の映像で見ていただきたかった

んですけれども，いろいろ入居体験をされる方，また退院後の不安や介護状態になり退去

される方，あるいは看取りという安らかな最後の迎えるエンゼルケアまでご入居者様ご自

身で選択する自由があるとございます。極当たり前のことですが，人は生まれて呼吸を始

め，やがて自分の足で歩き始めますが，社会の一員として自立，そしてお務めを果たし，

やがて年月とともに歩けなくなり食事もままならなく呼吸が止まるのです。これは極自然

で当たり前のことだと思います。自分の大切な人生をどこで暮らして，そしてそのときに

私たちがそばにいれるような存在になれれば，私たちグループリビングを開設した意味が

あるのかなと思います。社会福祉法人という私たちは地域に対して住み慣れたご近所にお

住いの方々や地域の方々が健やかに歳を重ねて生きていく中で高齢になられてもできるだ

けご不安のないように，また介護や福祉で困ることがないように心配することがないよう

に，やはりこれからも地域の方々の大切なお声をしっかりとお聞きして頼りにされるそん

な存在としてともに生きてまいりたいと思っております。以上でございます。 
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「地域とつながる取り組み」 

 

                      社会福祉法人 福島福祉会 

                         常務理事 清野恭子 

 

１．２１世紀の老人医療・福祉・介護を考える「シンク２１」グループ 

  について 

  （１）医療法人白寿会 

     ・病院，介護老人保健施設，短期入所療養介護，通所リハビリテー

ション，訪問介護ステーション，訪問リハビリテーション 

      訪問介護サービス，居宅介護支援事業所，地域包括支援センター 

  （２）社会福祉法人ライフ・タイム・福島 

     ・特別養護老人ホーム，グループホーム，デイサービスセンター 

ショートステイ，ホームヘルパーステーション，小規模多機能型

居宅介護事業所，居宅介護支援事業所，地域包括支援センター 

２４時間訪問介護看護事業所，地域サロン 

  （３）社会福祉法人福島福祉会 

     ・第１種社会福祉事業 

養護盲老人ホーム 

・第２種社会福祉事業 

デイサービスセンター，ショートステイ 

ホームヘルパーステーション 

・公益事業 

福島県高齢者対策モデル事業高齢者グループリビング 

財団法人ＪＫＡ(旧競輪)助成事業高齢者生活共同運営住宅高齢者

生き活きグループリビング，福島市温泉利用介護予防事業「湯っ

たりデイサービス」，居宅介護支援センター，福島市飯坂東地域

包括支援センター，定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業 

訪問看護ステーション 
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２．地域の高齢者を取り巻く背景について 

   （１）福島県立リハビリテーション飯坂温泉病院の廃止 

   （２）地域観光飯坂温泉の衰退 

   （３）衰弱・介護・寝たきり・認知症高齢者・独居高齢世帯等の増加 

                   (福島市高齢者調査集計結果から) 

   （４）東日本大震災による仮設住宅での高齢者の増加 

３．グループリビング支援モデル事業の必要性について 

（１）福島県高齢福祉課より，平成１４年度のモデル事業として「高齢者グル

ープ・リビング支援モデル事業の実施について」の募集がございました。 

＜平成８年５月１０日老計第８４号による，厚生省老人保健福祉局老人

福祉計画課課長通知＞ 

 

内容は次の通りです。 

「高齢者自身が加齢による身体機能の低下を補うため，互いに生活を共同化，

合理化して共同で住まう一定の居住形態を今後における高齢者の居住形態のひ

とつとして位置づけるとともに，一定の条件を満たしたグループリビングにつ

いて公的ケアサービスの提供や近隣住民，ボランティアによる各般の生活援助

を組織する事業を行うことにより，高齢者自身が自立した生活を継続できるよ

う地域ぐるみで支援する体制を構築する事業をモデル的に実施し，事業の効果

や評価を得て今後の老人福祉の推進に資することを目的とする。」 

 

①当法人は，措置施設である養護盲老人ホーム（緑光園）と介護保険対応施設

（グリーンライト）のデイサービスセンター，ホームヘルパーステーション，

ショートステイ，居宅介護支援事業等の在宅サービスの施設機能を持つ社会福

祉法人です。 

ご利用者様も順調に増加をしており，飯坂地区における地域高齢福祉の拠点と

しての役割を果たしています。 

当時，在宅支援センターにおいて，地域福祉サービス等のご利用者様の把握を

行なった結果，地域における単身世帯や独居高齢者世帯が多く分布し，核家族

による老人家族及び独居世帯が増えており，自立促進・残存機能を維持し，介

護予防を行い，安全性を確保しながら入所利用ができる共同生活を行う施設の

必要性が高いことが判明いたしました。 

 

②現在「グループ・リビング」は，敷地内にある介護保険対応施設のデイサー

ビスセンター，ホームヘルパーステーション，地域包括支援センター，訪問看

護，定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業等のご利用により充実した生活を

送ることができ，またご利用者様のご希望により内科嘱託医による診療，心療

内科嘱託医によるカウンセリング往診，訪問歯科受診等は，ご利用者の健康管

理でのサポート体制が確保されており，福祉・介護・医療面での安心につなが

ります。 24 
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  (２)「地域につながるグループリビング」 

① 地域との関係 

・ 食事作り…地域の方や，シルバー世代のマンパワーの有効活用 

・ 生活支援サービス…ライフサポーターシルバー人材のスキルの資源利用 

・ 食材購入…地域商店からの地元食材の新鮮材料購入 

・ アトリエの活用…介護・調理実習教室・学生のボランティア・交流会 

・ 地域資源の利用…地域ボランティア，地域祭礼，趣味の仲間との交流 

    

② 地域へ開くことの意義 

  ・ご自宅でお元気に住まわれても，冬季の期間や（雪の心配・転倒等），

あるいは身体的状況の低下，病院・介護保健施設からの退院後に自宅で

の生活や家事への不安や困難な状況，または不慮の事故，怪我あるいは

病気による独居生活の困難さ等で，住まう状況は身体・環境の変化によ

り，自宅での当たり前と思っていた生活が継続できなくなることがあり

ます。 

   そのときに，選択肢の一つとして「グループリビング」があってよかっ

た。 

   「あそこにいれば安心。」と地域の方々にご理解をいただけるよう地域

の民生委員定例会や，介護教室等で活動を広めています。 

 

③ 課題について 

  ・昨年１０月に開催されたＧＬワークショツプ北海道「自立と共生」の暮

らしを広げる事業の研修会ＩＮ釧路での３日目の作戦会議では，ＧＬ神

奈川「COCO 湘南台」の生活者の立場から高坂嘉代子氏が映画，「ホー

ムスイートホーム」の中から，【自分の居場所があること】，【人とし

て生きられること】の大切さをお話されていました。 

   一昨年も，７～８月北海道のＧＬ「ほがら館」で避暑に来て滞在をした

高坂さんは，今回また利用させていただき，「とても幸せです。」 

   このように全国にＧＬの輪が広がることは，入居者様も同様につながる

ことになり，とても素晴らしいことです。 

   年齢を重ねることの素晴らしさを実感できました。素晴らしい人生のナ

ビゲーターです。 

・ グループリビング「モーニング」のゲストルームは，ご家族様のご利用

はもちろん，東日本大震災直後から全国（北海道から大分県まで）災害 

ボランティアが駆けつけてくださりご協力をして頂きました。現在でも

神奈川のボランティアの方々が夜行バスをご利用され，定期的に震災援

助活動のためにご利用いただいております。 

・｢高齢者の入居される状況は人様々ですし，実際にご入居様からのお話を

お聞きいただいて，入居体験をされる方，また退院後の不安や介護状態
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になり退去される方や，あるいは看取りという安らかな最期を迎えるエ

ンゼルケアまで入居者ご自身で選択する自由があります。 

・ 人は生まれ，呼吸を始め，母乳を吸い，自分の足で歩きだすのです。 

そして社会の一員として自立し務めを果たし，やがて年月とともに時間

の流れで徐々に歩けなくなり，食事も儘ならず，呼吸が止まるのです。

それはごく自然なこと。誰でも皆同じです。 

・ 大切な自分の人生，どこで暮らし，そのときを迎えたいのか，あなたの

傍らで心優しく静かに寄り添い，温かな眼差しで手を握り締めてほしい

人は，どなたでしょうか？ 

そのような存在になれれば幸せです。 

   ＊ 住み馴れたご近所にお住まいの方々や地域の人たちが，歳を重ねて生き

ていく中で，高齢になってもできるだけ不安の無いように，介護や福祉

で困らないように，悩むことのないように安心して生活を送ることがで

きるように，これからも地域の方々の大切な声をしっかりとお聴きして

頼りにされる存在として“共生”していきたいと思います
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３．COCO宮内の取り組み 

 

 

 3 つ目の話を聞いてください。COCO 宮内の宮内というのは町の名前です。川崎の中原区

にありまして人口が一町内で 1 万 2〜3 千人です。70 歳以上の方に敬老会で配るお祝い品数

が約 1500 個，割合的に少ないです。小学生が約 900 人，中学生が約 500 人というとても若

い人が多い町です。よく使う駅のひとつが武蔵小杉で一駅行くと東京，一駅行くと横浜と

いうところで，都会の一部に位置していると認識いただけたらと思います。 

 2001 年に，COCO 湘南の考え方に感動して始まりました。知った時にまず電話したんで

す，見学したいと。そうしましたら，「半年先ですよ」って西條先生が電話口で。まだ電

話番をしてらっしゃる感じでした。話していくうちに，「あら，あなた作りたい人なの？

じゃあすぐ来なさい。来る日は 4 月 1 日です。」っていうことで，4 月 1 日に私一人でお邪

魔しました。本当に一人で始まったんですね。 

 まずは友達や知人をたくさん集めて，それぞれ自分の能力を出し合えるように作ってい

くということで始めたんですけれども，とてもじゃないけどできないと。そしたら西條先

生が有名な方をたくさん集めてくれました。さわやか財団の何々さんとか…，まぁ話した

らきりないですけど。その中で 4 回くらい研究会をやっていくうちに，皆さんそれぞれ自

分の青写真があるんですね。だけど，強力な青写真がたくさんあると，まとまらなくて，

どんどん抜けて行きまして，ただ 1 人，川崎幸クリニックの杉山先生だけは残ってくださ

って，杉山先生を中心に地元の主婦でグループリビングを作ろうということになりました。

ですから，これまで皆さんが話されたような福祉大学を出られたとかね，そういうメンバ

ーではないので，これから話すことは本当に主婦たちが，ちょっと言葉は悪いですけれど

もオママゴトのように最初は始めたようなものです。 

 COCO という名前ですが，本当は COCO 湘南の傘の下でやりたいと申し入れをしたんで

すけれども，「地域が違うから無理よ」っていうことで，法人名をグループリビング川崎

にして，住む家に COCO という名前をあげるわっていうことで，ありがたく頂戴したとい

うところです。ですから，COCO という名前に恥じないようにしようということで始まり

ました。 
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 私たちはこの絵から感じられるようなイメージを生活の目標にしました。2003 年に建物

が完成しました。仲間は，「原さん，建物ができたから乾杯しよう」と。でも，私はその

ときに，「ここに住んでいる人が，ここに住んでよかったねぇって言った時に乾杯しない？」

と言って，完成の乾杯はおあずけになってます。ただ今年は 10 周年になりますので，10 周

年の日には，乾杯したいなと。月に一回入居者の方たちと懇談会を開いているんですけれ

ども，話の中で口癖のように「COCO に住んでよかったよかった」っていう声をこの頃は

聞きますので，9 月 29 日にやる予定なんですけれども，その乾杯を楽しみにしているとこ

ろです。 

 向かいにある壱番館なんですけれども，そこは川崎市営の高齢者住宅で，COCO 宮内が

できる 5 年くらいまえにできあがっています。 

 川崎市の高齢者事業推進課が，COCO 宮内の立ち上げについてだいぶ応援してください

まして，2003 年の 10 月 1 日にはじまったんですけど，翌年の 2004 年の 4 月から 3 年間，

川崎市安心ハウス交流支援モデル事業ということで，1 年目は 100 万円，2 年目と 3 年目は

80 万円の支援をしてくれました。COCO 宮内が新しいタイプの高齢者の住まいとして，こ

んなふうにありますよっていうことを，紹介するための会に使ってくださいということで，

私たちは年一回の紹介の会をやろうということで，何々祭りにしようか，何フェスティバ

ルにしようかとか言ってたんですが，もうそのものズバリ，「COCO へ行こう！」という

会とし，年一回行われています。これについてはまた後で写真を見てお話したいと思いま

す。 
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 3 年間の支援金が終わりましたら，市政だよりに何か載せるとかお金以外の支援はなんで

もしますよと言っていただけました。その後，私たちは要求しなかったんですが，翌年か

ら川崎市高齢期の住まいガイドに，新たにグループリビングというページができ，グルー

プリビングは COCO 宮内一軒です，と書かれていました。間取りは，ほぼ湘南台と一緒で

すが，押し入れは可動式で，その押し入れの場所によっては部屋が広く使えたり押し入れ

が目隠しになったりするようになっています。それから共用部分の床は，脱衣所含めてほ

ぼ全部床暖房です。個室は床暖房ではありません。 

 

 これは，COCO 宮内入口の右手にある

カフェ BeBorn というレストランです。

レストランのテラスの部分です。BeBorn

というのは，再生という気持ちで作った

名前です。一度リタイアした人ももう一

働き，それから昔からカフェをやりたい

なレストランやりたいなと思ってたけど，

とうとう年をとってしまったわ，でも今

からでもできるわとか，再生という意味

に願いを込めてつけたのが BeBorn です。

ここは，入居者の昼食の場所にもなって

います。店内はペットは無理なんですが，このテラスはペット OK ということで，近くに等々

力公園もありまして，ペットの散歩帰りに人が入ったり，子連れのお母さんたちがテラス

を使います。近くの中小企業の方，15 分位歩いて来てくれる富士通の方も来てくれます。

一食 650 円で，少ない時は 10 名少々だったりしますがだいたい 30 名から 35 名の人が利用

すると考えて作っています。メンバーは 8 名で，午前 3 人午後 2 人。住人の人と地域の人

がちょっと触れ合う場所といった感じです。この間は 92 歳の方が事情があって退去された

んですけど，いつも来る富士通のお兄さんがその退去される方の手を握って「いやぁいな

くなっちゃうの，元気でねぇ」っていうようなシーンを見たりしています。 

 

 学童保育です。川崎市にはわくわくプラザという学童保育があるんでが，時間が短かか

ったり，内容にいろいろ希望を持つお母さんがいらっしゃり独自のやり方で初めました。

一年生から三年生までいまは 30 名弱です。

曜日ごとに講師を招いています。たとえば，

月曜日はヒップホップダンスの先生，英語

の先生，美術の先生，音楽等，講師を招い

て，お稽古事にいかなくてもいいようにし

ています。ただ，サッカーと水泳だけは送

り迎えをして，近くの教室に通うのを手伝

っています。とても喜ばれています。以前

は保育園に宣伝にいっていたんですけど，

今年あたりは黙っていても来年度 10 人の募
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集に対して 13 人の希望者があり「選抜しています」とか言ってました。どう選抜したのか

わかりませんけど。コーラスという 30 人位の年配の方々のアトリエ活動があるんですけど，

子ども教室では，夏休みなどに交流会をして一緒に手遊びをしたり歌を歌ったりしていま

す。土日祭日は休みですが，土曜日には学童保育とは関係ないメンバーがバレエ教室をし

ています。それから最近はフラダンス教室が始まりましたが，これは入居者の方がお一人

フラダンスがお好きな方で，その方の先生を呼んで，フラダンス教室が始まっています。 

 

 これはピアノ教室です。ピアノ教室の隣に，

打楽器教室があるんですが，両方含めて約

100 名の生徒，5 人の先生がここを使ってい

ます。それで生徒の家族，特に母親の出入り

によってグループリビングを知って貰える

きっかけになっています。ここに通っている

生徒のお母さんが掃除メンバーになったり，

打楽器の先生がカフェの手伝いをしていま

す。また，「COCO へ行こう！」のときに，

ちびっ子の歌とかで参加してくれたり，打楽

器教室はカフェで演奏会などをやりまして，入居者がそれを見てドラムの練習を始めまし

た。 

 これはデイサービスです。労協というグル

ープがやっています。ここの特徴は，パワー

リハビリという 6台のこの町のスポーツセン

ターにあるような機械を使って一日を過ご

しています。割りと，若い時期に麻痺が起こ

ってしまった男の人が多いです。また，訪問

介護ステーション，高齢者の他に，子育て支

援として保育ママという制度が川崎にはあ

るんですが，市の委託を受けて保育ママの派

遣もしています。 

 

 いままでのはどっちかというとビルのテ

ナントとしての併設事業です。これからは

NPO のことをお話します。 

 

 NPO はここに書いてあるような仕事をし

ています。食事作りは，毎日の夕食作りをし

ます。昼はカフェを利用するんですが，土日

祭日はカフェはやっていないので，そこの昼

も作っています。見守りというのは，ライフ

サポーターがする仕事です。現在は昼週に 2
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回，夕刻毎日各 1 時間 15 分です。この 1 月までは，毎日昼行われ，昼夜とも 1 時間半でし

た。1 月に手を貸さなければならない方が退去されまして，いまはほとんどの方が何でも自

分で出来る人ので，皆で討議しまして，必要性に沿ってするということで減らしました。 

 医療のネットワークなんですが，島医院というのがありまして，そこの医院長と師長が

とてもこの取り組みに感動してくれていまして，必要があると月 2 回の往診とかの制度を

使って毎朝 7 時半，つまり開院の前に来てくれます。以前その形を 1年半くらい続けてた

メンバーがあったんですけど，いまは元気な人が多いので見えていません。 

 それからグループリビングの PR 活動は，主に見学者の対応のことです。 

 

 

 これがグループリビング川崎の組織図です。理事会は隔月に行われます。恐縮ながら，

大江先生も理事をやってくださっています。だいたい理事会で大筋を決めまして，運営委

員会というのは毎月ありますが，実際に「COCO へ行こう！」をやろうと決めたら，どう

いう係でどういう日程でどうする，という細かいことを決めるのが運営委員会です。そし

て，医療相談は前述の島先生と幸クリニックの杉山先生に色々相談があるときにしていま

す。運営相談は大江先生ともう一人，仲間の人で 50 歳を過ぎてから大学院にいったとって

も立派な仲間がいまして，生涯学習というテーマでいらしたんですけど，その方から色々

お知恵をいただいています。 

  



123 

 

 事務局と生活支援に分かれていまして，事務局は事務一般の色々なプリント作り，それ

からアトリエは趣味の教室，会計に満田会計という税理士さんが入っているのは，最初の

時点で川崎市の支援金をいただいたのできちっとした収支をお見せしなければいけないと

いうことでお願いしたのです。その後，会員になってくださったので，そのまま会計の面

倒を見てもらっています。 

 生活支援の方ですね，食事・清掃その他に植栽など色々なメンバーが活躍しております。

そしてライフサポーターです。 

 

 これが食事メンバーの会です。メ

ニューを中心に会議します。次の月

のメニューは，まずカフェが 10 日

くらいまでに翌月の昼のメニュー

を提示します。次に仲間のメニュー

を作る人が，それにダブらないよう

に夜と土日と祭日の昼を決めます。

二ヶ所の合わさったメニューを食

のリーダーと入居者 2人と私 4人で

検討します。入居者 2 人は日頃の入

居者の食べっぷりとかあの人はこ

れが嫌い，これはすごく喜ぶわよと

か，情報をくれてできあがります。そして最後に作るメンバーが，そのメニューを見て，

じゃあこれは何枚くらいとか何個くらいとか何グラムくらいとか，この人はエビがダメだ

からじゃあその時はキスの天ぷらねとか，すごく細かく決めます。食事メンバーには買い

物する人，作る人，片付ける人がいますが，一週間に一回だけ冷蔵庫の掃除に来る人，そ

れから台所の掃除を月に一回する人とか，細かく分かれています。入居者の方はメニュー

作りと，返金の会計とかをやっています。 

 

 これは掃除をしている風景ですが，30 代から 40 代の

5 名の方で主にやっています。その中で 5 年位前からい

る人で，希望してきた時に子供をおんぶしてきたんで

すね。「えぇお風呂場の掃除するときにおんぶしてい

たら逆さまになっちゃうじゃない。無理じゃない？」

って言ったんですけど，どうしてもやりたいっていう

ので，メンバーになり，やり通していまして，今度小

学生になるかなぁという感じです。また同じ方なんで

すけど，ある時男の子 2 人いたので，「どこの子？」

って言ったら「私の子」って言ってね，その男の子 2

人が一休さんのように廊下を掃除していました。それ

でそのお母さんが言うには，「お母さん僕が高校生になるまでこれ続けてよ」って。「ど

うして？」って言ったら，「僕高校生になったら，ここで掃除のアルバイトする」って言
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ったっていうんでね，皆すごく喜んでます。また他のメンバーは「やっと生まれた子なの

よ」って言って，日曜日のお掃除とかに三年生の男の子を一緒に連れてきてやったりして

います。 

 

 これはライフサポーターの会議です。

ライフサポーターは初めは私一人でや

っていました。6 年前に肺がんが見つ

かりました。その時にこれはもうでき

なくなると大騒ぎになりまして，その

時からライフサポーターを 6〜7 名で

手分けして行う形ができました。その

時の皆さんの資格というのはヘルパー

2 級だったり元准看護師さんだったり，

歯医者さんの奥さんだったり，ヘルパ

ー2 級の人は別として主婦ですね。で

きるのかしらって言ったけど，心さえ

あれば大丈夫よっていう感じで，始まりました。でもいまライフサポーターは色々情報交

換して，皆で 1 人よっていう感じでやっています。まぁ入居の方々も色んなタイプがあり

ますように，ライフサポーターも色々タイプがありまして，帰ってくると「おかえりなさ

いませ」っていう人もあれば，「あら，帰って来たの」っていう人もいるし，特にマニュ

アルは作らず，自分のキャラで発揮してもらうようになっています。いま手足を補助する

人がほとんどないので，話題提供っていうことが主な任務です。 
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 アトリエ 21 の様子をお話します。アトリエ 21 は，まずこの表から見てください。 

 アトリエ 21 は 13 項目ぐらいあります。 
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①             ②            ③ 

 これはペン習字の教室です（①）。最初は大人の受講生で入居者の方が先生で始まった

んですが，子供もいいですかっていうことで子供が入りいつの間にか子供中心になりまし

た。最近は反対に大人もいいですかっていうことで，大人も入っています。これはビーズ

教室です（②）。小中学生のお母さんが多いです。これはギター教室ですが，小学生から

年配の方までです（③）。 

 

     

④             ⑤             ⑥ 

 これはマグマグクラブと言いまして，虚弱な方とか，認知症の人のカラオケ教室です（④）。

元気な入居者も入っています。これは発表会ですこれは先程申し上げました COCO へ行こ

うです（⑤）。展示発表できる講座は展示発表。それからギターとかコーラスとかは舞台

で発表できるものは舞台発表。その他バザーとか，併設の仲間たちがそれぞれの形で参加。

それからこの風船なんかは，デイサービスの人たちが膨らましてくれたものです。あと行

事としましては「COCO へ行こう！」の他に，お茶会をしています（⑥）。お茶会はどう

して始まったかというと，3 月 3 日を迎えるときに，「ひな祭りよね，なんかお雛様の歌を

歌って雛菓子食べて終わるんじゃなんか子供っぽいわね」「じゃあお茶会をしましょう」

って言ったことから始まりました。いまではこども教室のメンバーやデイサービスの人た

ち，立礼席を作って，お茶会をしています。今度は 3 月 7 日に行われる予定です。 
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⑦             ⑧            ⑨ 

 これは行事の 1 つで敬老会です（⑦）。子供はピアノ教室の子どもたちです。これも川

崎市の最初支援金でやっていました。お弁当買ってくるって言ったら，お弁当買ってくる

なら支援金はだめですと。材料買ってきて作るならいいと，ということで 40 人分のお弁当

を私たちが手作りしてやってます。これは勉強会です（⑧）。毎年いろいろ情報を得るた

め開催します。NPO について，井之川さんがお話してくれたこともあります。介護保険に

ついて，成年後見制度について，グループリビングの暮らし方から老後の生き方，それか

ら改定介護保険，口腔ケアについてとかの勉強を，その筋の方にお話していただいていま

す。その他に私たち自身としても毎年目標を持って生活しています。この 3 年間は今年が

充実した日々を送ろうでした。去年が美味しい食卓豊かな食卓を囲むには，体づくりをす

るにはと，絶えず勉強しなきゃいけないなという精神でやっております。これは消防訓練

です（⑨）。向かいの市営住宅のメンバ，弐番館の併設の仲間と共にやってます。この他

に毎年やっていることとしては，川崎市の市職の方が NPO の人たちがどういうふうなこと

をやっているのかということで，5 日間 9 時～17時で NPO に勤務するという形で見えたり

しています。中原中学の男の子たち女の子たちがボランティアに来てくれる時もあります。 

 

 

 ちょっと理屈っぽくなりますけれども，これはカウンセリングルームの書いてくれた幸

せとはという言葉なんです。自分の長所好きなこと得意なことを活かして社会参加してい

くことで，幸せを勝ち取ろうという気持ちでやっています。 
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 課題です。若い人たちに集まってもらって，や

って行きたいと思っています。若い人たちは結構

集まるんですけど，なりふり構わず中心人物にな

ってくれるっていう人は見つかりません。これが

課題です。 

それから，私たちの課題とは別に，全体の課題と

して，国民年金でも…国民年金をもらっている人

でも住めるグループリビングがあったらもっと幅

が広がるんじゃないかなと思っています。それか

ら，川崎市からヒアリングがあったときに，ちょっと唾飛ばして喋ってしまったんですけ

ど，介護保険料を集めるとか，福祉のための税金を集めるとか，お金を集めるんじゃなく

て一人ひとりが手を出しあって，お金じゃなくて手を出しあっていかなければ間に合わな

いんじゃないですか，と。介護している人の意識の中にもすごく自分がやらなきゃってい

う意識が減りすぎちゃっていると思うんですね。母が特養に入っている時に，エレベータ

ーに乗り合わせた女性が自分の親御さんの車椅子を押していたんです。で，「原さん，見

てください。母はこの間来た時と同じ洋服を来ているんです」って言うから，「え，汚れ

てないからじゃないですか？」って言ったら負けずとばかり「爪も切ってくれてないんで

す」って言うから，「爪くらい自分で切ってあげたら？」って言ってしまったんですけど。

私は一応特養には提案しました。自分の親の部屋くらいは家族が掃除するように決めたら

いいんじゃないですか，って。お金を集めることも必要ですが，社会全体が出来ることを

出し合って共に生きる形を実現することが必要だと思います。幼稚園の子だってニコって

笑えば人を喜ばせることができるんですよね。それから私は母に食事を三度三度あげに行

っていた時期があったんですけど，隣が中学校なんです。昼休みに順番に…まぁ難しい食

べ方をさせなきゃいけない人もいますけど，中学生がもっと出てきて日常的にそういう人

に関わったら，いいんじゃないかなってすごく感じました。以上です。課題です。失礼し

ました。 
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２ パネルディスカッション 

 

 

［大江氏］ 

それではパネル・ディスカッションの後半のほうに行かせていただきたいと思います。 

この時間が 14時 50分までということなので，あと 45分間ございます。地域に開くという

ことを巡って，いまのご紹介いただいた 3 つの事例について話を進めて行きたいと思いま

す。 

 

3 つの事例はそれぞれ地域も違いますし，それから運営形態も違います。最初の星川さんと

清野さんのところは，JKA の補助事業で作ったものですが，原さんのところは自主事業で

作られたものです。COCO 湘南台をモデルにして，かなり忠実に再現しようとして作られ

たのですが，条件が違う中で，いろいろな課題を解決していくプロセスを経て，独自の形

になってきているのかなと思っています。そういう違いがある中で，地域に開く，地域と

繋がるっていうことがどういうことかについて，お話を進めていきたいと思います。 

まず，清野さんのところは社会福祉法人で，星川さんと原さんのところは NPO という法人

格の違いがありますが，星川さんの NPO は，グループリビングの建物を所有していて，賃

貸借経営と生活サービス提供を同じ NPO がやっているという仕組みなんですね。それに対

して原さんのところは，建物が原さんのご主人のところの会社が所有していて，NPO はサ

ービスの部分だけを担っているという形になっている非常に身軽な NPO なんですね。一 

方，清野さんのところは，建物を所有していて，サービスは一部外のものを使っていると

いうことですね。COCO 湘南台は昨日見ていただいたり，お話を伺う中でご理解いただけ

たかと思いますが，居住者の方たちを NPO が包み込むような形になっていて，居住者の意

思を反映して NPO が契約主体になっています。つまり NPO が家を借りる，食事サービス

を買う，共用部分の清掃サービスを買うというように，消費主体になっているんですね。

NPOが買って，その買ったものを居住者が一緒に使うんですね。食事提供サービスを使う，

借りた住宅を使う…そういった形の NPO なんです。したがって，同じ NPO と言っても，

持っている役割が違ったりします。そういう色々な違いが生まれてきている中で，どうい

うふうに地域に開いていく営みが行われているのか。事業形態の違いが，そこに反映され

ている可能性はあると思います。 

 

まず，外に開いていくという意味で，外の資源を使っていくんですが，外の資源を使うこ

とのプラス面マイナス面について考えていきたいと思います。たとえば COCO 湘南台が食

事のサービスをワーカーズ・おり～ぶさんから買っているわけですね。それに対して星川
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さんのところは，外からサービスを買っているわけではなくて，自分のところでサービス

を作り出しているっていうふうになっているのですが，星川さんはそこをどうとらえてい

らっしゃいますか。 

 

［星川氏］ 

食事のことに関しては，元からあったサービスがありましたので，それを利用していると

いう形ですね。ただ，いまはワンディシェフということで，ともかなで一日一日違うシェ

フで作ってくださっているのがありまして，時には皆でそこに食べに行こうっていうのが

ありますけど。 

 

［大江氏］ 

COCO 湘南台では一度最初の食事作りのグループが，居住者のニーズに合わないというこ

とで，おり～ぶさんにお願いするという形で，供給主体を変えたという経緯があります。

サービスを買う立場からすれば，私たちが欲しいサービスはこれだから，こういうサービ

スを作ってくださいということをサービス供給主体にお願いして，それがよかったらそれ

を買うけども，そこがそうじゃなければ別のところから買いますという，そういう選択性

があるっていうことだと思います。中でやることになると，そういう選択性がうまくいか

ない場合もあると思うんですが，その部分はどういうふうにやってらっしゃるかというこ

とについて，三人に伺いたいんですけれども，それぞれお答えいただければと思います。 

 

［星川氏］ 

いぶりたすけ愛では，打ち合わせの時に年に何回か「食事はどうですか？」と皆さんに聞

くようにしております。ただ，本当か嘘かわからないのですけが，「たすけ愛の食事美味し

いよ～」って皆さん言うんですよね。それでちょっと鵜呑みにしておりますけど，本当で

しょうか。（一同笑） 

 

［清野氏］ 

私どもの法人の方はですね，管理栄養士さんがいるんですね。本体のほうが栄養士さんの

ほうが献立を作っているんですけれども，入所施設のほうですね。で，モルゲンとモーニ

ングというグループリビングが 2 つあるんですけれども，やはりこちらの方も管理栄養士

のほうが 2 人いるので，それぞれひと月ずつ献立，メニューを，栄養士さんによって好み

って違うんですね，癖があったり，どうしても洋食系が好きだったり和食系が好きだった

り，中華系が…とかありますけれども，そういったものも含めて，あとは個人個人の病気，

たとえば塩分制限があったり腎機能とか高脂血症とかありますので，お味噌汁をちょっと

控えていただいたり，そういったことも含めて管理栄養士のほうが聞き取りをして，お一

人お一人…あとドクターの方とそういった栄養管理の方の指導も看護師さんも交えてケア

プランを立てるときに一緒に入っていただいたりとか…あとアンケートですね，一番は。

アンケートの方も皆さんにとっていただいて，自由にどういったものを食べたいとか，あ

とはリビングでお作りいたしますので，たとえば前は畑持っていた方が一緒に野菜を採っ

て来たものを茹でたり，調理したりとかいうのもやっておりました。いま元気な方がいな
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いのでそこまではできておりませんけど。 

 

［大江氏］ 

作る方は何人くらいいらっしゃるんですか？ 

 

［清野氏］ 

うちの方は外部委託ということで，シルバーさんの方と地域のお母様方が一部入っており

ます。年代的にはシルバーなので 60歳以上の方が。 

 

［大江氏］ 

昨日行きましたふらっとステーション・ドリーム。今日も午前中だけ島津さん来てくださ

っていたんですが，島津さんとお昼食べながら話をしていましたら，ふらっとステーショ

ンは同じ物が出てくることはないというんですね。つまり同じメニューでやっても，作る

人が違うので，たとえば同じ煮物でも違った味のものが出てくるので，それが楽しいって

いうふうに言われているんですっていうお話だったんですが，そういう点で言うと，それ

は良し悪しがあると思うんですけど，割りと安定したものが出てくる形になるんですか？ 

 

［清野氏］ 

味はですね，やはり入居者様の方から，味付けはやっぱり同じ材料でも作る方によっては

違うっていうのをお聞きしていますし，作る方によってだいたい味がわかるとか，そうい

ったことはあります。ときどき私も行くと味見してくださいとかって話はあるんですけど。 

 

［大江氏］ 

それを受け止めてらっしゃる？ 

 

［清野氏］ 

そうですね。はい。プラスに。 

 

［大江氏］ 

原さんのところは，いかがですか？ 

 

［原氏］ 

初めの頃は私も料理作っていました。家庭料理。そうすると涙流すように，「私ね，一人暮

らしの時，ドア開けて『ただいま』，ひとりで『おかえりなさい』って言ってね。熱いご飯

に生卵かけて食べてたのよ。こんなご馳走…」って言ってたんですけれども，しばらくし

たら「アンコウを食べたいわ」「伊勢海老食べたいわ」とか言うようになりました。食事っ

ていうのはきりがないところがあるし，飽きるときもあるし，色々だなってそのとき感じ

ました。いまですね，7人くらいの人が食事を作っています。そうすると，やっぱり塩から

目に作る人と薄めに作る人と色々です。でも，かえってそれがいいかなって思っています。

食べる人も 10人，いままでの歴史がありますよね。だから，同じ人が作るとずっとその人
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に合わせなければならないけど，色んな人が作ると，自分に合った味の人になる日もある

わけですよ。それから，去年豊かな食卓ということで一年過ごしたわけです。そしたら，

たまたま震災もあったんですね。「豊かな食卓ってなんだろね」って話した時に，「たとえ

塩にぎり一個であっても，皆がニコニコして食べればご馳走だね」って，皆納得しました。

ですから，美味しいまずいっていうの，それから食材の高いの悪いのっていうのは無しに，

基本的には皆さんどんなものでも一生懸命自分たちのために作ってくれるんだから，美味

しいと思おうと思っていると思います。食作りのメンバー会で，「誰々さんがこの頃のお味

噌汁がちょっと味が薄いって言っていた」とか，「骨が舌に触ったとか言っている」とか，

言う記事は出していただいています。皆さんからこういうことを直接食作りの人に言うと，

やはりお気の毒っていうのがあるので，ライフの人とか NPO の人に言ってくださいと，そ

して改善できるものは改善するけども，無理なものはできませんと。特に家庭料理なので，

我が家のカレー作ったって，明日の朝余れば食べるし，そういう考えで食を受け取ってく

ださいねっていう話し合いを一方的に言うんじゃなくて，しています。そうすると皆さん

「そうだよねぇ，自分たちに一生懸命作ってくれるんだから。大丈夫，美味しい」って言

って，でもやはり一言今日のはこうだった，今日のはこうだったっていう感想は大事だと

思うと。それをやっぱり言えるのはお互い信頼関係があるから，黙ってないで言えるんだ

ねっていう話も出ています。 

 

［大江氏］ 

ありがとうございます。食事の作り手が外部の事業体であっても事業体内部であっても，

居住者と作り手の間にコーディネートの役割を担う人がいて，日常的に食事内容について

話し合っていることで，居住者のニーズに合った食事が提供されていることがわかりまし

た。また，事業体の性格にかかわらず，食事の作り手として主婦の方たちが複数参加し，

結果的に味のバラエティがあることが，食事の幅を広げることに繋がっていることも分か

りました。グループリビングの食事作りは地域の女性のネットワークを作り出し，また支

えられているのですね。 

COCO 湘南台は夕食主体って言うことになって，一日二食で，朝ごはんは自分で用意し，

夜は作り手がいてっていうことなんですけれども，お昼をどうするかというところで，違

いがあるようです。原さんのところはコミュニティ・カフェが併設されているので，居住

者が希望されていれば，カフェに食べに行くっていう形になるわけですけれども，星川さ

んや清野さんのところはお昼はどうされているんですか？ 

 

［星川氏］ 

うちはサロンをやっていますので，生活者の方，サロンの方と一緒に食べるようになって

おります。 

 

［大江氏］ 

そこは，地域社会とつながっていくひとつの接点になっているっていうわけですか？ 
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［星川氏］ 

そうですね，先程大事なことを言い忘れたのですが，本当にサロンに来る方たちも生活者

の方たちの様子を見て，「本当に元気をもらえるわ」と言って喜んでもらっていただけるし，

生活者の方も，「色んな方が出入りするので，刺激になるし元気をもらえる」と言っており

ます。生活者の方もサロンには積極的に参加していて，来た人たちと，お友達になってい

ます。 

 

［清野氏］ 

うちの方はですね，モーニングの方は希望ということで，お昼をとっていない方と自分で

お作りになる方，モーニングの方ではいらっしゃいますし，あとモルゲンモーニングでデ

イサービスをご利用されている方いるんですね，それで毎日誰かはデイサービスに行って

おりますので，緑光園…本体の方とグループリビングの方とデイサービス，全部メニュー

が違うんですね。なので，作る人も違うので，モルゲンモーニングもありましたように，

先程もありましたように，お味とデイサービスに行った時の食器も全部違います。やはり，

モーニングはグレード的に一番いい食器を使っていますので，デイサービスの方もやはり

おやつもモルゲンモーニングさんとおやつも違いますし，そういった意味でいい意味での

平等，ランクっていうことで，デイサービスの方も緑光園の方もモルゲンモーニングも，

おやつも違います，食器も違います。 

 

［大江氏］ 

お昼ご飯が地域の方たちと直接触れ合う機会になっているようです。お昼を地域の方たち

にも提供して，同時に居住者の方たちが外部と接触できる機会にするというのは大切だと

思います。このように地域とつながる第一のポイントは食事だと思いますが，二番目にい

ま星川さんの話にもありましたが，サロンというか趣味の活動ですよね。そこの部分での

接点ってのが，居住者の方にとって，外の世界とつながっていく重要な部分だと思います。

サロンとか，趣味活動等通して，単に趣味活動を一緒にやっていますねだけではなくて，

そのつながりが他に変わっていく，別のものにつながっていく，そういう機能をどういう

ふうに持っているかということについて，お話を伺いたいと思います。 

 

［原氏］ 

私たちアトリエ活動と言いまして趣味の活動があります。12〜13 講座くらいあります。入

居者の方はコーラスに 4 名，短歌に 3 名，手芸 2 名，お茶，ペン習字，ビーズに各一名か

ら二名参加しております。で，それぞれの参加の場所で，地域の新しい友だちを見つけて

いる人もいます。老人クラブ誘われたり，別の体操教室に誘われたり，それからちょっと

アトリエ活動とは別なんですけど，編み物教室をやっている入居者の方も地域の人を呼ん

で，自分が先生になってやったりしています。 

だいたいアトリエ活動で年間延べ 2,500名くらい。去年はちょっと一昨年の震災のあれで，

去年の総会の集計は 2,200〜2,300 名だったと思うんですけど，普段ですと，2,500 名くら

い。一回どの講座も 600 円，講師が 400 円のお持ち帰りで，NPO へ 200 円いただいてい

ます。利用者は正会員，賛助会員またはサポーター会員などになっています。正会員は 5,000
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円， 賛助会員は 2,000円，サポーター会員は 1,000 円。だいたい全部で 140 名くらいいま

す。講師の人は，生徒が 6 人いると 6 人分だけなんですけど，短歌の先生は自分が短歌が

好きだから，それを教えること自体が楽しみで来ているからって言ってくださいます。。こ

の方は生命保険会社でお仕事をしていた方ですけれども，定年になってから来てくれてい

ます。コーラスはですね，一番多くて 30 名くらい。ババさんコーラスという感じでやって

いますけど，お茶の時間が楽しみなんですね。そうすると，さつまいもの天ぷらを持って

きたり，私がおしるこ出す日は白菜の漬物を持ってきたりという感じで，お茶飲み場。30

分くらい喋っていますね。切り替えるのが大変なくらい。まぁこれはほんの一部の紹介な

んですけれども，アトリエ活動によって，鍵を閉めて暮らす家でなく，鍵を開けて入居者

とともに，たとえばコーラスのメンバーがフラダンスに誘ってくれたり，おんなじ人なん

ですけど，今度ヨガの教室をやりたいって人がいるから誘っても開講させてもらってもい

いとか，なんかそんなふうにアトリエ教室では関わりを持っています。まぁそれに関して

は，私の方でも NPO の方でも印刷を手伝ったり，あと子供の講座が 2 つあるんですけど，

ペン習字とそろばん教室ですけれども，集金がね，やっぱり大人でないので，出てそれを

手伝ったり，私は先生の荷物持ちをしたり駅への送迎とかをやって，接点を持っています。 

 

［清野氏］ 

うちの方もですね，アトリエというのは結構広めにあるんですけれども，お元気な方はカ

ラオケの方があったり，あとお好きな方が笛演奏，そんな活動をしていたり，お花が好き

な方がいて，自分の自宅からお花を持ってきて，菊の品評会に出したり，あとお弟子さん

たちとかが一緒にお手伝いをしてくれたりとか，そういった自分たちの仲間の方がお出で

いただいたりしております。あとはやはり先程もあったように地域のお祭ごとであるとか，

地域のボランティアさんが来ていただいたり，あと学生さんが認知症のサポーターとか色

んな学校で行われるボランティア活動も来ていただいた時に入っていただいたり，あと法

人の中で介護予防教室とか，いろいろ地域密着型の介護教室とか行なっていますので，そ

の時は入居者の皆様も一緒に入っていただいて，お教室を聞いていただいたりとか，そう

いった活動の方もさせて，利用させていただいております。 

 

［大江氏］ 

それが他の何か活動に変化していくとか転化したりとか，そういうものっていうのは何か

あるんでしょうか。 

 

［清野氏］ 

そうですね，逆にうちの方は併設…敷地内の中にデイサービスとか主体の第一種の事業が

ありますので，たとえば合同の催し物とかにお誘いをしたりとか，たとえばマジックショ

ーとか，そういった先生方がお見えになった時に，そこのグループリビングが主体ではな

くて，たとえば施設の方とかデイサービスの方で先生がお見えになった時に，一緒に参加

する，そういった一ヶ月間の行事の方のスケジュールがありますので，よろしかったらお

いで頂く，お誘いをする，そういった形でやっております。 
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［星川氏］ 

サロンから発展していったもの…ですか？ 

 

［大江氏］ 

そうですね。サロンというのは，居住者の方がそれぞれ自分の好きなことを通して新しい

人，色んな人に出会っていく，そこで友人関係が作られるという機会が提供されている場

だと思うんです。もちろん友達ができる仲間ができるっていうのは，尊いことだと思いま

すが，それを機会に別のものにつながっていく新しい役割が与えられていくことがあるの

かなっていうふうに思ったりしているんですけれども。 

 

［星川氏］ 

リビングの方が直接っていう形ではないんですけれども，サロンで布ぞうり教室っていう

のをやっていたのですけれども，何人かで作り，生活者の方も作っていましたが，それが

発展しまして，「ともかな」で，布ぞうりを作って販売しているっていうのはあるかと思い

ます。そのようなことでしょうか。 

 

［大江氏］ 

そうですね。ともかなができたことで，新しい関係性が生まれたのではないでしょうか。

ともかなができていなければ，布ぞうりは趣味の活動で作っただけで終わっていたのが，

それを売るということで，さらに広がりが生れたように思います。またもしともかながで

きていなければ，その 3,000 円の自治会費は自分たちのお楽しみのためだけに使われて，

そこから外に出なかった可能性があるのが，駄菓子屋の出資につながるってことで，外に

出るようになったということかなと思います。つまり，グループリビングだけじゃなくて，

ともかなを作ったことによって，グループリビングが外の世界につながっていく回路とい

うか，そういうものが新しくできたというふうに理解したんですけれども，そういう理解

でよろしいんでしょうか。 

 

［星川氏］ 

そうですね。生活者の 87 歳の男性が，元，大工さんだったものですから，包丁を研いだり

とかが得意で，いま「ともかな」に「研ぎ屋 英ちゃん」をオープンしてもらったんです

けれども，包丁を研いで欲しい方一本 350円で研ぎますというのをやったりしています。 

 

［大江氏］ 

会場の方が手を挙げていらっしゃる。 

 

［会場］ 

ともかなって，スリッパの教室をやっていますっていうのを聞いて，友達を募っていきま

した。それは何か見学もそうですけど，そういうのはまた行きたいねとか，そういう話に

もなっているので，それも外の世界につながっているんじゃないでしょうか。 
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［星川氏］ 

それは「ともかな」のものづくりのところで，手芸教室をしていまして，スリッパを作り

を募集したんですよね，そこに角谷さんが応募してくださって，作ってくださいました。 

 

［大江氏］ 

サロンの方でやっている趣味活動っていうのは，一種の制度外のデイサービスみたいなも

のなんですか。 

 

［星川氏］ 

いや，もう本当に自主的な集まりで，私たちはできるだけ自分たちでできることはしても

らおうという趣旨ですので，「場所を開放します，皆さん自由に使ってください」という形

にしているんですね。オープンするときにも，地域に住んでいる会員のおばちゃんたちを

集めて「ここを自由に使って貰いたいのだけれど，どうしたらいいかしら？」って相談し

ました。そしたら皆さんが「事務所も近くにあるし，本当は毎日遊びに来たいけれども迷

惑をかけたくないので，やりたいことを決めて集まりましょう」と決めてくれました。そ

したらカラオケをしましょうだとか，ちぎり絵を教えたいとかいう人たちが次々に現れて，

いまは先程紹介しましたように何種類でしょうか・・・平日の毎日，サロンがあります。 

 

［大江氏］ 

つまりそれはたすけ愛の会の 850 人いらっしゃる会員の方がベースにあって，その方たち

のために開放しますっていうふうに最初からしていたっていうことなんですか？ 

 

［星川氏］ 

 サロンを始めましたのは，活動の中で，家に閉じこもっている方がいることに気づき出

かけるところがあったら好いねという発想でした。サロンはグループリビングの前から始

めていました。 

そういえば，地域にということであれば，ここで腕を磨いた小話だとか詩吟をやっている

方が，地域でまた同じようにサロンをやっているところに呼ばれて発表するっていうのが

あったりします。 

 

［大江氏］ 

いぶりさんの場合にはたすけ愛の活動から始まって，その会員組織があるっていうところ

が，ひとつの特徴かと思うんですね。そこの人たちがいろんな形でベースの部分を支えて

くれているということだと思うんですが，そのことは割と意識されて色んな活動をやって

いらっしゃるっていう感じですか。あるいは星川さんがグループリビング運営協議会の他

のメンバーの他の法人の他を見た時に，たすけ愛活動の会員の存在のあるなしっていうの

が，かなりプラスだっていうふうにお考えになっているかどうか，その辺りはどうでしょ

う。つまり，地域って言っても，地域の一番近いところに会員がいらっしゃるわけですよ

ね。 

 



137 

 

［星川氏］ 

そうですね。どういうふうにお話したらいいかわからないのですけれども。会員制という

のは本当に一人ひとりが自分で考えてこの会に入ってほしいと思っています。会員みんな

の，お金と知恵と労力を集めてこの会を運営していること，できることはして，できない

ことは助けてもらう，ということを理解していただいて，参加していただこうというのが

会員制をとっている理由でもあるのです。サービスを受けたいだけではなく，できること

はして気持ちよく助け合うということを理解していただけたらなぁと思っております。 

 たすけ愛活動の会員の存在はとてもプラスだと思っています。 

 

［大江氏］ 

そのたすけ愛の会は，グループリビングができたことによって，なんかそれをきっかけに

進化したり変わっていったことはあるんでしょうか。サロンができたことによって，より

集まりやすくなったこともそうかもしれませんし。 

 

［星川氏］ 

そうですね。場所的なものもありますよね。そこで住んでいる方との交流ができたってい

うのもあります。やはり，同じ仲間で助けあおうっていう意識が，皆さんすごくあるんで

すよね。たすけ愛の会員同士だというのがあるので，サロンに新しい方が入ってきても，「あ

なたも会員だったの？一緒にやりましょう」と受け入れてくれますね。 

たすけ愛の名前にして良かったと思うことが多々あるのですけれども，最初の生活者で，

94 歳のすごく頑固なおじいちゃんがいて，ちょっと何かあったりするとすぐ怒鳴ったりす

るようなところもある方でした。ある日，まだ若い方でしたが，寝たきりで，手も足も動

かせない方がサロンに遊びに来た時に，「いやぁ大変だねぇ。何かお手伝いしまよ」って一

生懸命声をかけてくださるのですね。「だって，たすけ愛だから，助けあわなければだめだ

ろう？」って，その人が言ったのですけれども，その気持がすごく嬉しいと思いました。

たすけ愛っていう名前のおかげで，助け合うことが皆さんに伝わっているのだと思いまし

た。 

 

［大江氏］ 

一方で清野さんや原さんのところは，そういう全体を支えてくれる会員組織みたいなとこ

ろはないわけですよね。その辺りはこれからそういうものを作って行ったり，それに類す

るものとかなんかそれに代わるものとかっていうのを作って行ったり，あるいはすでにあ

ったりするようなところはあるんでしょうか。 

 

［清野氏］ 

地域の方に直接，今入っていただいているそういった名前，特にサロンということでお集

めはしていなんですけれども，緑光園っていう本体の方の緑光園があるんですが，緑の会

さんっていうボランティアさんがいるんですけれども，そういった方が入ってきているん

ですが，つい先日も，その方がちょっとヘルパー2 級…いま 64〜65 歳の方かな，昭和 23

年生まれなんですが，21 日 22日，先週来まして，私もボランティアで○○させていただい
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ておりますけれども，今度実際介護の方のサポートしてですね，支援の方もボランティア

だけでは無くしたいということで申し入れがありまして，地域の方の意識の中にちょっと

少しずつ外からいままでボランティアとして入ってきた方が，もしかしたらもっとそれ以

上のことができるんじゃないかということで，何人かの方…「私，65 歳なんだけど，まだ

大丈夫かしら」なんて来てくれる方もいますので，そういった意味では本当によちよちと

いうか，始まったばかりなんですけども，そういったことからもしかしたら何か私たちに

もできることがあるじゃないかしらっていう活動を通して，ボランティアを通して，そう

いった芽生えをしておりますが，入居者の方が，じゃあ実際地域の方とどうやってつなが

っていくのかっていうことを考えた時には，やはり入っている方のお仲間がこう来ること

によっていまつながっているということで，そういった大きい意味での先程の会員様どう

とかこうとかっていうところにはつながってはおりません。 

 

［原氏］ 

私たちも生協で言う「ちょボラ」…ちょっとボランティアを立ち上げようかなんて話は一

時期ありましたけれども，ちょっと体制的にもいまは無理だと思います。ただ，繋がりっ

ていうのを形でない部分で感じているっていうことを入居者から聞いています。たとえば，

全然違うところから引っ越しては来たけれど，歩いていると軽く誰だかわからない人から

会釈をされると，あぁ私があそこに住んでいる人だって知っているんだなぁと思うと，ほ

のぼのしてくると，そういう近所の人との弱い繋がり…大江先生がおっしゃる弱い繋がり

がアトリエを通して，それから毎日カフェに行くことによって，たくさん生まれているか

なぁと，それでいいかなって私たちは思っています。そしてね，グループリビングってい

うのはどなたかもおっしゃっていましたけれども，開かれている場所，地域とか，集まっ

ている人がどういう人か，住んでいる人たちが今までどういうの歴史を持ってきた人かで，

それぞれ千差万別，十人十色以上だと思うんですね。ですから，いまも色々…こちらお二

人のなさっていることを聞いていますけれど，あまり自分としては見てもないので，イメ

ージが本当言って沸かないんですよ。でもそれぞれのところで頑張っているんだなぁって

いうことだけはよくわかるんです。ですから，私たちも小さい団体ですし，マイペースで，

そういった小さい，弱い繋がりがたくさん生まれるっていうことを目指してやればいいか

なって思っているところです。 

 

［大江氏］ 

ありがとうございました。COCO 湘南台で「アトリエ」と呼ぶ空間は，JKA 補助のグルー

プリビングにも設置され，様々な趣味活動，習い事の教室として使われています。私は最

初，このアトリエの意味がよくわからなかったのです。JKA の補助を受けた団体の中でも

理解できていないところもあるように思います。ここが地域の人々にとって新たなつなが

りをつくる場となり，また居住者が地域の人々とつながる場となることが意図されている

のですね。今日ご紹介いただいたように，ここの可能性はいろいろあると思います。そし

て，アトリエでの活動に参加したことがきっかけで食事づくりの担い手などに参加してい

くケースもあると思います。カフェはさらに広がりのある関係性につながると思いますが，

これは立地にも左右されるので，どこでもできるものではないかもしれません。いずれに
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しても，アトリエやカフェを通して様々な形で地域につながることが，グループリビング

での暮らしを応援してくれる人たちを増やすことにつながりますし，居住者一人ひとりが

一市民として暮らすことにつながると思います。地域に開くことがグループリビングを強

くするのだと思います。 
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Ⅶ グループディスカッション 

 

 

１ 課題説明 

 この運動をより有効なものにしていくためには，グループリビングを地域に開くことに

よって，高齢者一人ひとりが社会の構成員であることを持続することが必要です。今回の

ワークショップでは，地域にグループリビングを開くことが地域，地域住民，行政，企業

や団体に対して，どのような役割を果たすことになり，それがグループリビング生活者，

運営者，サービス提供者にとって，どのような意味を持つのかを議論し，地域に開いたグ

ループリビングの仕組みについて考えて行きたい。昨日から貴重な実践をたっぷり伺って

きて，さぁ私達自身が考える番ですよというところになりました。あまり時間がないので，

単刀直入に入りたいと思います。 

 地域に開かなければならないということは，グループリビングをお作りになろうという

方，あるいはもう既に始められている方にとっては，これは当たり前のことになっていて，

議論する程のこともないのですが，ところが，これが一番難しいところになるのではない

かと思います。それで，まず皆さんに各グループの中でお考えいただきたいことは，「地

域にとってのグループリビングを開くことが，地域にとってどんな意味があるのか」。そ

して，「グループリビングにとって，地域に開くということがどんな意味があるのか」と

いう，その 2つをまず議論した上で，さぁじゃあどういう開き方があるんだというところ

を昨日今日で学んだことプラスアル

ファ，もう既に始められている所で

はこういう経験があります，あるい

はこれから始めようという所では，

こんなふうに考えています，という

ふうなことを各グループの方でおま

とめいただきたい。大変時間が短く

て恐縮なんですが，それをですねこ

れから短時間の間に皆さんのグルー

プでお決めいただきたいです。 

 

（…人数調整…） 

 各グループで，司会と記録者と発表者を決めていただきたいと思います。 

 それからなるべく短い時間でざっと自己紹介，これを始めてしまうとこれだけで終わっ

てしまうことがございますので，くれぐれもお気をつけになっていただきたいと思います。
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その上で皆様のテーブルの上で模造紙，それからマーカーとポストイットがございます。

この紙の使い方，なるべく大きく使っていただいて，私が先程お願いをしましたテーマを

まとめて，皆さんにお見せするときに見せやすいようにしながら，ということでやってい

ただきたいと思います。 

 

（…ディスカッション…） 

 

 

２ 発表 

 はい，50分になりました。残念ですが，ここまでです。 

 ここまででできたところだけで結構です。十分な話し合いの時間がなかったということ

は，重々承知の上ですので，ともかく皆さんのところでどんどん話し合ってきたことを発

表していただきたいと思います。今日は遠くからいらっしゃって最終の飛行機に間に合わ

ないと大変なことになりますので，何が何でも定刻には終わらせたいと思いますから，各

班 2分で発表をお願いします。それでは 1班から発表をお願い致します。 

 

［1班］ 

 最初のテーマ，まず地域にとってどのような意味があるのかというテーマでしたけれど

も，大きく分けて 4つぐらいの括りで出てきました。やはり地域住民の交流の場ができる

こと，そして自分の在宅的な同じような暮らしが，自分らしい生活が継続できること，そ

して自分の持ち味を活かして社会参加ができること，あと交流の場憩いの場ということで

フリースペースの場になること。そして，地域の住民がグループリビングに出入りするこ

とによって地域とのつながり，そういったものが芽生えると思います。あと，何かあった

時，困ったときに，「あ，あそこがあるんだ」ということで，開かれたというグループリ

ビング。そして，地域の人達が気軽に来れるということです。そういった意義があるので

はないかと，第一個目のテーマについて，まとめてみました。 

 あと 2つ目ですが，グループリビングがどのような意味があるのか，運営者とかこれか

ら作られる方を中心に視点に考えてみました。まず作ることによって在宅でのいままでの
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暮らしが一人きりではない心強さがあるのではないか，そして入居者様が安心して暮らせ

る，選択の一つとしての場のつくりができるのではないか，日頃より関心を持ってもらっ

て自分たちも自主的に色々地域の困っていることにも参加ができるのではないか，そして

形が整っていっても次にできるのは心理的生活者へのサポート，個性的な人間は色々リー

ドするというのも課題にはあるが，最後までやはり自分たちが住むことの努力ができるの

か，これは問題提起ですかね，こういったことがあるのではないかということでした。あ

とは入居者様が，心豊かに生活を提供できる趣味であるとかお食事の提供，そして交流を

通して広がる生活ということですかね。あとは運営者の継続性，サポート体制の充実もグ

ループリビングを作るにあたっては大切ではないかということでした。そして入居者様自

身も住まうことによって住民にとっても色々な実践が育ってくる，そんな波及効果もある

のではないかということでした。以上まとめてみました。 

 

［2班］ 

 それでは第 2班のほうが発表させて

いただきます。いまの 1 班の方の発表

と全く重複しておりまして，言うこと

がないくらい全部言ってくださいまし

たので，ただ，その中で共通する部分

はやはり地域が活性化されるというこ

とですね。グループリビングを地域に

開くということは地域にとってどんな

意味があるのかということの第一番目

は，地域が活性化される，それから地

域の老人たちですね，安心して生活で

きるということですね。これは情報が周りの，情報収集できますので，そこに住むお年寄

りはもしこんなときがあったときは，あそこに行けばいいんだね，行くところがあるんだ

ねっていう安心感が持たれるっていうところです。 

 それから，地域に開かれるということは，グループリビングにとってどんな意味がある

のかということで，これはやはり一つの経営としてもやっていかなければなりませんし，

それにボランティアで参加するだけではやはり働く人たちの生きがいというか，そういう

こともあまり遠のいていくというのでしょうか，うまく説明できませんけど，ですから地

域に住んでいる方たちが，よろこんで自分たちも社会の一員になるということ，お役に立

っているという意識があって仕事場が，自分たちの町の中に仕事場ができたという，これ

もグループリビングにとっては皆さんに協力していただいているということで，大変経営

上でもプラスになると思います。もう色々あるんですけれども，なんかちょっと重複して

いましたので，以上終わります。 

 

［3班］ 

 3班です。あの 1班 2班さんがおっしゃられたのとだいたい同じなんですけれども，その

中でも新しいことといえば，村社会からの脱却というのがありまして，古い体制の中から
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新しいものが生まれてくるということで，そういう古い考えの中から脱却できるというこ

とがあります。それからコミュニティを通して，新しいチャンネルを通してということな

んですけども，いまおっしゃられたようにボランティアの場ができるとか，働く場ができ

るとかいうことになるのではないかと思います。それと，そこのグループリビングで，消

防訓練とか色々なことをすることで，災害等に強い地域になるということですね。それと，

地域にとって小さなまとまりで，物やサービスなどを購入する消費にもつながっていく，

それから地域の経済の活力を生むということです。それからカフェなどを作られる中で，

色んなそういうところでの飲食ができたり，楽しい場ができるというそういうところもあ

りますし，それから自分たち高齢になってそこで安心して住むことができるとか安心して

暮らせる地域につながるという，安心感ができるということ，それだけは地域にとって意

味があると。 

 で，二番目のグループリビングにとっての意味ということなんですけども，自分たちも

地域にとって役立つことができること，人とのネットワークができる，それから居住者だ

けで協力し合うのではなく地域とつながっていくことのほうが喜びが大きいとか，それか

ら社会から閉鎖された生き方ではなく人とのつながりからもらえる喜びというのがありま

す。自分たちができないことを助けてもらえるということ，それとあと経営層が運営に充

実できるということで人材が促進，グループリビングにとってグループリビングが新しい

スタッフの人材を発見できるということがありました。以上です。 

 

［4班］ 

 4班です。最初のテーマについて，地域，行政，企業，団体ということに分けて考えてみ

ました。地域に開くことがどのような意味があるのか，住民にとっては仲間ができるとい

うことや生き方の参考になる，同世代の仲間が，グループリビングにいない人の仲間がで

きたりとか，自分たちがこれから歳をとってどういった生き方をしていくかという生き方

の参考にできるということで意味があると思いました。行政の方では，行政の主体も色々

な側面で共同して色々なことがやりやすくなる，それと共同しているので費用の節減がで

きるということがありました。企業や団体にとってどのような意味があるのかということ

ですが，消費者の意向の汲み取りをすることでマッチしたものが提供できるとか新しい仕

事，ニーズができるということなどがありました。また，企業や団体が援助そういうこと

もイメージアップなどにつながるということがありました。 

 そして，グループリビングにとっては何の意味があるのかということですが，マンパワ

ーなどの資源の確保。グループリビングという小さな枠の中ではなくて，もっと広い地域

に出て社会性を確保できるということ，またグループリビングのことを知ってもらって認

知の向上ができるということと，やはり社会に出て他世代の交流ができるということ，こ

れを具体的にどのようにやっていくかということで，レストランやカフェ，アトリエや会

議の場など，共有スペースの利用を提供していくということがありました。また，ホーム

ページの運営や更新をすることで，活動を知っていただくということが大事だとありまし

た。また，具体的なこともあったんですけど，このグループリビング維持をしていくこと

が大事だという意見もありました。以上です。 
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［5班］ 

 第 5班です。入居者の方もおられたし，今から作って入りたいって言う方もおられたし，

サポートしている方もおられましたので，多様な意見が出ましたけれども，簡単に，とい

うか一言ずつだったので，時間がなかったのであれですけど，住みたい人が地域に限定す

ることなく，住みたい人がやって来られるような環境のグループリビングを作ったほうが

一番いいかなという人。具体的に入居者の方の話ですけれども，最近雪かきを近所の方が

やってくださったということで，やっぱり地域にグループリビングがあるということで，

地域の役割も存在するっていうことが非常に重要だっていうことです。それと，それに関

わるイベントの開催，これは活性化の一つ。あとグループリビングを作ることもそうなん

ですが，地域との交流の場，たとえばカフェという代表的な例が出ましたが，そういった

ことをシャッター商店街になっているところを活かしながら，グループリビングと交流の

場を作ることの提案もありました。まとめてみますと，グループリビングから地域，地元

の地域に出て行くってことが大事だし，地域の人が逆にグループリビングに入ってくる，

入ってこられる環境を作るということですかね。一方通行じゃなくて入ってくる，ですか

ら自治会が回覧板を回すんじゃなくてそこに入っていってゴミ拾いとか公園の掃除なんか

もできるようなお互いの交流が必要だということもありました。これは私の私見ですけれ

ど，グループリビングがあることで，近所の仕事地域の仕事が発生する。それからボラン

ティアを通してそこら辺にいる若い人，中年の人の自分の将来，自分が 70，80歳になった

ときの自分の将来の象が自分の目と体で覚えられる。これが二点目。三点目はグループリ

ビングがあることで，地元で物を買って，地元で消費できるということで，経済の貢献が

多少なりにもできるということがまとめとしてはありました。以上です。 

 

［6班］ 

 私ども班は，地域の地域側とかグル

ープリビング側とかで分けること自体

に抵抗がかなりあったんです。溶け込

んだ同じものではないのだろうか，同

じ立場，同じ視点ではなかろうかとい

う考え方で進めてまいりました。お互

いに地域を良くするために，どのよう

にしてお関係し合うかという，一番に

グループリビングのテーマである自立

と共生の中に人間として地域の生活者

としての相互の関わりが軸ではなかろ

うかということになりました。子どもたちの…高齢者や認知症の方々の想像でしかなかっ

たかもしれないイメージを日頃から共に地域の中で暮らしあうことで払拭していく効果が

あるのではないだろうか，また災害やそういう何かあった時に飛んできてくださる，「あ

そこにああいう場所があるんだよ」っていう認め合える情報がわかる相互の関係づくり，

またグループリビングのほうは野菜供給したり，サロンをしてみたり，地域スペースを広

くほっとスペースとして提供してみたりすることによって，またそれを地域に還元してい
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くような相互の関係づくりができたらいいのではないかということになりました。で，境

目のない交流，じゃあ何をしたらいいのか，具体的に何をしていこうって話になった時，

皆わざわざいるんだから地域に，地域を良くするために努力できることはとにかくトライ

してみようと，やってからそのうちわかるということになりました。先程言ったような「自

立と共生」ということをテーマにしながら，地域と絡み合いながらお互いを知り，また溶

けこむような，それで支援しあえるような，そういう関係づくり，またほっとするような

楽しいスペースとしての資源としての地域でのあり方，そういうものをやっていけたらい

いなということになりました。以上です。 

 

［7班］ 

 7組はですね，ちょっとそそっかしい人が

多かったみたいで，地域へ開くグループリビ

ングじゃなくて，グループリビングを開くと。

そういうふうな捉え方をしてしまったので，

地域にグループリビングがたくさんできた

ら，そういう観点で話し合ってしまったので，

そちらのほうの発表をさせていただきます。 

 そうしますと地域のメリットは，組み立て

方で世代間格差をなくすことができるだろ

うと，そのグループリビングだけでなく，そ

の近辺に小さな子どもたちが施設や色々なものを作ることで世代間格差をなくす，それで

もっとすごいのは孤独死を減らすことができるとか，仕事を作り出すことができるとか，

北欧のようになれるとかいう話も出て来ました。それからグループリビングのほうのメリ

ット。グループリビングがたくさんできたら，という観点ですので，形態の多様性が生ま

れ，入る方の選択肢ができる，たくさんできるというようなことと，行政からの支援が受

けやすくなる，理想に近づけることができるそのような意見ができました。以上です。 

 

［8班］ 

 8班です。私たちの班は，運営者の方

と入居者の方と研究者の方と三者揃っ

ての議論になりました。最初に地域に

とっての意味なんですけれども，まず

は地域にグループリビングとはなんぞ

やということを知ってもらえて，高齢

期の住まい方の選択肢の一つとして，

皆さんに周知してもらうってことが大

きな意味だということになりました。

自然と地域の話題になることで，どう

いう住まい方になのかということを発

信できると，それが大きな意味ということで，ちょっとその入居者の方，まだ入って 5 ヶ
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月足らずということだったんですけれども，まず入ってすごくよかったっていう声をいた

だきました。なかなかお友達に「グループリビングに入った」と言うと，「もうそんなと

ころに入っちゃったの」と言われることがあるとおっしゃいましたけれども，なんかそう

いう偏見みたいなものを払拭して，たとえばヘルパーさんなどをやりながら入居される方

もいらっしゃるようなんですけども，ちょっと働きながら暮らせるようなそういう生き方，

暮らし方みたいなものを皆さんに発信するのがいいことだよねというご意見でした。 

 それからグループリビングにとっての意味ということなんですけれども，いままで出ま

したように，交流が生まれるとか生活者が来るとかスタッフが来るとかそういうことがあ

るということですけれども，入居者として御小遣い稼ぎができるとか，1～2 時間働けるよ

うな働き方ができるとか，それから…すみませんこれは一番のほうですね。グループリビ

ングから生まれて食事のおり～ぶっていう団体のように，地域の新しい担い手と言います

か，高齢者支援の人材として育っていくことができるという，そういうご意見もありまし

た。それから，どんな開き方があるのかということなんですけれども，アトリエとかコミ

ュニティ・カフェとかそういういままでのご紹介があったんですけれども，もっと交流ス

ペースみたいなものを活用したり促進するためには，色々もっと考えなければいけないね

ということで，あとそのこれからの課題にして，特にその交流スペースに来て欲しい人，

特に男性の単身者の引きこもっちゃいがちの人たちをどうやって地域に出していくのかっ

て言うことをこれからちょっと考えられればいいねということが出たかと思います。以上

です。 

 

［9班］ 

 9班です。だいたい意見，皆さんと同

じようなことで，やはり意見それぞれ

発表しますと，まず最初に地域にとっ

てどんな意味があるのかということ，

これは大きく言って 2つに分けると，

高齢者の自立と共生を目指した暮らし

方，そういう新しい暮らし方をバザー

とか，あるいはサロンコンサートをや

ったりしていますけど，地域に開くイ

ベントをすることによって，そういう

暮らし方がやはり地域の方に触れて，

そういうところから情報発信もそうで

すけど，しないといけませんけど，高齢者の一人暮らしというそういう方にとっては安心

安全な住まいであるとか，高齢者にとっての将来的な安心材料になるというような側面が

ひとつあると，それともう一つは地域にとってどういう意味があるかというと，野菜を売

ったりすることもありますけど，そこに入る方たちに色んなお手伝いをボランティアとか

含めて，そこで働いてみたいなとか，あるいはおり～ぶさんのような方たちがそういうサ

ービスを利用するような形，まぁライフサポーターもそうですけど，そういう一つの働く

場を提供するというような側面，そういう意味も仕事を，大きく言うと雇用の機会を作る
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というようなことの意味があると，それもずっといままで出てたと思うんですけれど，そ

の辺が地域にとってのいい意味ということの意見です。 

 それともう一つは，グループリビングにとってどんな意味があるのかという，ここまで

は地域と交流することから，地域の方たちのニーズを汲み取るというか，触れ合うことで

そういう一つの知識の広がりというか，そういうものがグループリビングには活かせれる，

暮らしのほうに活かせるというようなこととか，あと空き家ですね，高齢者の空き家をグ

ループリビングに使用できる…そういうことも，グループリビングにとって意味がある。

それと，ひとりいるより皆さんと話し合いをして，相談しあったり地域の人との交流含め

て，共同の住まいをするということで，毎日毎日元気になるというような大きな効果が出

てくるということですね。あと子供たちがいることでも安心とかいうこと，それと住まわ

れている方たちが色々イベントの講師になったりとか，持ってらっしゃる知識と経験そう

いう技能を活かすことができるグループリビングという場を活用してそういうことができ

るということが，一つの高齢者の活力になるということですね。あと，注文が一つありま

して，これが一人，高齢者のお金の…やはりその入居するにはお金が要りますよね。まぁ

グループリビングに入るにはある程度入居金が，COCO 湘南の場合 370～380万と，そう

いう金額設定しておりますけれども，高齢者がこれから年金…先程原さんが仰っていたよ

うに国民年金だけで，というのがありましたけれど，そういうので，やはり将来に備えて

蓄えていこうというようなことは望んでいないということ，そういう意見がグループの意

見でした。 

 

［10班］ 

 10班ということなので，だいぶかぶってしまうと思うので，簡潔に述べさせていただき

ます。 

 グループリビング，今日ご紹介されたものも多くありましたけれども，趣味の場を提供

していることによって，地域性を開く，そういった機能があると思います。その中で，趣

味という建前や名目ですので，気軽に地域の人が参加できる。そうすることによって，社

会的弱者…包括支援センターの方がいらっしゃいましたので，包括支援センターに相談に

行く前に，そういった人間関係を築くことによって，知らず知らずのうちに相談できる相

手が見つかると，そういったことがあり得るということと，あとはこの趣味の場所で先生

になったりとか，あとはスタッフになったりすることによって，たとえば主婦だったりと

か後は毎日働くことができない人の中間就労の場所になったりとか，そういった場になる

ことが考えられると思いました。 

 そして，地域の課題を場で共有することによって，皆でそれを解決する力になれるとい

うことと，後孤独死を防げるとか，挨拶からお互いの近況がわかる，伝えられる，そうい

ったことができると思いました。ありがとうございました。 
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３ まとめ 

 ご協力ありがとうございました。ほぼ時間通りに進んで参りました。課題の設定はかな

り強引ではあると思います。なぜこの設定をしたかというと，私の法人に認知症グループ

ホームもあります。グループホームも地域と繋がりなさいと，で，火事なんかがあります

と，最近ありましたでしょ，消防署が飛んできて地域の人と繋がりなさい，火事の時など

に助けて貰いなさい，と言うんですね。地域の人と繋がりたいのは当たり前なんだけれど，

そういうあまり直接的なところから入ってしまうのは，微妙なところですね。グループリ

ビングを運営してみて，私も将来入ろうと思っている人間として，皆さんのご意見を聞き

ながら，まとめるということはとてもできないんですが，実はですね，私のところの周り

に，ほぼ徒歩で行けるところに，2軒の高齢者専用住宅ができました。で，結構大きいです。

ライバル現るって思っちゃったところがあります。でもしばらくしてみて，これはライバ

ルじゃないんだなっていうふうに思いました。グループリビングは，高齢者専用賃貸住宅

の指定をとっているところもあるでしょう。私のところはとっておりませんけれど，将来

的にどうしてもとれと言われれば，とります。それでも，「グループリビングえんの森」

です。皆さんのところもそうだと思いますが，グループリビングと名付けた時に，何が違

ったのかというところから考えないと，失敗をしていくんではないか。一本の筋を立てて，

そこから揺らがないようにしないと失敗する。私も長い活動の経験の中で痛い思いをたく

さんしていますし，周りでそういうこともたくさん見て参りました。グループリビングと

いうのは，地域に開く，地域から開かれるというところだと位置づけた時に，それを言葉

面とか当たり前の事というのではなくて，自分たちの所でそれはどういうことなのか，と

いうところをしっかりしていかないと，いっぱい出てくる選択肢の中で選ばれないものに

なっていく可能性もあるように思います。ここは要なんだなというところを，もう一回再

確認をするという機会だったのではないかというふうに思います。私自身，お入りになっ

た方が，働きながら入ったというと，「もう入っちゃったの？」「まだ早いよ」とかいう

ことをグループリビングをよく知らない皆さんがおっしゃいますよね。まだ早いって言う

人を私たちから見ると大抵ちっとも早くない，というふうに見えるんですけれども，そう

いうところがまだまだ私たちはアナウンスできていない，知られていない，グループリビ

ングとはなんぞやということをきちんとできていないときに，地域との繋がりというとこ

ろをもう一回それぞれが，もう既にできているところ，これから作ろうとしているところ

が再確認していないと，埋もれていくんじゃないか。やはりこれだけ高齢者の住宅政策が

言われ始めた今，「ケアがついた高齢者の住まい」という単純な括りの中に入ってしまい

たくないと，強く思います。そこら辺は，今日お帰りになりましたけど，西條さんが「自

立と共生」を掲げ，ここで暮らす人々を「生活者」と仰っていることの意味をもう一度深

く考え，それぞれが自分の言葉に置き直してみる必要がある。「生活者」とは，地域社会

と接点のある人のことです。グループホームも運営しておりますけれども，グループホー

ムに入られた特に後期の認知症の方たちは，やはり生活者というものからはるかに遠くな

っていってしまわざるを得ないところに立たされてしまう。人の人生の終わりにはそうい

う時期もあるかもしれない，だけれども出来る限りそういう時間が短く，生活者であり抜

く場としてのグループリビングというものを私たちは目指したい。見学に見える方に，「ど

こまで面倒見てくれるんですか？」って聞かれますよね，「面倒見ませんよ」って私は言
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ってます，ごくあっさりと。「あなたはどう生きたいと思っていらっしゃるのか」という

ことからはじめていただきたいと，「ここで死にたいと思ったら，ここで死ねるような関

係をこの中で一緒に作りましょう」と，関係性を創ることから始まるのだというふうに言

うと，怪訝な顔をされる方もいるし，納得される方もいる。私も乱暴に言ってしまうこと

もあるんですけど，そこのところがやはり地域と共生あるいは生活者としての立ち位置を

それぞれが守っていくというところのグループリビングの存在意義がある。「リビング」

ですよね，これに非常に大きな意味があると思います。 

私，実は 30年前にこの話を西條さんから聞いた者です。私はそのころ 30 代のはじめで

した。西條さんもまだとても若くてシャキシャキしてらっしゃいました。その時点で，「私

はこういうものを（グループリビング）作る」とおっしゃいました。で，20 年ほどたって

本当に実現された。それで，「お作りになったんですね」って連絡をしたら，「あなたも

作りなさい」って仰ってくださいました。作ることができたのは，ほとんど 30年後でした。 

これからの超高齢化社会の中で，基調講演の宮本先生からお聞きしたような無縁社会の

中で「地域で生活者として生きる」という私たちの立ち位置をぐらつかせてはならない。

西條さんの生き方というか，姿勢に，やはり学びたいと思うのは，その辺にあるのかなと。

西條さんを神様だとは思いませんけれど，あの揺らぎない姿勢に，もう一回学ばないと昨

今の高齢者住宅ブームに埋もれてしまうのかなと私自身がこの 2日間で強く感じました。 

まとめにもなんにもなりませんでしたけれども，この 2日間お付き合いした皆さんは，

これからご一緒に悩みを分かち合っていく仲間だというふうに思っております。課題はと

てもたくさんあります。そんなに地域って甘くないし，嫌な人，価値観の合わない人もい

っぱいいます。特になんと言うことのない，どこにでもある地域と，どうグループリビン

グが関わっていくのか，これ結構たいへんですけれども一緒に頑張りましょう。ありがと

うございました。 
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Ⅷ 閉会の挨拶 

星川 光子 

 皆さん今日は最後までお疲れ様でした。ご参加ありがとうございました。 

 多分，二日間の研修を通しまして，「あ，そうなのか！」とすっきりしたところと，「あ

れ，どうなのだろう？」とクエッションマークがいっぱいできたところとあるのではない

かなと思っております。ぜひこの二日間でできた皆さんとの繋がりを大切にして，分から

なかった事は，あの人に聞いてみようといって電話してください。また，「たすけ愛の家」

の生活者はお客さんが大好きですので，来てくださると皆さんとても喜びます。ぜひ登別

に遊びがてら，来ていただけたら嬉しいなと思っております。この二日間の繋がりを，ま

た繋げていけたらうれしいと思っております。 

 どうぞ皆様，それぞれの地域で，ご活躍ください。今日は本当にありがとうございまし

た。 
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Ⅸ アンケート結果 

 

1日目 

ふらっとステーション 見学説明会 

・ NHK のシリーズで各団地の高齢化をとりあげていましたが，ふらっとステーション・

ドリームの取り組みに感動しました。 

・ 自立と共生，地域で暮らすをテーマに 2箇所の素晴らしい取り組みを見せて頂きありが

とうございました。 

できない事を補い合い支え合う仕組みを時代に即して変化しながら実践し形にしてい

くエネルギーに驚き学ぶ事が多々ありました。特にドリームハイツという集合住宅を

ベースにした多世代を対象とする地域住民の取り組みは，今後の地域への取り組みに

生かしていきたいと思います。 

・ 初めて見学させて頂きました。自立した住民組織が積極的に地域課題解決に関わってい

る事例として大変参考になるとともに，個人のボランティア精神によるところが大きい

ため，他の地域で，その地域にあったしくみをつくっていくことの難しさを感じました。

“ふらっと”という名称の意味がとても良いと

思いました。また居場所，情報，相談相手が欲

しいというのは各地で共通の課題だと思いま

した。 

・ 幣法人でも週 1回ですが，居場所としての簡単

なカフェを開いておりますが，定常的なものへ

と発展させたいと思っております。ボランティ

アさんへの報酬，運営費等々，ふらっとステー

ションの運営をよくお聞きしたいです。 

 

COCO湘南台 見学説明会 

・ オーナーとして参加しました，「私が決める私の暮らし」いいですネ。自分の生き方を

しっかりと。 

・ 高齢化＝不安のイメージが消えて，楽しく人生を過ごせる希望と喜びを感じました。自

分達もこのような生き方を作りあげていきたいと強く思いました。 

・ 人が住むこと暮らすことをもう一度考える機会になりました。住むことが老いをすごす

所ではなく，創造の場所になっていることを，

もう一度自分なりに考え直すことができました。 

・ すばらしい施設と運営，住居人の方々

の自立ということをきちんと理解した生き方に

感動しました。「自立と共生」ということを大切

に一人一人を尊重して運営している姿にふれ嬉

しく思います。 

・ 小規模多機能を開設しましたが，

COCO を見させて頂き，事業者から見たある意
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味押し着せの施設となっていないか，反省しております。利用者からの提案による棲家，

すばらしいですね！ 

・ 市民力・地域力で自分が入居者となりたいような住まいを目指すという志しが素晴らし

かった。建物が居心地の良い空間をつくろうという配慮が随所に見受けられました。担

い手側のメンバーの高齢化，次の世代の育成ということが，ふらっとステーション・ド

リームとも共通の課題だと思います。居住者の方の住まい見学座談会での意見交換など，

貴重な時間を頂きありがとうございました。 

 

2日目 

ワークショップ 

・ 当初 GL，G ハウスの運営はどの様にという観点で話を聞き始めたのですが，より良い

ＧＬを持ってもらうには，サポートする NPO として何をすべきか，とアプローチの仕

方を 180°変更する必要を感じました。今後の住まいのあり方の参考とさせて頂きます。 

・ 講師陣をはじめ，男性のカゲがうすいような気がしました。何故なのでしょうか。パ

ワーポイントの字が（配布資料で）もっとみやすいとよかったです。実際に運営され

ている方のナマの声をきけて，大変参考になりました 

・ これから GL を作ろうと考えています。理念に賛同し興味を持ちました。実際に NPO

をたちあげ運営していく大変さを感じますが，今日のようなワークショップは参考に

なります。 

・ 基調講演は大変勉強になりました。今，そして今後の見通しの中で一瞬目の前が真っ

暗になる様な絶望感も感じましたが・・されどあきらめず現実を受け入れ柔軟に変化

し，つながって助け合っていく新しい人間関係の構築の視点が大切と改めて感じまし

た。今，実際に活動されている取り組みについて具体的な話が聞けて参考になりまし

た。やはり腹をくくって取り組んでいくという姿勢が大切だなぁと感じました。 

・ それぞれ素晴らしいリビングだと思いましたが今度じっくり苦労話も聞ける機会があ

ればありがたいです。立ちふさがる難局をいかに乗り越え成長していくか，継続し続

ける事の秘訣も知りたいと思いました。 

・ 今後 ①入居募集の仕方 ②リーダーの育て方 ③採算の確保の仕方をワークショッ

プに入れて欲しい。 

・ それぞれ特色のあるグループリビングのお話を聞いて，地域により運営も違ってくる

ものの宮本先生のお話のとおり，グループリビングが必要とされる土壌は十分，とい

うよりこれから高齢となる人々を救う道と確信しました。自然はたくさんあるけれど

人が少ない自分の住む地域で，どのようなリビングができていくのか？ 持ち帰って

多くの智恵を巻き込んでいきます。 

・ 他のグループリビングの取り組みについて聞けて良かった。家族のあり様の変化につ

いても興味深く感じた。老人の事も大切であるが，若い世代からの積み重ねであるこ

とが大事だなと思いました。 

・ 次世代人を育てる事の難しさを再認識した。できる範囲でこれからも活動勉強が必要

と考えました。グループディスカッションも他グループの方と知り合え良かった。 

・ 時間厳守！！パネルディスカッションの質問の内容に対する回答が正確でないのが残
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念。 

・ 運営を続ける為には→形を整える。理事の任期を明確にも 1 つの時期の運営陣を育て

る手立てになる 

・ 考えを整理するうえで，新鮮な話を聴かせていただきました。 

・ 一日夜の懇親会での雑談はよいものでした。 

・ 地域にとって GL／GL にとっての地域 考えさせられるよい機会でした。 

・ 地域への展開として，公的賃貸集合住宅の様々な機能付加のあり方として，講演の方々

の事例が大変参考になった。グループリビングが弱いつながりをつなぐ役割を果たせ

るか，又，若い人々の協力を得るためには，ボランティアではなく jobの提供が必要で

はないかと思いました。 

・ 様々な方にお会いできてよかったです。リビングの入居者の方と参加しましたが，入

居者の方の勉強になってよかったです。このワークショップがいつも真冬ですが，季

節のよい時の開催を強く希望します。 

・ これからの社会，急速な老齢化で様々の問題がとりだされている中で，私も老後のこ

れから，どう暮らしていくのが良いのか，とても勉強になりました。地域密着のコミ

ュニティでずっと生活するために，大切なもの，それはお互いを思いやり，支えあえ

る精神をもつことが大切なのだと思いました。それを実践しているグループリビング，

「自分の居場所があること」「人として生きられること」自立共生の老後組織が大いに

盛んとなることを祈っています。 

・ 宮本先生の基調講演とてもよかったです。改めてこれからの介護や地域づくりについ

て考えさせられました。 

・ いつの日かグループリビング的なものを形にできたらいいと思っています。パネルデ

ィスカッションもそれぞれの取り組みや思いそして工夫など参考になることがたくさ

んありました。 

・ 講演会の現代の若者と家族の形態について改めて実感できることがありました。少し

でも共生の形ができるように地域の中でとりくむ必要性を感じました。 

・ グループリビングをまずしっかり受け止めて，どうそのことをこれから作っていく方

向に持っていくか検討したいと思います。又このような機会がありましたら参加した

いと思います。 

・ 宮本みち子氏の基調講演はとても勉強になりました。パネルディスカッション，グル

ープディスカッションは本や報告書を読めばわかるような内容で特に参考になりませ

んでした。特にグループディスカッションは時間不足で自己紹介で終わってしまう感

じで残念でした。 

・ NPO・社福等の相違や運営者，入居者等の意見大変参考になりました。 

 

 

 

 

 

 


